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建 築 と 社 会

1 9 6 0  日 本 建 築 協 会
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P タイ2f?

］Ｑ マｉＭｾタイル
規絡 寸法 12・x 12・ 厚サ%・

父ハ 9・x 9・ 又ノ、%'

{dli 絡ーl面上千 2.3∞ 円 - 4. 8∞円( 材工共)

三星の弾性床タイルは何れも製法の

専売特許品で、日本の多湿多雨の気

候でも優れた性能をもっ、舶来品の

追随を許きない製品です。

. [ ' 呈外lζ は使用出来ません

- 各製品努のカタログ見木

技術報告書を御請求下さい

. 特 徴

施工後故防が少い・工期が早い

価格が手ごろである・手入掃除が簡単

色彩が臼 18に選沢山来る・永持ちする

三 星 ル ー フ イ ン ゲ の

田昌応用化工株式会結

バ.[ J;i • }k );t fflS . l t な Iベ 小 fi IIIJ 6  3  3  T  E  L 大 WlZ (91) 代 表 1 1 8 1  

大阪 ・大| 坂 I[i iJ Lj 1':< ;;{ IIIJ J1111 1-.通 1 - 1 4 T E L  ｉｾ 佐銅 ＨＴＴＩ 代表 Ｕ 9  5  1  

‘  
.  



血
事

|極 細 硝 子 繊 維 13ミクロン

吸着材

に 使 用 さ れ た

会iJ 呆均な断熱-

事轟

J 令

Ｉｾｊ マウ〉卜布子 ｚ 業様式会社

電 話 ( 大 阪 )側 0331- 4  

相 . C J ; 県 郡 山 市 長 者 間T 2  2  5  

東 京者11中 央 区 八 重 洲 6 ー 1 ( 日東紡) ピル

大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 8 5 北 浜 消 友 会 館

( 日東紡績 (株 ) 大 阪支 応内 )

本 社 ・工 場

東 京 出 張 所

大 阪 出 張 所

‘ ｉｊｾＮｊｾ ・Ｆ
皆様の設計と施工に東洋の床材

ｉｊｾｾ Ｍｲル

ＱＺＺ号ートタ ｾｊｾ

ヌボシヂシート

リユーム株式会社

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電話伊丹( 代) 3531・大阪(48) 4490

東京都中央区銀座 4 丁目 三和ピノレ

電 話 京 橋 @ 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁目三和 ピル

電 話 北 浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

東洋リノ

本 社 工 場

く〉 ソフトな感触

。優秀な耐久力

。美 し い 色 彩

東 京 支 広

カ

タ

ロ

グ

進

呈

大阪事務所



近 代 的 ム ー ド を つ く る 表 面 材 料 ?

。
ヒ ツタ ー ライト は メ ラ ミ ン 系 の 丈 夫 な プ ラ スチ ック 化粧 板

で 、 硬 質 微密 な 表 面 材 料 と し て 近 代 建築に 新 鮮 な ム ー ド を 情

成 い た し ま す 。 衝 撃には強〈 、水を 吸 わ ず 、耐 薬 品 性 に す ぐ

れ 、 熱 に 耐 え 燃 え に く い な ど の 優 秀 な 持 性 を む ってい ます 。

さ ら に 色 彩 は 22aで 、 80余 種 の 色柄 が あ り 塗 装 の 必 要 が あ

りません 。 壁 面 、棚 、 調 理 台 、 テ ー プ ル 、 カウ ンタ 一 、 パ ネ

J レ、 デ ィ ス プ レ ー な ど 多 く の 用 途 が あ り ま す 。

"t 

東京観千代同区丸 ノ内 1削 (杭 ビル1 白
: It 

⑩ 
特 許

経費節減527万円♂

利益を ｾｴ

卒JI トMPボイラ

煙管式ボイラの革命兄現るノ

女 高 性 能 語 射 型

女石炭・オイル・刀ス焚

会 1年間 (7200時間)の燃料節語句客員

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

望

株式曾枇平川鉄工所

日育 Ｑ タ ｾ｜ こ て

排刀ス温度 1Q7

0

C

平川 ~水管ボイラ 、平 川~機 関 車 型ボイラ

<J 営業科 目じ〉

平川 ~竪型ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸 送機 械

本社 ・工場 大阪市大淀区大仁西2のl 電話福島@ 1 9 7 5 - 8

東京営業所 東京都中央区八箪州6の7 電話 ⑧ 5883 ・7787- 8

九 州 出 張 所 福 岡 県 小 童 市 富野545 電 話 小 倉 ⑤ 1 3 6 2



r  

'  

p、、

強 力 型

重 荷 用

ア ム ス ラ ー 油 圧 式横 型 引 張 試 験被

( 日本海事協会検定No.3788)

製 品 は 本 機 IC よって試験す

l  
御 用 命 lま全 固 有 名 土 木 機 械 工具

7怪物 庖 へ 御照 会 願 い主 主 l d 、

くN. K. K. )

' レール接続の革命?

新 製 品 完 全 防 錆

" ? ーハンt i -

御用命は全国各地有名建築金物庖へ御照会願います

種 目

トラ ックレール ガイドレール カープレール

立製震用 (ZIごムt Z入) 複 車 ・ 単 車ノ、 γ ガ ー

軽 50'栃，60務， 70務

そ の 他 プ ラ ケ ッ ト 附 属 品 一 切

記 三 谷 製 作 所 .足立? r u .



驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

， ， ‘， .  

'  ・ー.目.

原紙に着色せる優秀製品

ニッポンクロ・ス

製 造 発

河 津 装 飾 株

本社 大阪市北区堂島上ーノ ニ四

東京営業所

東京都千代田区神田1哀楽1I 1J 2の7

T E L @l 9 3 7 5  

出 張 所 名 古 屋 ・広 貼 ・稲 岡

7e J t  

ム
一
品社式

ｔｅｌ 大阪 ｾ Ｑ ＳＵＱ Ｍ Ｓ

Ｎ 近代建築のでご［ 日耐火 ＮｉｾＮｾ 1-= 

. 塗 装 不 要 の 化 粧 板 エ ス ロ ン ボ ー ド ・ カ ラ ー ド ボ ー ド

・左白技術一 闘BI i 膏友ヲ亥宇一

- ア サ ヒ ト ー ン ( 吸 行 板) ・ 防 水 ボ ー ド ( 防 水 処 出 品 )

・ ラ ス ボ ー ド ( 陛 下 地 材 ) ・ 各種 石 膏 プ ラ ス タ ー

21世紀のi . l ' 材

- 社 名 が変 りま した…・・・旧 大 阪 耐 火ボー ド株式 会 社

日 本 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 制 i笠 IsT 5  0  1;' ピ ル ';12日 大|坂 ( 36) 5453- 6'  1141 

東 京 支 庖 点 京 都 港 区 芝 新 統 4 の 3 8 m日 東 京 (43) 6814 ・84 17

大阪工場 大阪 ｮ￯ｬｬＡｾ 定 川 区瓦［今盟北通 Ｕ の ＲＴ ｾｉｔ 路大阪 Ｈ ＳＷ Ｉ 8361 - 2  

栃 木 工 場 栃 木 市 平 柳 川 1 3 0 0 Ｇ［ｉｔｾＱ［ 栃木 ＲＴ Ｑ Ｙ ・ ＰＰＶＴ

‘  .. 



4  

軽量、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｾ ｊｩｴヌー ＢＰ｟［Ｇ ，ｾソイド

日jJit ｝Ｇｾ， ｩ テン ＢＭＷ イ〉タ
伸 縮 目 地 材 工 牟 ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ完 シ ー ル セ 〆 ン ト

日 源 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (27)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区堀上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



厚③

必& 6為1- q-i ｉｾ＠
:  1・5 事毛l享)

藤 森 建 材 株 式

&

宮社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 l ノ 2 (大 倉 ピ ノレ)

電 話 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大阪出張所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 1 - 1  (大 同 生 命 ヒソレ内)

電 話 大 阪 ⑬ 9 4 1 7 - 8 ・8 4 6 1 - 4

九州出張所福岡市灘院大通 2 ー 73 電 話 福岡 0 1945 ・⑤3473

アルマイト吸音板

ス ギ メ ラ ス

木 毛 セ メ ン ト

特 殊 板

メラミン樹脂製品

30メーカー代理広

大 阪 ・ 四 ツ 橋

23thfR建 梓 奴

T E L  Ｈ ｾＴ Ｉ＠ 1861 - 5 ・2131 ・2233
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最 新 の 設 備

優 秀 な 製 品

=11lシヤ-:1'1-

パ ー カ ラ イ ジ ン グ 下 地 に 赤 外 線 焼 付 加 工

特 殊 ボ ー ル ベ ア リ ン グ 使 用 に よ る 軽 快 な 開 閉

@， 

ｾＮ＠ .， 

線式 ｾ， ｩｬ =105/，.η 司・製作廠

星組シヤ' : / ' 1 - 掠式会，;t

本社及 工 場 尼 崎 市 久 々 知 コ ヱ 2 3 番 i也 大 阪 (48 )5341 - 3. 2959 

旬 以 東 京 支 后 東京都新宿区西大久保 i 丁 目370栄 ビ ル 東 京 (34 )2478 . 9678

札 幌 支 庖 札 俣 市 南 九 条 6 丁 目 札 幌 ( 3 ) 1368(  4  )4878 

東 北 支 広 河 台 市 土 姐 1 1  2 番 地 仙 台 ( 3 ) 3 2 9 6

金 沢 支 庫 金 沢 市 上 胡 桃 町 3 6 金 沢( 4  )  1  3  8  7  

名古屋支庖 名古屋 市中村区広井町2丁目 45八洲 ビ ル 名 古 屋 (54 ) 2  8  4  6  

九 州 支 広 信 岡 市 渡 辺 通 5 丁 目 9 2 番 地 福 岡 ( 5  )  5  1  8  1  

営 業 所 全 国 主 婆 都 市 に 在 円



「

の街生陶器ヒ付属金具

L - 9 2 に1-tる

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

ピル ・ア パ ー ト は も と よ り 一 般 住 宅

定 価

陶 器 ( 1級 ) L 220 ￥ 2 ，750 

金 具 ( Q'd:v;>lDlt. L 印)

立 水 伐 T 2 0 5 Y

@￥ 600 ( 2個) ￥ 1，200

止 水 校 T 4 A Y

@平 670 ( 2 個) "/ 1，340 

排水金具 T 6 P "'f 1  ，21 0  

バョワハソ封

限付木ネジT L  2200 ￥ 200 

に も 御 採 用 頂 け る よ う 寸 法 や 価 格の 点 で は 従 来 最 も よ 〈
at ￥ 6 ，700 

ミコ切否おたｾ 御愛用頂い て い た製品 し Ｍ 9 2 を基準として考慮いたしました 。

参 考 定 価

陶 器( 並級) L 220 ￥ 2 ，200

金 具 ( j ペアえ 印)

東 洋 陶 器 株 式 会 社 立 水 位 K 2 0 5  Y  

｀ ｾ＠ 510  ( 2 1阻) ￥ 1，020

本 社 ー 茅 ケ崎工場

小倉市篠崎町 4 5 8  大阪営業所 大阪市東区間路fU; 5  - 3 2  T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅ケ山市市

T E L ⑤ 2481- 5  番地営業所 東京 ・名古屋・小合 ・広，c，'j 高松・札幌・仙台 ・お山 T E  L  2105- 8  

止 水 位 K 4  A  Y  

@￥ 570 ( 21国) "f 1，140  

排水金具 K  6  P  C  "/ 1，030  

いつ も新 しい 感 覚 で 清 潔 感 のある

J E竺? コ|

6 尺 巾 長 尺 の ビ ニ ー ル 床 材

係当座寸 ，圭 厚2 5m mx 巾 183c m (  6尺) x 畏27 H m  ( 151平署)

I百心地がよく被れ立い. 面1>: } 1( 1生は悼のて俊秀、色彩俊英、

手 入 れ は 水Jよ さ で よ ( Ｎ［ｪ Ｇ ｬＱ ｾＯｦ＠ • ｾ ｟ ｦ 治 ｦ ｊＧ［、ｾｾＢＢ｜ ・ ｊＩＺ ， ＢＢ｜ ・ 薬品 ・ ｩ ｬｄ

ｊｬｾ＠ ｾ与 に Ｑ ｾＧｃｩ しない。

最 高 級 ビ ニ ー ル タ イ ル

(尺 角 ) 30 .  3cmx  30.  3c mX  2 mm 

保光屋恨 ・間仕切・壁体 ・天井 ・装飾用 等にー好適な近代建材 です 。

明る〈美し l ' . Ｎ ＮＧ ｾくて ｉｾ 主いＮ燃えな ｬＧ ，安い

庫さ 1. 1.5. 2.  3.  4 .  5mm 

透明 ・不透明 ・艶，肖し・ j i リ 草 哩 巾 ｾ Ａ ［， ｾＢ Ｈ｟ Ｓ Ｎ ｒ ｊＮＮ ｘ Ｇｬ ｾ ｪ Ｄｾ ，酬 Ｈ 6 尺)

型押 ・網入・模様 板 錨 塑ドt rC11日2151A l mm(6尺)

( 1主尺地似) . ＱＴ ＨＩＮ ｾ Ｈ Ｔ ＮＶ 尺 ｪ ｘ 品 ＱＰｭ ( 33尺)

182 .. : m ( 6尺1

r ビニー 川、簡単に貼れた川 …  11 .....， 

これを舵伏したのがロンフイ y クスです。

どん立糊 でも訟にでも在ι; に貼れ ( 特殊訓l工) 、どんヰ汚れι

園田園・争 石鹸水か、i車発il ll てι III ーにとれて企1'1せず半i I < 久的に新鮮

で、 便秘主新製品です。( I < i lll 新実詮1品等469550¥i)

単色・ ニ色 フラノ 巾96c m ( 3 . 17尺) X  18m ( 5  j平巷 J

川口ゴム工業株式会社

主1-lJ {， ｾ ， ｉ ｲｮ Ｂ 工 事日 ［に御照会下さい

本社工唱班 点 ｾｭ 飾区本間四 ， 木町 Ｕ Ｔ 屯:1. 11;帥 (69) (1: J d 946  

押田宮鍵所 取，U;H-{I: lnl 竜神IAI自治問 2 - 16  :n:1. 班点 (29) 曲 03、4

fl' i 同区北出 原 町 3 3 屯払 大阪 ( 27) 4358、9



昭 和 35 年 1 月

新 年 交 礼 会

キ 新 年 午 餐 会

ｾ＠

若 い 会 員 の 集 い

治

炉、

建 築 団 体 合 同 新 年 交 礼 会

日 If寺 ｈｈ 和 ＳＵ ｾｦ 1  )j 4  11 Ｈ月Ｉ午後 Ｑ 後 ｾＲ 時随時

1. 場 所 大阪建設会館( 天神橋南詰め)

ＱＮ 会主ｾ ￥ 300 

新 年 午 餐
. 6.  

開 {雀Z ミ

十R例による新作午餐会を下ιl ζ よりi } 1J ! 在致します。例作のとおり ，11'1' 

秋国家褒? 主を受けられた会員各位をお招きすると共lζ ，最近外遊から帰

朝された方々の新しいお話しを承わる予定に致しております。お誘い合

-'r の上多数ど/ 1 1 席下さいますようお願い Et l し上 げます。

言己

1 - 日 時 昭和35年 1月12 円( 火) 正午

1 - 場 所 大阪建設会館( 天神橋南詰め〕

1 - 会 費量 ￥ 500 

1 . 申 込 1 J'J 9 口までにお申込み下さい。

新 春 の 若 い 会 員 の 集 い

( 建築絵画の小松話再氏をお招き して

「欧州の建築と美術」を聴く)

1 - と き 1月11 11 Ｈ月Ｉ午後 Ｖ 後 ｾＸ 時

1- ところ 北 極 星 3 附 f-l 4王座敷( 大阪市南区難波新地 4

電話Ｑｑｊ Ｑ ＲＷＵ ｾ ・ Ｑ 成橋市電通，下口デノ ｦ ー ト西半 丁 Ｉ

1- ゲスト 小松益事氏《高知市出身，東京美術学校洋画科卒業，

1 - 申 込

1_ 会 費

現在，新l111J 作会員 ・大 阪 市 大 建 築 学 科 講 師 ・神戸在

住。作品は神戸および周辺の建築，街頭風景画を好ん

で制作，とりわけ l!ol居留地の建物画集に異色の作品が

ある。作風は構図 ・色彩ともに端正な写実で，油彩の

ほか，ペンシ J レスケッチ lCも特色がある。時にアフ' ス

トラクトを画くこともある。 i建築と社会」誌 1954年

5 月号の表紙lζ 作品を掲載した。

昨年欧州に外遊( フランス， ドイツ，イタリー，スペ

イン外) された。共著「神戸」がある。本年11 )i 3  11 

の文化の日に兵庫県文化賞を受けられた。》

8 日までに電話でお申込み下さい。定員はω名です。

300円( 別に補助があります)
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Z

 

告 2

委員 委 嘱
委 員 委 嘱

下心のとおり歪日を追加妥腕した。

"己

/1 '11仮委員会 委 員 原 怯一郎京( 大阪市建築局建築; 軍)

委 員 推 薦
委 員 推 薦

大阪不燃郎市建設促進協議会内 lζ 新設された不燃述築研究会委口1(. 本

会より 下記会員を推薦した。

信

日己

大 jj:. 弘治n日君 C) T. 務所 (cl普¥'1'1¥版委員会委員)

事

、

建 築 士 の 年 次 届

建 築 士 の 年 次 届

ｾ築上 ｩｴ ｩＺｬ ￬ Ｕ ｾ 長第 Ｔ 項の規定により，毎Ｇ，ｪＧＮ ＱＲ 月末 ＱＱ 現在で， リJ 15 11 ま

でに年次屈を必らず出して下さい。

1級建築上の方は，住所地の府県知呪をiill じて建設大臣宛に、 2 級建

築士の方は，免許を受けた附! 日知事及び住所地のI t ' J ! H知事1(. / 1¥して下

可 L 、
、-，v 。

なお，用紙は名耳Ht;1J l ¥政課ならびに本会にもありますからお1 ¥1 /1¥下さ

い。

。 日 本 建 築 協 会 の 出 版 図 書 。

昭 和 35 年 度

出 版 予 定 の 図 書 名

最 新 刊 | 鉄 骨 構 造 計 算 と 実 例

B  5 判 ・ 300瓦70  
下 記の新刊告は昨年来企画を樹て ‘r  

l 手 8つ0 〒

会 員 ｾ＠ 65)  木年出版を回途 ｬζ 鋭ｾＺ進主ｊ［を図って

おります。具体的な事項は次の機会
，-_  

新 刊 |

A 5 判20 ・ 160頁;)2 にお知らせします。

床 の 仕 上 ￥ 2 干

会 員 ￥ 200 < 新 版>

| B 5 判 . 400頁

内 壁 工 事

新 事J I  

E空E築後気術者のための

調 和 と 電 気 設 備 l ￥ 550 〒 70 建 築 基 準 法 及 び 関 係 法 規 一 覧 表

会 員 ￥ 500  

工高生デザインコンクール

漏 電 と ピ ル の ダ 対クト火災と
A 5 判50 ・ 5OR8  

入選作品図集

昭和30年 刊 |  ￥ 5 〒

そ の 策

会 且 ￥ 50 

< 改訂増補版>

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 施 工 指 針

ー 一 一 一

昭和32l" 刊 |  建 築 塗

B  5  ｾＭｉ ｊ ・ ＵＵＲ ｒ 3  
左

，ー日'" 
工 j去 指 針

料 1 ￥ 70 〒

会員 ｾ＠ 50  

建 物 及 び 設 備 の 保 全



謹賀 新

青 木 友

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 3 ー 1 2 5  

東 洋 洋 瓦 株 式 会 社 社 長

... 
青 貞柳

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

ｾ＠
J  

j斐 貞井

大阪市北区: ) ; 1 . : /:d 中 2- 37ー 3

双 星 社 竹 j波 E;113従 事 務 所

#

ス
重 太里子

大 阪 市 北 区 富 田 町 30

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

j実 正海

宝 塚 市 切 畠 字 士 走 路 山 2 ー 161

j斐 沼 猪 之

総 式 会 社 浅 沼

、、

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社

大阪市南区銀谷仲之町47 中橋ビ J レ・

包 @ 2  0  1  3  

井 福上

大 阪 市 都 島 区 点 野 III 凹J 2 ー 15

株 式 会 社 井 上 組

池 宮田

n  .包 131 市上野五向ケ丘町4ー 1405

世

主ふ.、

，ロ

l! s  

雄

士ロ

組

蔵

彦

年 昭 和 35 年 元 旦 ( 50盲順)

雄

Ml  

夫)

吉

l! s  

伊 東 正 也

品且

l! s  

l! s  

五 十 風
#
方

総 式 会 社 大 林

石 )  11 寛

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 11 1

石 川 建 築 事 務 所

石 原 違 偉 ( 季

大 阪 市 北 区 宗 是 l町 大 ビ ル

石 原 建 築 設 計 ' ] ( 務 所

伊 丹 久

大 阪 市 東 区 向 替 町 1 - 1  7  

株式会社 桜木工務1.!'i 耳1・窃取締役

伊 藤 太長

大 阪 市 北 区 紹 笠 U1J 50 堂ヒリレ

U  本耐火ボード 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 綿 昆 I sJ 5  

伊 東 建 築 設 計 事 務 所

稲 士重 岐

株 式 会 社 大 林

岩崎 太甚

大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 75 

株 式 会 社 大 林 組 工 務 監 督

岩住
: t .  

，ロ幸

自宅 ｾｉ ド市本田 ｊ 8 ー 1 1  8  
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宇 as 

ー

l

 

j

 

勝賀

大 阪 市 北 区 若 必 l町28 尾崎ビ J レ

字賀 一 郎 主 ｾ ｾ従事務所

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 - 10 

ゆ た か 木 材 工 業 株 式 会 社

次 as 之内 金田

大 阪 市 北 区 万 才 町 47

内 田 商 会

自 宅 芦 屋 市 西 芦 屋 町 25- 5

内 成田 之

須 賀 工 業 株 式 会 社

‘
、

E

E

E

，

 

J

 

士

ロ

<< 
助河

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 - 8  

小 河 建 築 設 計 事 務 所

1c 

L  

、
l

 

'

 

栗
E

ロ

賛

消 水 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 出

浦 辺 as 平鎮 末

倉 敷 レ イ ヨン 株 式 会 社

株 式 会 社 エ ー ビ ー シ ー 商 会 大 阪 出 頭 所

大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 1ー 18

屯 @ 0 5 0 0 . 3 9 1 5 ・9 3 0 3

奥 キサ 太

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 1- 51

株 式 会 社 奥 村 組

尾 崎 久 助

U 建 設 JI' 工 務 抹 式 会 社

大 友 惣 /¥ 

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 大同ピ J レ

吉野石膏株式会社 大 阪 支 広長

大 林 芳 郎

株 式 会 社 大 林 組

岡 as 

株式会社 間 組 社 長

自 宅 箕 面 市 桜 ケ 丘 205

尾 崎 博

旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社

旭 化 注 工 業 抹 式 会 社

置 塩 章

置 塩 光

神 戸 市 東 灘 区 御 影 町上 ノ山 1661

ｲｾ＠

笠
2・h
，ロ as 原 梯

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

大 阪 出 張 所

五尾 清 四 as 亀

株式会社 三 晃 商会 常務取締役

金 光 良日

一

社

守
〆

会

通本

式株

千

-

h

h

 

区成

一

レ

西

ス

一

市

年

一

阪

万

一

大

一
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河 覚 弘 栗 林 馬井

大阪市北区兎我野町18 電@ 3339 ・3330

河 井 建 築 設 計 事 務 所

和 歌 山 市 和 歌 浦 鶴 立 嶋 527

日 本 建 築 協 会 和 歌 山 支 部

哲 雄 田

s  

J  11 口

"J' 

J  

尼 崎 市 南 竹 谷 町 2 - 89 

田中工業株式会社大阪出張所長

慶 政

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1- 40

日新工業株式会社大阪営業所

株 式 会 社 川 島 織 物 太阪事務所

大 阪 市 東 区 道 修 町 1 - 21 

河 東 方義

大 阪 市 天 王 寺 区 餌 差 町 49- 1

大 阪 郵 政 局 建 築 部 長

河 喜 之 助 西 岬3宰

大 阪 市 北 区 堂 島 上 1 - 24 

河 津 装 飾 株 式 会 社 社 長

神 正 平田

株式会社 円本シャッター製作所

大 阪 市 西 区 阿 波 座下通 2- 28ー 1

株式会社 田中小西建築事務所

‘
、

l

 

'

 

林 得 志

大阪市北区堂島北町20 電@ 4319・6251- 5

小 林 得 志 建 築 事 務 所

北 作 池村 平

大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2 5  

佐藤工業株式会社大阪支庖長

鴻 藤

株 式 会 社 鴻 池 主且

信義 佐 藤 松

- 、ー

.  木 ロ戸

大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 堀 町 54

大洋建設工業株式会社取締役社長

久 保 幸

株 式 会 社 久 保 商 庖

2包

日

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 7 - - 34 

株 式 会 社 今 西 組

佐 藤 太

大 阪 市 北 区 南 扇 町 12

近 滋 電 気 工 事 株 式 会 社

栗 政 :欠 E! s  斉 藤 夫田

大 阪 市 西 区 南 堀 江 1悉 町 14

大阪朝日渥青株式会社代表取締役

光

大 阪 市 北 区 宮 田 町 16

株 式 会 社 三 晃 商 会
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座 建 築 事 務 所 之

大 阪 市 北 区 中 之 島4- 33

東 京 都 中 央 区 築 地 3 - 8

志 正 :究垣

4

L

 

町

j

上ノ

正

樋区

明

一

斗ユ

一

市

針

一

阪

糊

一

大

一

設 楽 貞

自 宅 神 戸 市 須 磨 区 桜 木 町 3 - 23

電 ⑦ o 3 2 4  

島 孝
2・h
'ロ

田

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 町 1

株 式 会 社 片 山 鉄 工 所 代 表 取 締 役

清 水 和 官、

大 阪 市 東 区 瓦 町 4 - 2 3  

山下寿郎設計事務所大阪支社

銭 高 輝

大 阪 市 西 区 京 町 錦 上 通 1- 33

株 式 会 社 銭 高 組

山

川

両

，
a---

._ 
田 四 !s 

大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 - 3

関西媛房工業株式会社取締役社長
、ι
、w

高 橋 伸 光

大 阪 市 南 阪 大 宝 寺 町 東 之 丁41

大阪セメダイン商事株式会社取締役支配人

高 慶 夫橋

大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 2 - 37- 2

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所

高 山

益 邑 義

大 阪 市 北 区 茶 尾 町 3 8  

大 鉄 工 業 株 式 会 社

馨

夫

白 キ長 嘉 明 手R

fl 宅神戸市東灘区本山町野寄 19- 1

須 賀 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 14

菅 !s 谷

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 南 通 1- 37

株式会社大阪電気商会大阪暖房荷会

鈴 木 市清

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通1一一14

株式会社ケントク 取締役社長

滝

栗 木 建 設 工 業 株 式 会 社

自 宅 fJt 中 市 岡 町 南 7 - 74 

竹 腰 健 造
r ‘  

大 阪 市 北 灰 堂 島 中 2- 37- 3

双 皐 社 竹 腰 建 築 事 務 所

竹 中 練

株式会社竹中工務ｦＮＱｾ

太 太刀 Jl I  達 !s 

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 中 3- 4

株式会社不二製作所大阪支応

常 務 取 締 役 大 阪 支 ! 苫 長



ー ー .

謹 賀 新 年 昭 和 35 年 元 旦 ( 50f:J -JI民)

田 辺 信 長 井 策 fls 

大 阪 市 阿 倍 野 医 阿 倍 野 筋2- 33

株 式 会 社 大 林 組

鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 府

• 田 村 観 長 尾 正 大

大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 4 - 47 大阪市大淀灰天神橋筋6- 5 天六| 夜色、ビル

、，
亀 井 株 式 会 社 取 締 役 社 長 日本エレベータ工業株式会社代友取締役

J  

地 頭 政 人 中 j尺 誠 fls 

大阪市北区若松町30 ｾｾ Ｔ Ｘ ＲＵ ・ ＹＰＰＴ 守 口 市 滝 井 冗 l町 3 - 27 

株 式 会 社 小 俣 製 作 所 大 阪 支 応 中 沢 建 築 事 務 所

実日 見 義 夫 西 地層 徳 太 郎

大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 2 - 37

株式会社 斎 藤 行 三 商 庖 大 阪 支 庖長

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所

干 原 大 五 fls 伴 秀 雄

東京都港区赤坂潤j也 溜 池 東 急ビル 大 阪 市 大 淀 区 中 出 荷 通 2 - 5 1

株式会社大阪姶築事務所取締役東京支所長 岡 西 原 衛 生工業 所 大 阪 応

塚 本 猛 次 平 田 伊 fls 

大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 13 大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 迎 1- 5

-.  
日 建 設 計 工 務 株 式 会 社 株 式 会 社 平 田 タ イ ル 社 長

東 畑 謙 一 平 田 作 太 fls 、- .

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 19 

大株自式阪宅会市社京都西平市lヌ下岡阿京タ波区イ綾ルl主小r専路h 通務大取'出1・東締- 役入5  

東 畑 建 築 事 務 所

内 藤 資 忠 福 向 庄 fls 

京内都京市藤左都京建①区築間 中事6 大・6堰務1  lHI 1 3  
滋 賀 県 甲 賀 郁 石 部 町 2476

定!::ifd i s 0 0 7 1 6 . 6 1 9所6  
口本スタッ コ株 式 会 社 社 長

中 松 通 日月 福 田 朝 生

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 - 23 大 阪 市 北 区 堂 町 中 2- 37- 3

東 洋 陶 i % 附 大 阪 営 業 所 双星社 竹 j際 建 築 事 務 所
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福
勝永

大阪市南l叉l唄鹿町通4- 61 電@ 5189

柄 永 建 築 設 計 事 務 所 長 ・

薫 村 事l牧

大阪市東区横堀2- 70 電 @5035- 9  

株 式 会 社 関 組 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

福 山 井 彦忠

:..1.>. 

，ロ

大 阪 市 北 区 神 山 町 26 宮国ピ J レ

栄 進 鋼 業 株 式 会 社

福 頼 圭

大 阪 市 西 灰 西 長 掘 南 iill l - 5

株 式 会 社 新 興m材 工 業 所 代 表 取 締 役

藤 井 徳

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 16 大江ピル

新晃工業株式会社取締役社長

as 手E
ｾ＠

松

大阪市北区高垣町80 電@ 0178 ・4161

耐酸化学工業株式会社取締役社長
首C

L  

蔵 松
宮

口村 雄

株 式 会 社 松 村 キE

義 松 本 芳太 』郎

大 阪 市 東 区 今 橋 2 ー 16

株 式 会 社 松 室 電 機 商 庖

藤 町 信 治木 正

大 阪 市 東 区 両 替 町 1 ー 1 7  

株 式 会 社 藤 木 工 務j苫 取 締 役 社 長

藤 本 憲

大 阪 市 北 区 梅 田 2 第 1 生命ピノレ

小野間セメン ト株 式 会 社 大 阪 支 応

藤 本 庄 之

大 阪 市 城 東 氏 西 田 島 野 6- 43

株 式 会 社 工 盛 社

宝 来

田

伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

東 洋 リノリューム株式 会 社

，

抽

出
国 刺 道

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 34 

株式会社安井建築設計事務所
.  -

助 南 吉 r -長

大 阪 市 南 区 l順 慶 町 通 1- 44

斉久ヱ業株式会社大阪支応長

佐 市 晴

大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 75 

株 式 会 社 大 林 組

郎 保向 井

前 里子

伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

東 洋 リノリ ュ ー ム 株 式 会 社

慶 太

大 阪 市 北 灰 堂 島 上 2 ー 1 1  

株式会社 あ め り か 尿

n 宅 戸 F京市打 11 ¥翠ケ丘 11汀 166

as 幸 作キサ 井

布 施 市 横 沼 町 1 - 4  6  

数 烏 金 物 株 式 会 社



謹賀 新 年昭 和 35 年 元 旦 ( 50音)1頁)

キサ 石 秋
士

ロ 中

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 3- 20

浪速合板株式会社代表取締役

山 茂

大阪市東区高麗楠詰町 ＵＴ ｾ ｀ｬｏ ＴＷＳ ・ ＴＹＳＶ

栄 輿 建 築 物t 式 会 社

.. キサ 上 fts 雄

ｾ ，＠

J  

大 阪 市 .北 区 芝 田 町 3 5  

浅野スレー ト株式会社取締役支倍長

山 本 武

大 阪 ・ 四 ツ 橋

株式会社 山 本 建 材 社

キサ 上 自H 男

大 阪 市 浪 速 区 北 日 東 町 145

サジ エス石膏株式会社 大阪営業所長

室 山 7.1< 谷

株 式 会 社 室 谷 商 后

i¥ 十 健島

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

自 宅 西 宮 市 甲 子 園 2 - 2  4  

山 本 末

大 阪 府 松 原 市 丹 南 町 635 ー 1

株 式 会 社 大 末 組 社 長

山 博本

大 阪 市 北 区 中 之 島 3- 3

朝 陽 電 気 株 式 会 社

山 本 保

大 阪 市 西 区 北 境 川 町 1 - 54 

山本鉄工株式会社代表取締役

山 口 吾 fts 

不 二 建 設 株 式 会 社 社 長

自 宅 豊 中 市 栄 通 2 - 5  

-.  

柳 夫奨田 巴

、，、

大阪生コンクリー ト株式会社

株式会社 矢橋大理石商庖 大阪出強所

大阪市東区高麗橋 2 丁 目野村ビ、ル

山 田 支 ;欠

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1- 7

山 田 工 業 株 式 会 社

山

山

本

株 式 会 社 銭

本

義 樹

田

尾

ぬ 主且

龍 太 fts 

株式会社 ヤマ ト屯気商会社長

自宅大阪市住吉区帝塚山西 4 - 21

士

ロ 武信

大 阪 府 大 東 市 三 箇 1 1  4 0  

鷲 健

大阪大学工学部構築工学教室
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社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 ・ 会 則 説 明 ・ 入 会 案 内

支 部 所 在 地

h東 海 名古屋市中区大池町 4ノ3

京 都 京都市中京区事p小路柳馬場

兵 庫 事ｾ戸市生田区下山手通 Ｕ

和 敬 山 和 歌 山 市 四 務 了 4

中 国 広 島 市 鉄 砲 町

九 州 徳 岡 市 渡 辺 通 6

ｾ知建築士会内

京 都 建 設 会 館 内

兵成建設業協会内

ぬ村正E築i j I f 6所内

背盛建材株式会社内

福 岡 建 設 会 館 内

中国連絡事 fii 所

u J l X 市向市場町1207 山崩技術振興会内

本会は. m築界の綜合団体としての特質を有し . Ｇ￬ｾｬ｣ 建築界の横の迎

絡と調整を図り ， 会員の技術向上. m築界の進歩発達のため. m策の実

際面Icill 点をおいて不断の活動を続けております。

1. 会 の 沿 革

大正 6 年，故片岡安工学博士主唱の下 IC，関西におけ

る建築家が集って関西建築協会を創立し，大正 8 年に日

本建築協会と改称しましたが，その後漸次発展をみて大

正15年に社団法人に改組致しました。会員も当初は建築

技術名ーのみでありましたが，その後は建築に関係のある

すべての部門のものを集めて建築界の綜合団体たる突を

具える乙ととなり，いよいよ発展への途を進んで今日 lζ

至っております。

1. 会 の 目 的

建築関係各部門の述繋協力によって建築に関する学

術，技芸，事業の進歩発達を図るとともに，建築を通じ

広く社会に貢献する乙とを目的としております。

1.  会員の種別と会貸

， 個 人 会 員

会11[ ( 年額) 入会金

1.200 100 

l ただし地方会員

正 会 員i 'c支部地域外デ

‘ 団 体 会 員 一日

960 100 

3 .000 ナシ

準 会 員 ( 学生など)
720  50 

役

総

1. 会の機構と運営

員 会 長 ( 1  :名) 副会長 ( 2 名以上) 理事 ( 16名

以上) 支部長( 若干名) 盤事 ( 2 名以上) 評議員

( 若干名)

会長，副会長，理事が民法上の理事であり，理事

は各業種部門lζ 亙って選出されております。

会 正会員で組織し，監事および評議員を選任し

収支予算，決算の承認，定款の変更その他重姿事

項を議決致します。

評議員会 評議員は各業種郎門 lζ 亙って選1 1 ' ，され，評議

員会で会長，副会長，理事を選任し，収支予算，

定款施行に必要な細則その他重要会務を議決致し

ます。

理 事 会 会長，副会長，理事，支部長で組織し，毎月

定例会議を開いて会務を執行致します。

支

部

理事会の下には，部会，委員会，事務局があって

事業の実胞に当っております。

部 会員 100 名以上尉住する地方では，支部を設

置する乙とができます。

1.  部会，委員会など

会 技術，綜合( 建設業) ，電気， Ｚ ｾ［工，建材の

5 部会があって，各業活i聞の述繋を図っておりま

す。

会勢審議会 会勢の発展，会口の鳩加に関する iJ 昭子，企

固ならびに実1胞を担任。

委 員 会

事業委員会 見学会，講演会，映画会，展示会，懇親

会などの事業の企図兵施を担任。

編集委員会 機関誌「建築と社会」の編集な らびに発

行を担任。

法規委員会 建築に関する法規の研究ならびに普及を

事 務 所 大阪市東区北浜 3 丁目 37 近級建築会館

電 話 北 浜 @ 9 6 4 S . ャ6 4 す・ 9 6 4 0

t旦任。

住宅委員会 住宅に関する研究ならびに乙れが改善lζ

ついての一般啓袋を担任。

出版委員会 建築IC関する知識の啓袋普及のため随時

出版物の刊行を担任。

災害委員会 建築に関連する災害の凋任ならびに災害

予防のl研究および普及宣伝を担任。

教育委員会 建築教育についての調査研究ならびに諮

座などの実施を担任。

建材委員会 一般建築資材の審笠をして良否を認定し

wr 界の向上発達を図る乙とに努めております。

以上のほか，特別の問屈を検討するため，必要に応じ

て特別委員会を設けます。現在「近代建築調査委員会」

が設けられております。

1. 事 業 概 要

会誌 「建築と社会」の発行

付致します。

毎月発行して会員K 無料配

建議 ， 陳情 機に応じて関係先 へ正 ｾｾ義陳似を致しま

す。建築基準法，建築士法，耐火建築促進法ilill 定など

本会の最も努力したものであります。

講 習 会 の 開 催 建築技術に関する各種誠11司会を毎年開

催致します。

講演会，説明会，座談会，展覧会などの開催怨築技術

建築材料その他建築関係の集会を随時開催致します。

競 技 設 計 工高生を対象とした競技設計を毎年夏

JlJ J休暇を利用し課題を与えて行ないます。

図 書 の 発 行 建築設備，構造，材料，その他建築lζ

関して技術の向上，知識普及のため平易な実用的図書:

を毎年刊行致します。

建 材 の 審 査 建築材料の進歩向上を図るため新材料

の審査を行ない優良品を推奨致します。

見学会，映画会の開催 新建築，古建築，建築材料製造

工場などの見学会を毎月数回行ない，また随時建築関

係の映画会を開催致します。

午餐会，懇親会の開催 定例の午餐会のほか毎年二回会

員の懇親会を催して会員の親臨懇親をI; g ] っておりま

す。

友好団体の事務受託 本会は日本建築学会近滋支部の事

務を受託しておりますので，同会との述絡にはなはだ

使であります。

1. 会 館 の 利 用

本会は，昭和31年 10月に交通至便な大阪市東区北浜 3

丁目に近級建築会館を新設致しました。会館内には，本

会ならびに上記事務受託の日本建築学会支部のほか口木

建材協会の事務所が設けられております。 また会館の一

階および地下室K は u本建材協会が， 建材の展示会場

を設けて一般の自由観覧に供しておりますので，建築関

係者のみならず大方の参考に資すると乙ろ多大なるもの

があると存じます。なお会館には談話室，集会室，会議

室などあり，会員および関係者ならびに地方在住会員の

ど来阪の節などのど使用に備えております。近世誌におけ

る91築センターとして随時ど利用下さい。

1.  入会のお申込み

申込書に入会金および会資の一部を添え，会員一名の

紹介を得てお申込み下さい。 もし紹介者のないときは‘

事務局または支部で ど斡旋申上げます。

なおー職湯』ζ 正会員 S 名以上があって，職場クルー プ

を組織するときは，会mの納入その他 IC 特典があり ま

す。詳細は事務局までど照会下さい。

ｾ＠
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株 式 会 社 桂 商

床 材 料 の 販 売 工 事 ( 責任施工〕

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

墨田ト ｾＷｅｉ
-ー 司・

( ピポ ット・ヒ ンヂ持出 し吊 り型)

( カタロ グ御入用の節は御申込下さい )

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 施 市 被 沼 町 1 丁目 4 6 番 地 電 話 布 担 任(72) 839・7713 番

東京都千代田区神田和泉町 1 / 11 包 括 東 京(866) 3051- 2 番

( 中心吊自由開型)

、ト.
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6 1 ( . / プーデロンカー

東レナイロン 絞ｾ ・ 鍛通 は ＱＰＰ Ｅ スパン

ナイロ ン糸を使用 したも ので ・摩擦に強〈

-弾力性に宮み・吸墓性が少なく

. 虫の害を全く受けません

E L-- ｾ下Ｇ
唾kロι 、ョz

F 限 1 園

このほか価格低廉な 100% レー ヨンによる

東レカーベット も好評を博しております

• 斎戎聾毛

大阪巾，t l "*是町 1，1. ; ピル 150号 }

電 ( 44) 2736- 9  

d 会、

=  
商Ｑｾ 売 元Ｈ 株 Ｉ 泉東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

雪 ・

Ｎ Ｍ ｾ＠

一

18担Z拝Jトライド|

耐火・断熱・軽量骨材
-・・・・・・・・・・・・・圃-

J ぐー ラ イ ト は 真 珠 岩 を 急 速 に 加 然 、 1I彰

1I 長 せ し め た も の で 主 成 分 は 61清まであり

小 さ な 真空 状 の ガ ラ ス 質 の 巣 の !l:ーりで

形 成 さ れ て 照 り ま す 。

ノぐーライト は手1"，止に l降 〈 耐 火 的 で あ る

の で プ ラ ス タ ー に 混 じ 耐 火 、 断 熱 Ifl ，;!'

f士」ニに 又 、 コ ンク リ ー ト と し て は 砂の

イそりに ｦ 史 っ て凶 ｦ 予 ａ 、車王 ｬｾＺ コンクリー ト

と し て 使 I刊 さ れ ま す 。

4寺 ，t生

軽 い セメントモルタノレのＥ 以 下 ＨＺ ｏＡ Ｏ ｩ 比取 Ｐ Ｎ ＰＴＭＰＮＲ 口、砂の市 Ｑｩｴ の ￨Ｍｻ ｯＭｾＩ
耐 火 性 が 大 で あ る セ メ ン ト モ ル タ ル の 4 伐 の 効 力 が あ る ( 綜 融 温 度 1000: C以 上 )

断熱効果が大可ユある セ メ ン ト モ ル タ ル の 21/' ; 以 上 ( 伝 熱 係 数 λ = 0. 03- 0 .05k回 1/ mh'C l  ・ ー

亀 裂 予 防 に な る 殆 ん ど [ (1裂 が出 な い
か、 ー フ イ 卜 を f吏 用 し た 国 連 ピ ル )

遮 音 吸 音 効 果 が 大 セ メ ン トモ ル タ ル の 2 倍 以 上

施 工 が 容 易 で あ る 他 の 軽Zt 骨 材 に 比 し 施工 が 存 易 で あ る

化 学 成 分 5 iO，= 75. 5、A h O，= 15. 3、 F e2U， = O.9 C a O = 0 .12、 ! <' 0= 4

有 機 不 純 物 何I党分左手 〈、 μ J !l 11以イ了するも変 1'[ し怠 ，.

用 途 の 一 例

(1 )  ｪ 限 ｦｪｦ コ ンク リー卜 ｉｉｊ 割 ｮＧｾｉＧ ［ 材

(2 )  "'1::1'¥キ料 f ( 七メン卜 ・プ ラ ス タ - 1' 1キオ)

(3 ) 保 同 断 熱 材

(4 )  irll :Jド rn

(5 ) 泌 過 UJ I 材

出 0 = 3 .5 三 パ ラ、イ 卜 セ メ ン ト モ ル タ ル

三 宮悶合 そ の 他 ・パ ラ イ ト プ ラ

三 ス タ ー の 配 合 説明 容 贈 呈

ネ土

日 本紙 ( 2 4 ) 4 10 1- 9 ・2 3 71- - 9

土 イ':lj :: 躍I! ( 4 4 )  3  7  3  1  .  3  7  5  1  

日 本 紙 ( 2 4 ). 4 10 1 - 9 ・23 7 1- 5  

笹 μ ( 5 4 ) 3  1  7  1  - 5  

中 局 ( 4 ) 9  3  3  6  - 9  

A

Z

 

式キ朱業

東 京 都 中 央 灰 白 木 杭 : : 1 I IWf 2 の l

大 阪 市 北 l天 '1' 之 .1;. ，' ， 3 の 5

東 京 都 中 央 区 白 木 総 主 IlI f 2 の l

名 古 屋 市 中 村 氏 広 小 路 刑 通 2 の 2 6

有 ｉｾ ｾｊ＠ TI1 フ 〈 やl' 開r 3  9  

鉱属金井

本ｾ

大 阪 支 庖

東 京 営 業 所

名 古 屋 営 業所

福 岡 営 業 所

一一
一

⑥ 
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昭 和 3 5 年 1 月 25 日 発 行

発 行 所 社 団 法 人 日 本 長l! 築凶会
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京 都 郵 政 共 済 会 館 ( 洛 翠 荘)

位 計 大 阪 郵 政 局 建 築 部

所 在 地 京 都 市 左 京 区 南 抑苛 干'l1i I Di! 町

敷 地 而 制 約 5，9 0  0  m"  

ｾ策 ｲｲ ｩ￭ ｬｬｩ 4  9  5. 7  2  m"  

延 I町 W 1， 1  0  3. 7  6  m"  

併記i 線 技 地階 付 木造 Ｒ 階ｾ瓦ま ｦ ， 一部 盟、 ＱＧ Ｈ 浩

および鉄筋コンクリ ー ト治

峻工 ｉｾ 3  4  {ド 1 0 月 7 日

路 工 株 式 会 社 藤 木 工 務 庖

昭 和 3 4 年 中 IC 綾 工 し た 新 処 築
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大 日 本 塗 料 株 式 会 社

股 針 渡 部 建 築 股 計 事 務 所

所 在 地 大阪市此花区西野下之町 38 11'1 地

敷 地 面 前 6. 4  6  O.  1  6  J;y. 

建 築 面 積 1  8  4. 6  0 坪

延 而 磁 6  1  o. 3  3 坪

情 造 規 模 鉄 筋 コ ン ク り ー ト 造 4 防止II

竣 工 昭 和 3 4 年 9 月 末 日

施 工 株 式 会 社 戸 田 組

/  

昭 和 3 4 年 中 IC 竣 工 し た 新 旭 築

15 
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大 阪 市長 公 館

ず ー

股 計 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

所 在 地 大 阪 jli 相1 iる 区 網 込 町 3 5  

lJl( 地 面 積 8.  3  0  9.  8  9  m"  

主l! 策 面 磁 8  5  3.  2 7 m"  

延 而 W 1. 8  6  1. 2 8 m"  

榊& 品11史 鉄筋 コンク リ ー ト ｾ陸区 牒 ｪ 也上

2 階 . J也下 l 階，ｬｾ 屋 付

唆 ユ二日 1  9 5  9 年 1 0  Jj 

施 工 株 式 会 社 大 林 組

昭 和 3 4 年 '1' IC 竣 工 し た 新 j . J ! 築

16 
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均ルー

日 名 古 屋 ぷヨミ入 飽

-、 監 理 日 建 段 計 工 務 株 式 会 社

役 計 徐 式 会 社 竹 中 工 務 底

、. 所 在 地 名 古 屋 市 中 村 区 別 内 町 4 の 1

政 I由 而 積 1. 6  7  6. 5  1  0  p!' 

I J ! 策而 flt 1. 4  6  O. 6  4  8  ff-

延 而 m 1  3， 1  9  7.  4  7  9 坪

構 造 規 模 S R C  地下 2 階 地 上10ll!' i 市郎 H 寺

竣 工 日 昭 事1 3  4  11' 7  Jl 1  3 日

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

昭 和 3 4 年 中 IC 竣 工 し た 祈 主s 築

17 



t臣 路 民 衆 駅

設 計 安 井 建 築 股 計 事 務 所

所 在 地 !1m 路 釈 前

敷地而f I l 約 5，0 0  0  m
2  

建 築 面 fIl 2， 3 5 5 m
2  

延 而 m 1  2， 5  1 2 m
2  

続 逃 規 筏 地下 I 階 地上 3 防 1 部6 階建

鉄筋 コンクリ ー ト泌

竣 工 n 附 和 3 4 年 1 0 月 末 日

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

s[{ :ff l  3  Ｔ 年 中 ｉ ｃ 竣工した新主 ｾ 築

18 
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八 幡 化 学 工 業 株 式 会 社 ・八 幡 高 炉 セ メ ン ト 工 場

施 工

段 計 目 建 位 計 工 務 株 式 会 社

所 在 地 問 附 県 小 倉 市 阪 照 '1: 中 JI"" j出先

敷地而f I l 1  6 5， 0  0  0  m
2  

ｾ築 ｉ 而 ｭ 1  0， 9  8 3 m
2  

内 沢

セメント工磁( 鉄'1'1，"") 8，45Om
2

延9，850 m
2

事務所およ び休恕所 3 制[ ( 軽iit鉄骨造 )

1，665m
2

延 1， 665m
2  

研究設 (4i 主n: 2 !J1[ ( 鉄筋 コンクリ ー ト治〕

868m
2

延 868m
2

工 1' ， 物 l 式

延 而 W 1  2， 3  8 3 m
2  

竣 工 日 lI [l  ;[J， 3  4  ijo 5 月 1 0  n  

株 式 会 社 奥 村 組

ｨｙ ｾ＠ )) 11 規 模

イＩセメント工場Ｈ原料 ， 粉 仲， 拠 品 ｾＧ｜ＨＩ

8，45Om"  

鉄骨邑平家主 ｾ 一部 Ｒ Ｑ 桝
延 9，850m“

ロ) 市務所および休i I D 所 3 i'1! 

1， 665m
2  

事 ｾｲＮＱ鉄 ｦ ｲ Ｍ￬ ｪＧｩ 平家ｾ 延 1，665m2

ハＩ 研究設備 ｾ 家Ｈ研究所および試験主Ｉ 2  i'I! 

86811日立

鉄筋 コンクリート ｪＺｾＧ ｲＭＺ ＺＱＨ 処延 868m2  

ニ〉エ 造 物

セメン トサイロ 2 法

鉄筋 コン タ

H = 21 m lH 3，6 m 
リート 治

ロングキ J レン 1 法(150m) "  

スラリ ータンク 4  Jr. 

H = 17m ff. 4，Om 

スラリ ーベーヂン グ 1  J品

H = 6 m 筏25，O m

エントツ 1  J正

H = ω m 

IIfl '" 3  1  {j' '1' ， ι 竣 ｊ ・した析ｾ司 Ｕ

ｴ ｾ＠

-J  

L  

r -





天 橋 立 成 相 公 園

十「
2

N

j

j

m

v

r

 

ｒｾｓｔ＠ ｈｏｕｓｾ＠

G  
ふ θ 1

J  

/  

--------〆

YL乙Ll



二宮

.‘ 」

'、

所 夜 地 大阪iIi 天王寺区都ケ崎町 50 1存地

!駅地面W 1  6 5， 0  0  0 平方米

ｾ築商 ｗ 4， 3 2  1. 9  8 平方米

延 而 杭 1  9， 6  0  1  ' f - 方米

相 ｾｴ ｪｾ Ｇｩ 規模 鉄筋 コン ク リート 造 ，地下 2 階，

地上3wi ( 6 階ij! 予定の 内)

:拝 堂 鉄 骨，鉄筋 コンクリ ー トJ 3

ｴ ｾ さ扶棚上端 迄 1 3. 7  m 

五1: 7，"5  3  O. 5  m 

地下 2 階床 上迄 ー 7. 5  m 

仕上 外紫 色モルタル吹H，玄関姐り

11: 尚石貼り

内談 特Hi. l告t. i 'ii のほかは総て川、

リノ タイル貼 り，版モルタ

ルペ ンキ ヌリ ! 笠プラスタ

ー，天井吸音 テックス 。

子i相当，W，人研仕上-1l I 1(.-;

噂床 ，内壁全面タイル，出

入口 ｲｬｾ［ｾ ｉ ｉｍ 閉 エ ア ー プレ ー

キf.t き

竣 工 11 IIH 羽1 3  4  1ド 1 1 刀 9 11  

問 調I 3  4  '1' 中 IC 竣 工 し た 有1 ｾ＠ ｾ 匹

大 阪 赤 十 字 病 院 本 舘

段 針 ( 株) 横 河 工 務 所

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

21 
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大 阪 府 立 放 射 線 中 央 研 究 所

設 計 財 団 法 人 建 築 研 究 協 会

監 理 大 阪 府 営 繕 課 ，司

所 在 地 大 阪 府 堺 市 新 家 i町 7 0 3 の 1

敷 地 面 秘 4 6，1 4 3 '1' 方米

構 造 鋭 校

本 町f 鉄筋 コン クリ ート Ｚￌｾ 3 階主II

ffl 策 面 W 1，135. 127'1'1j 米

延 床 面 積 2，785.71 ヰプJ 米

外装コンク リー ト打般し ， ゴーレック

ス 11)，: 付 ， アルミサ γ シ A T式

別 館 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 泊 三lえ家 ffl

ffl 策 面 w ω3. 3日三方米

外 装 コンクリート 打政1. . . ， ゴーレック

ス 吹.jt ， スチールサ" 7 シ

守 衛 所 ffl 策 I固 有1 117.723平方米

外装コンク リート 打主主1. . . ， ゴーレック

'

m

t

t

m
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水

煙

給

施 工 株 式 会 批 間 帝畠 昭 和 3 4  ｦｾ 中 ｉ ｃ 竣工 し た新 ｦｦｬ ｾ桂
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ニッカワヰ ス キー株 式 会 社 西 宮 工 場

設 計 日 建 股 計 工 務 株 式 会 社

所 雀 地 西宮市 ｾｉｴ 門飯田町 ＲＴ の Ｑ 'lI' i 地

建 築 商 W 2， 6  4  8.  7  5  m 
2  

延 函 fll 4， 5  6  1. 9 1 m
2  

締 法 規 校 工 J品 本 館 鉄 筋 コンク リート 逃2階述

耶 務 所 鉄 筋 コ ンクリート Jr12附j J !

工只休恕場その他

唆 工 日 昭 和 3 4 年 1 0 月 2 8 日

施 工 株 式 会 社 銭 高 組

昭 和 3 4 年 中 IC 唆 ユ ょ し た すi j J ! 築

23 



枚 方 カ ン リ ク ラ ブ ハ ク ス
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設 計 施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

所 在 地 大 阪 府 枚 方 ili R  Jt; 

I股 j 也市 w コ' ル 7 .uJ : *'') 3  2 万 坪

J J ! 寝而政 1. 2 4 1. 8 平 Jj 米

延而J . . ' l 1. 9  7  4. 5 ドJj 米

構 造 規 棋 鉄筋コンク リート J Fl ，地下 1陪

j也 u 防止.I!

竣 J : 11 III{ T11 3  4 年 8 JI 3  1  IJ 

昭 和 3 Ｔ 年 中に 竣工 した 新主 ｾ 策

，てよ

ー‘

-
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4  

昭 和 3 4 年 中 11 : 竣 工 し た 新 主 主 祭

大 和 郡 山 郵 便 局 同 舎

段 計 大 阪 郵 政 局 建 築 部

所 在 地 奈 良 県 大 和 郡 山 Tli 現 町 38 -l1' I j也

敷 地 面 狐 4  6  7. 2  7 坪

建 築 面 総 1  9  5. 6  4 野

延 面 積 3  5  4. 0  0 坪

地 治 規 模 本町 ｉ 鉄筋 コンクリート 治 Ｒ 附ｾ

附属Ｑ｛鉄筋 コンクりート ［ￌ ｦｾ 1  fiJ! 

竣 工 口 ｉｾｬ 和 Ｓ 4 年 1 1  n  2  5 日

施 工 株 式 会 社 j美 ;s 組

25 



高 田 機 工 株 式 会 社 事 務 所

段 針 日 建 股 計 工 務 株 式 会 社

所 在 地 大阪市内成区flt 守町西 6 丁 [ 11暑地

敷 地 面 積 1  3. 0  2  5.  8  1 8 m
2  

ｾｈ 拒面積 4  9  O. 8 5 0  m
2  

延 部 被 1.  1  5  7.  3  9 3 m
2  

構 造 規 模 2M置 鉄 筋 コン ク リート中 !'li l/L打

制i珂l 鉄筋 コンクリ- f .  P . S . lit 

叫!川

地上 3 陥 l止ふ:i:'Ai/. U 3. 330 m

竣 工 日 l悩 有 I 3  4 年 3 }j 3  0 日

施 工 不 動 建 設 株 式 会 社

26 

一一一一一一一一←ー ・ ' M 斗

ITH :R1 3 4 年 中 IC 竣 工 し た 祈 主II 無

.  
F  

‘  .  

.  
“'  d  



t 、
， 

.  
『

d  

E ず

-、

F  .  

天 4膏
. . . L.  

. l l  成 相

股 肘

施 工

施 主

所 在 地

処 築 I国税

竣 工

公

京

藤

圏 RE S T  HOUS E  

大 増 田 研 究 室

山 工 務 庖

( 住所 京 郎 l仔 蛇 山〕

丹 後 海 陸 交 通 株 式 会 社

天 編 立 成

1  2  2， 5  m
2  

昭 和 3 4 年 4 月

荘l 公 闘 内

' 段 計 者 の 」 と ｉ ｾ Ｇ＠ 京 大 増 田 研 究 室

もn !tTll の北 ， 'g i lt湾の対岸 IC天橋立を股のぞきする日台が ある 。 成相山の中腹

傘松である。そ 己か らパスで約 8 分， 山中IC沼国二十八品の札所成相寺があ る。

境内は鯵蒼 とした杉， 桧の木立 IC桜われ， シーズン '1"1主観光客が三 々五 戯々mを

楽 しんでいる 。

R est House は， L の境内を 自然公凶化し ようとい う針聞の一端 として生れ

た。公園計画は ;;c大巡回学教室 IC，J l ! 物は当研究室 IC依頼された。

はじめて現地を訪れたのは31年の暮， 全山新宮 IC慣われた頃であった。敷地の

決定は狸年 IC持蝕され， 設計はさらに裂々 ｾｬＺ のＧＱｦＱｃ完了した。その 間 約 Ｑ Ｑ ＱＺ 半 ，

随分賀沢な設計期1111であった。工事はi J J上の ζ とでもあり ， 父 i且の ul! もi岱< ， 乙

れも帯H 年かかって34年 4 月やっと竣工した。

施主側は終始1主計者の意図をくまれ， 施工者は然心 Ic J l ) : 計者の注火 IC応 じられ

た。ま 乙と IC喜び ICたえない。 (室谷)

27 
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献 立 表

ある会合の献立表の下見をしていて ， なんとなくｾ築

の仕上表を思い浮べた。共通したところがあるからだろ

う。安会料理や Ｏ ｾ ｊ 刷、旅館の献立 表をみると ， なかなかのご

馳走のようにみえる 。と乙ろがうl 物は例条占には偽りな

いが全くいただけないのを前々経験する 。乙んな献立表

は内容はとにかく ，見え掛りはーiJ'I(料 " らのものと大先な

い。むしろ内容衣¥I 'J: なほど主主り沢山かもうJI れない。大体

少ない予算で献立表のツラだけ上等にしようとするのは

心掛けがよくな O>o いづれは村料の鮮& が孫ち ，水 っぽ

い ｬ 床｛ｾーとなるか ， あげ ｬ 応になるのがおちである 。 その ｬ 立

なら，が Ｑ 段札 ｉｴｾ 、に子近な材料の，｛ ， から ｪ あのよいのをＮ￬Ｚｩ｝ん

でお心乙めた調加をして ，1i 質的にうまいものを山して

もらう方がありがたし〉。

もｾいなれない行沢な村料を ー 卜 ｔ な ｬ 沫卜 ｩ けで殺してしま

ったり ，組みイ守せ K なんのL メともなく !日l じようなものを

並べて食欲をfl J i さないのなど，五112誌のイi ょにもと /n/t.主と

いうのがある 。 (Y T)  

夢

j暦年上の20世紀60'<1: という年は， Ｍ ｪｬｴ ｙ￬ＡＭの庇ｾょにと っ て

も，また記念すべきマイノレスト ーンを打ち建てる年にな

るであろう 。アメリカのジャ ーナリス ト，エドガ ースノ

ーは「核世界と| 立界絶滅ーとの共通の幽霊が米ソを仰や

かし平和的共存と戦争のないf I l : Wの必要十l を認めさせて

いる 。」とい っている 。との60年代の10年は人形iのエネ

ノレギ ーは軍保l から平和注業 ICII可けられ，建設産業は! s. t ，lj、

的Iζ 発展するであろう 。

海岸線はすべて人工的 lζ 形成され，飛行場はガ1ょに ，太

洋の Ｇ ｉｾ 1ι も人工都市が造成される 。今日富士1; 山IilJ. Iζ あっ

た伐宅はゆj 口ヒマラヤ山脈の '1' 1院に ，IYJ 後 LI はパリの郊

外ICヘリコ プタ- 1(よ ってjill 搬され，完全な割以調整K

よってあらゆる危険から巡られる ζ とも nJ 能であろう 。

通信工学の発達と交通機関の令J ' 1!(!'j 配 ;il ，: によ って段早人

1mはある程位以上に部会集 '1'は必裂でなく，適当に愉りと

な環境で{ 上中 lζ 従事するととができる 。

建築も材料工学の発i主と工場生泣ょにより ，料: ，J:t ' f:.と百

以Ｚの耐火ｴｦＺを地し ， 相対的ｾ築 Ｑｾ はますますＺｬ￩ ｻｩｬｬｩ となる

であろう 。人工地盤の形成はI由民/ 14 11 .4刈ζ も次令な高11"1

ｾ築を約束してくれるであろう 。 ＨＱ s)  

本号から Ｖ 月号まで上 ｾｬ￨ の新執鍛者で ζ のｉｊｊＡｾ匹の ｼ 出」側を担当していただきます 。

舞 台 に そ っ ぽ を 向 け た 客 席

ストァクホノレムのスカンセンは，広大な品全体を野外

博物館としたもの。北欧の郷 / : 色ゆたかな以家や教会，

村の集会場などを点々 とf ! j C して ，l ( 俗や生日の風物をそ

のままに展示している 。また夫しい辺路が森やI i : をゆる

やか1 ( 縫う一大; n J ] i 公園ともな っている 。

その西方の斜 ｜ ｊｊ ｜ ｉ 乙野外 ｦｪＢＺＡｉｾＧ￬ Ｚ ｾＮｾ がある 。 ｪ 以リ長りの、 ｼλ ｉＧ ｾｊ 診

に建てられた舞台は南¥(¥i しているのだが，答日ii のベンチ

はも，¥'i!I IJ iき1( ，すなわち凶 lui して並べられているのに興味

を引かれた 。地形は11 1 : かに附んで低まり ，その先 lζ 入江

の災しい風長がみえる 。人はそれに II'J って出るから ，ｾｊｆ＠

台にはそ っぽを 111J けるととになる 。

音楽ほ聞くもの， J; 土色は凡るもの，とい ったj盟胞をな

らべる必要はない。些かな34 のきいたデヂインとも 5与え

る必要はない。ただJ ' I 然にそうなったまでの ζ とであろ

う。乙の而 ILlo>構成を，荘、はあかず眺めながら ， しばし

ただずんだ。 ( Os)

H 理 論 と 実 際H と い う 言 葉

ｾ築関係で「辺Ａ論上 ζ われるはずなのに災際は ｉＭＧｩ っ

た」とかいう 言集が，不ii:ti:lc i ! l : われる乙とがある 。

この種の; 場合l乙はつぎのあやまりが多い。

1  迎論の適用性を誤 っている

2  事実の認定が正しくない

3  論迎の不正確

申し上げるのも失礼な ，乙んな iリj らかな間進いが， 214

際には実 lζ 多く行われているのである 。たとえば! こ|しょの

論出的 ( 数学を含めて〉剥さを捌 lζ 上げて， ｽｾｉｉ ｾ 命 が ｊ 也い

と誤断したり，臼分の胞ユニ( 設:i I ' ) の必さという事尖を

以否して ，あたかも 他人の設計( } ] Uj エ) がまづいと: LUL::

する類である 。

仮定』ζ 基づいたl ' J l 論を不正/ i ( f な引実認識に当てはめる

とき ，われわれはも っと民主でなければならないと思

う。よりよき' 建築ゅのため K ! (HK)  

，:.. 、
司
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画面圃匝調E 誼圃雇置 7 年 自 の ロス ア ン ゼ ル スと ホ ノ ル ノレで

尾 崎 久 助

本号は「モニュメ γ ト特集号J にな った。 1 月号の巻頭言1(. は建築界の前年を顧りみ，

今年の展望を述べるのが科慣であるが， 特集号 Iζ は特集号らしい巻頭言もふさわしかろ

う。私は11' 1年10) J から 11) J  にかけてわずか18 1-1 1101] でハワイ，チンフラン ν スコ ，ロスアン

ゼノレスを廻 ってきた。ハワイ lζ は私のただ一人の{( IIヨがいて喜寿 も過ぎたのでそれを見舞

うのを問的とし家内も同行した。 したが って文字通りの漫遊であったわけなのだが，職業

というものは恐ろしいもので，芯識せずにやはり姑築のととを見てきている 。私は 7 年前

に同じ所へ行 ったので 7 年 同の比較ができた。いろいろ宕取した乙とはあるが，たまたま

そのうちに「モニ 1 メント J IC関連した ζ ともあるのでそれについて述べるととにする 。

さて「モニ ュメンタリテ f 一」すなわち記念十1: とでもいう ζ とだが，近年その考えは余

科 ￬ｩｾ らいできているようにみえる 。 以前には県庁舎や市庁舎 ｩζ は必ず搭やドームがつけら

れた。 乙れは威! 散を与えるとともに記念tll:というととがしら ずしらずのうちに織り込まれ

ていたと思う 。ちょ っと矢Lづいただけでもパリ ，ハンプノレグ，ナンブラ γν スコなどの市

庁舎には多分に記念性が賊されていると忠われる 。観光名所とな っているスト ックホ ノレム

のν テ ィーホールは湖畔の先捕に立ってス トックホノレムに第一等の美観を与え ， ｩｊｬＺＮｾ たをつ

くした内部もまた観光客κ 十分の満足を与える 。記念性といっても ，誰 をあるいは何を記

念するというととでなくても ，たとえばあるr ! i にふさわ しい内外観をもち ，長く存i丘され

る意図をも って建てられた市庁舎 なり公会: hl : のごときもの は記念性をもつものと考えてよ

いと思う 。停車場などK もしばしば記念十1:をもっ。

私は記念tl lーというととは近年約ーらいできているとい った。戦後建てられた市役所や公会

常を戦前のと較べればわかる 。とれはそれらの雄物が克右対称で 中央 iζ 港かド ームをもっ

j戒厳のあるものでなく，むしろ J I"- 対称で燃やド ームは! ! ! i いか有 っても 中央 lζ 無くて ，パラ

ンスで全体を支えていて民衆の親しみやすい表 f.Jl ICJ ぶっている 。乙れを私は 記念性の荷i刈

といったのだが，あるいは記念fサの表現の変化ともいえる 。現に建物と離れたと乙ろに単

独に塔を建てているのが戦後の市役所処築l ζ 2 ， 3 ある 。

7 年目 lζ ロスアンゼルスへい ってみたら ν テ f ーホー ノレを 中心にして答苦笑本音11，r.r. i生局，

l占判所などの大建物が新築されていて広大な ν グ f ックセン ターができていた。中fキ別記念

的のテ. ダインでできているのではないが， ν グ f ツクセシタ ーはそれ自身が記念併をも

ち，そ ζ l ζ 建てられる建物も大体記念的に考えられるのが従来の例であ った。 ロスアンゼ

ノレスの ν テ ィーホーノレはノj、肩いと乙ろ κ あるスカイスクレ ーパーで多分 lζ 織式的のグテ ィ

ーノレから l点っているが，新たにできたD ¥物は全くモダンな実用的の表i見のものだ。Tli lf は

その前前 lζ 地上 2 附建C ! nt 論地下 もある) のjムノ¥なガレ ージを附 j再させている 。その商ij は日

ロ ス ア ン ゼ ル ス の シ テ ィ ホ ー ル と そ の 周 辺

、
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トノレトクキョクと呼ばれる日本人街であるが，市25のためにだいぶ立退かされた。 さらに

¥) 退かされはせぬかとおそれられている 。当初からの計jlhj によるのでないらしくて ，建物

の両 ｃｉｾＺ その他美しい ν グィ ッ クセンタ ー を作 っ ているとはいい知 ｉ ，ｾ ) が，それでも r(t1c必姿

κ よ っ て乙れらの新築を行な っ たのではなく ， やはり記念 ｴＧｬ ーが ｬｩｊ ｪｽ ｬ￬ｾ のど乙か κ 働いての ν

グ ィッ クセンタ 一造りといえようと思われるがどうか。j! 1イ|てできたすば らしい幾本かのフ

リークェ ーは乙の近くで集散している 。

つぎに荘、は ホノノレノレの 墓地の訴をしよう 。 ホノノレノレを ー l咋の干にみおろす丘の上K

Nat ional  Memor i al  Cemet er y という 一区制がある 。これは今次大戦の犠牲 Rの法地で

あるとの乙と 。 とζ ろが乙乙 lζ は地上 IC ｜ＱＺ つ ￰ｾ 品Ｇ｜Ａは全然ｊＡＡ ｴ く ， 縦品語句 ［ｭｊｾ 討に地表すれすれ

J:¥nめられた 4 刈のふが墓碑である 。 地表K は z が張りつめられである スlζ ‘ ! f t %たる x

だ 乙れは 7 年前 IC見たのだが，今l口| は民間の一般基地でやはり ζ の通りなのを見た ζ  

れこそ記念性の表現の変還だ。

記念十| ーそのものが育定されんとしているのではなくて，業々しい表 }}Lから l ( 衆的な平| り!

な表現へ移行しているのだとみる ζ とができる 。

ロスアンゼノレスやすンプラン ν スコの Ｑ ＮＱ ｩ は今主 ｬｕｏ Ｇｦｾり ｬ 術を Ｑ j なっている 。 ζ れはカ

リフ ォノレニヤ州ゴム E ュニテ ィー jJj: IJ f J 発法を適川してや っているので ，スラムのl徐iミ11. フ

リークエ ーの建設など目ざましいものがある 。 これらについてはまた目 IJ の機会に述べたい

と思う 。いくらかコジツケのようでもあるが，紋近の見Il r J のー端を述べて「モニ 1 メ Y ト特

集号」の巻頭言とする 。 ( 市百本会会長 ・11処ムd ｉＺ ｾ ｋＮｋ Ｎ ｬｲ ，締役会長 ・ ＱＺ 博Ｉ

ホノルルの墓地 ・所々 IC/ Eが供えられているのが見える 。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111U11111111川1111111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111刊'"

モ ニ ユ メ ン 卜 に 関 係 あ る 辿 築 写 真 文 と 写 兵 : 勅使 河 原 宏 p

N O. 1  サ グ ラ タ フ ァ ミ リ ア 教 会 正 面 ( パル セ ロ ー ナ 〉

ガ ウ デ ィが半生をカ、 けて耳E 組 ん だ 作 品 だ がi撃に未完成のま s

亡くな った 。

尖塔に輝く金色のオブジェはパルセ ローナ 全市 を脚脱し、無

気味に 圧しでいる 。

全体カ、らにじみ出す活気は 人を捉 え で は な さ な い 。 この化物

は僕が幾日カ、海影 に通 った際、 同 じ表情を している目が無カ、

った。

.-
‘  .  
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N O. 2  

サ グ ラ ダ フ ァ ミ リ ア

教 会 の 尖 塔

金 色 の タ イ ル モ ザ イ ク の

中 に 黒 い 点 や 赤 が ま じ っ

て い る 。 大胞にして械工事、

フ ォ ル ム は 復 維 で 強 い 。
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日

よりも 拙泌をとる ζ ととした。その体系化は火めて後 1:1

を則する次第である 。 ( 1111羽|ニー1'-'千年} L; 11. iな沢 Jcl)

消
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査調

ｾ ｈ であ っ たか ， さる著名な人の旬に ￭ｽ ｬ［ ｕ や ｼ リ ｊ 治 は法

くなりにけり」とあ った。IYJ 治という |時代も，いつのま

にか歴火研究の領域 IL入ってしま った，といまさら 気が

ついてみると ，すでに多くの史料が失われている し， J.J L  

にまた目の前で失われつつある 。特 I cm築物は現笑生日

のための端的な存在なるがゆえに，たださえ変転が著し

い上 lζ ，火災，五三災 ，li災災等lι よって大日のものが忽然

として姿を消してしま った。 i 今ノ時ニ 当リテ ，:J ノ失

ヲ求ム ノレ ナクパ ，イマダ幾年ヲ経ズν テ， ソノヨ ノレベ キ

ト コ ロ減ピナ γ トス 」と 一一 あえて古 ｾｍｩ 己の 序文の七 ｊ 調

をかりて一一いうわけである 。

もっとも如上近代建築の研究ないし調査にはすでに先

述があ る。それら先達に対 して私共は乙 ζ l ζ 夏めて絶大

な敬也、を表さねばならぬ。ただし いままでの多くは来京

rl' ，心であ ったり，ある いは資料の総花的縦列であ ったり

した。ここに本委員会のむ図するとこ ろは ，いままで と

かく手うすだ った近散地方を中心とし ，かっそれぞれの

| 時代の象徴たるに足るものを選択するにある 。そのj点以

は本号から乙れを発表することとしたが，差当り調査の

できたものから逐次報告する予定である 。いわゆる巧巡

築建代近

ー、



泉 観布

近 代 建 築 調 査 委 員 会 報 告 1  

所 在 大 阪 市 It i o<: 川崎 1111 一 帯 地

Ｈｬ ｮ［ｾｩ 幣Ｉ .. j 内 ，現桜之' ; ' : ¥公会堂内 )

ユ JOI 起工 I則的31
1' 2fJ

竣J : 1，11 411' 2JJ ¥l 8711
1' 4Jl 4U)  

エ j ¥， 11，366川 1174 fUL i 付属合を含む

投計r . - ウ オー トルス (T .] .  W at ers.) 

筋 工 丹 治幣' / ; 1 'Fr 綿 ti J u'( 併

構 zt 鋭 校 桁行24. 5m(81;': ) ，ｾ粧 ｕＲ Ｐ ＮＳ ｭ Ｈ ＶＷ

)<)， mr 入 門桁 j i  3. 03m( 10パ) ，

｛ ，［ｊ ｾｪＭｪ ＵＮ＠ 45m (18)< ) ，械 叩14.6m

(48r<) ， 2 間帯i.I! - 市SJ 也F宅

始 時事ｾ 825m"  (250坪7分4h¥)

仕上概要 外 創りイ ｩｴ ｌ 主体 制 ｕｌｾ Ｎ 小 川副 ｬ

本 泊 ，有i小k{ ，ｈ ｩＷｆ ＮＭｦＮＺ ｪ ［ ｬ ｩ Ｎ 凶 ｩＱ Ｚ Ｎ［ｪｾ

J dL 魁附夫 J I'， 化何 本fH

.  .  

ごJ 、

' 口
革

} 型応 4 1
1-' ， 泊 J郎が大I '"IC白 か れ る 乙 と か ， ほ

lま決定していたので ， 1: . のぬ幣' / ; 1，す な わ ち 後 ・4

の ｾｬｭιｊ を大阪Ｑｃ，ｩＱｩｩＱするよう ，坤 川崎が［ｪｦ［めら

1:: 関 造 幣 ) .. jの 既 鋭 IYJ 治13年 版 れた 。 決印税は ， ζ の泊ｾｦｉ， ｊ の応接所と し て ｺ 没

立 さ れ た 。 英人 ウオ ート ルスは ， ［ ｴ￭ 幣 ｽ ＮＮｪ ｾｊｌ と

f，;J時 ICI { { かれ ，全) .. j 合のえ'i.! 11 C 刈った 。

ｪｫ イ ＱＱ 観は ， 天日や虫肢の副』 ‘ Ｚｾが ｹ かったため

か ，IYJ if122年 ， ':;(1勾省 Ict事l ' 1され ，1五大，1: 6  il' 

大 阪 市 IC払 下 げ ら れ ， Ｎｬｴ ｬ ，， ｾｈ ￞Ｚ学校の校合の

一 部 と し て 使 HJ ，附 自12011' ，二 位 の 笠 鴨 で ，./y 

ifjj 一 部 がIl H却した 。 jd] 3111 桜2. . ' : ; '; 公会 'i ;t 五1則と

ともに . ，ｲＮＺｾＺＺｘＮ化 ＱＱＮ｛ の指定をＺＮ＼Ｚけた 。

全
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業 式 祝 詞

IYJ治4 年 2 JJ 151 1  08711
1' 4 )1 4  11) ;;'j'il'f )  .. j  

Il I J i ' ! の式典 が極めて峨大に行われた。 先 ず 三条

右 大 山 の 告 文 で は キ ン ド ル 氏 と ， ウオ ート ルス

氏の ｪ ，ｾＩｊをＩＩ説｛｟Ｂ I'J ;I ζ キンドルの祝. i ii Jではそ

の 約 下 数 を ， ウオ ート ルスの功軌を弥. l f 1 するの

IC可てている 。今 その部分を己I : . lcl ¥l げる 。

x一 口 容 あ り て l司五此の! f ( 大のや

t詰

を 委 任 せ し は 乃 ち 「ウオ ート ルス J 7J なり唯' 1' <

ー の i也線式のみに 依 て 此壮 大 の 築h! を起せり ，

余 が19r称 首 は そ の 機 関K 在 ら ず し て 「 ウ オー ト

ルス 」 君 の 功*J '119i (i の泊立法と) ) . び血i此 Z匹以 を

ｦ Ｙｩ保 の悶［ぷ ｉ ｃ 在なり出Ａ此幾多の悶敗 不ￚｊＮＡ も 不 Ａｉｾ

して向1此 き 策 立 の 勤 労 を 比 役 す る E は ， 市]r tNを

了 解せるｉＧｩ Ｇｋｾ ｉ Ｇ ざれば能はざるなり ，余 「 ウオ

ート ルス 」 右策 を全する Ic t'. ll JJ ) な るを 民 Ic f(

3 せ ず 云 々 。 (j;5幣)， J ω 1[' . ¥1: より ，｢ｩｾ ニミ ［ の

ママ)

.  

参 考 交 南主

1. .i(l 幣) .. j 沿 'lJ .:史 大ｊＡｾ 1  Ug  ｪＧｾ＠ '1¥'f )"j 

2  プ、 1- 1
1' 史 ｬｉ Ｚｬｦｾ Ｑ ＶＮ ｱ＠

3. 。 七t- 1f 史 "  17
1
1  

4. 八 十11 史 "  281ド

5. IYJ 治ノ、日大阪 ff .;・ ，J; λ: ，El Oq， 六 日l_i di 

6. ｪｾ 宵 ￯ｊ Ｂｪ 全凶Ｈ 2 部) (I VJif :  ，'， 閃) ;i'i'il'f) .. j 肢

7. r  ;;i 幣) .. j l C ついて」

中 村1' J之 助 IIs T117 11' 8 刀 剣!策と- 1. 1会

ＸＮ 大阪 Ｇｩ 出 ｉＯｾ 週 明 治19iド 大 阪 市 大 雌



泉 布 観

設 計 者 ウ オ ー ト ル ス

ウオー トルス( 助1越三郎氏の与JI El C よれば，

T. ] .  Wa t ers. ) は. 1則的え年治時) ，. j 創. : : l : IC際

L ， ｾ忠商ガラパ Ｈ ｇｬｯｶ･ｲ Ｉ の推ｌｉＡｉ ｉｃ より捌か

れて，没計監Pll を一任された。日'1 3 年 2 Jl . 災人

キンドル (T . W. Ki nder) が，ib幣首長とし

て泊任後.*':J Ｙ ヵＩｊその干 ｉｃｾ 設に当ったが ， ｨｩｪ

::n l ) j. 大磁' ( ，J 二本Wc 転任したので ，)I t布観の

完吠時 ICは，大阪にはいなかった。IYJi 古5 年!.t!

京銀出大火の Ｑ 長，置 ｬｬｬｩ ｴｊｬ ｛ｊｌ ＡｦｩのｾＮ没 ｉｃｾ った 。

Ｚｩ ｲｩ 幣 ｾＭＧ ｪｾ 築『時，彼は ＳＷ Ｍ ＳＸ 才で Ｎ ＩＱ 給 ｾｦｬζ

650!J1l. 首長キンドルの 1.045!J III Cは及ばなかっ

たが，他の外人組側者より . 2 - 3  (向も r: !i 紛で

. '  あった。 (!J II はメキシコ 911)

ー、

彼については ，一つのエピソードが放ってい

る。ある ｰＮ Ｇｩ Ｎ ー ｉＧｊｾＡ 貨の肉彫見本を ，加納ｪ［｛ 雄

らIC; 告らせ， ι れを英国 IC送り. bit 版を発注す

るE とICなった。と乙ろが，彼は乙の見本を見

て，その妙技 IC/8心l . . . rJ 軒の如き名工あるに

おいては ， が ｉ そＧ英国 ｩζ 発注すべきｾあらんや 。

彼 I也IC も，かf<の名工は (i せざるべし」といっ

た。mして，英国より到泊したものは組l劣JIJ を

為さなかったという乙とである 。

概 説

IJI 1. 1臣、可時の泊' l l ' f}"j! Cは. J ァ rl' ・下"!f i下人向。'f 5  

ＱｬｉＡと， 比、接所があった。 ｅ の Ａ勾応 健所は Ｎ ｉｾｪ ｩｦ［ 5  

年I!fJif ，} . ; 引により「泉イF観J のりを賜わった。

ｾ物は本浩 ， ただし外側 三 而の ｈ はｩｴｉ品 ｙｊ の

一本物で，計56本の列肢が四胞をめぐるコロニ

アル闘の構成である。 );1. 俄 ICは，本棋の事f 飾り

が付いていた。

/Tflii 6尺通りは . IJi j if; rl 'i:i i  ( ? ) 此を山して

1. 2附とも噌策されたもので . 1: : のため . mt t j

ｫ 沿う間 ｬｾＮ が広くなった 。 タイルをＡｉｉいた 間 Ｎ ｉｴ

隅の1. 2隣それぞれの開lhl の炉は，増築時のも

のである 。また，侠主1mダクトや非'iii' 階段も . 1::

の時付加された 。 なお， ｩＡ 川 ｾｦ }. -JOi 磁の fll] 立時の凶

ICよれば，自の数や，住1111寸法等が，現況と一

致しない。恐らくその後多少の設， ＱＱＧｾ 艇があっ

たのであろう。係式は当時流行の古典主凝で，

絵図 ICよれば他の洋人的と虹I似している。しか

もその偶成は当時における ，地民地上( ! を反映し

たも のと巧えられる。

明治相 ｉｭ ｬ の ｮ 以ｾ築 ， 特に外人によって ･ 没， ＱＱ

された冊イ ｩ の遺情として ， 可 ｩｾ なｾ物であるが

Il' il 時 IC. " * の伝統的千法( 例えば fllkl! 小原組〉

が見られる 。

なお . IYJ 治 4 i lo)j!{fitJ!の J ヒICガス' rU ' i 所を，没

け，張所 Iζ ガス *1 をJ ! { 1 u : した。その時のガス灯

やガス tr が，いまなお 19i々に残っている。

柄 厳

大 会 主

ガ ス 士l
ガ ス 土l

1' 1  ｾ空室
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パウハウス以来の現代建築のなかで記念、性がはじめて

問題にな ったのは，私の知る限りでは 20 年あまり 前の

P.Mayer と H.Schmi dt との巴里美街館 lζ 関する論争かと

おもう。しかしそれまでの現代建築の形成過程のなかで

は，記念、性が正面から問題になる乙とは少なく，むしろ

一般には意識して排除されてきたといえる。

記念性が排除される理由は，! $ ーに社会が変り，功用

主義や伎術とともに建築の主要な課題が変ってきたため

である。しかしほかにも芸術上の理由として，従来の石

造機式を越えるには，その石のもつ精神的な約束や象徴

から難れて，一度は裸かに なり即物性からの昇撃を計る

乙とが求められたからである。

西洋の長い伝統によって，石の機式と記念、性との聞に

は解きほぐし難い緊密な象徴関係が成立しており，日1] 種

の関係を立てるという乙とはーーその乙と自身が矛盾と

考えられるほど一一最大の困難事である。それよりも，

石とともに記念、性をも捨てるほうが明快であ り，いま振

り返ってみてもそのほうが賢明だったといえよう。日本

でも功周恩、怨を土台にして乙の種の新建築が急述lζ 普及

し，もともと弱かった記念性ある造形は一段と影をひそ

めていた。

しかし ＲＰ 年 前に私のは じめ て知った現代に おける記ｾ

性という問題が， ( それは独乙のナチズムと逆のもので

あったが) その後も国際的な流れのなかで折にふれ次々

K 登場してくるようになったのには，何かそれなりの意

味がありそうである。乙の意味や記念、性の要否をたずね

る前 IC，それでは記念性とはどういうものであるかを，

いろいろの側面から考えてみよう。

Memori al と Monument

各種の記念ｾ造物 ・ 記念品 ・ 記念行 ｊ￧ ，そのいずれを

問わず「記念するJ という乙とは，過去の何かを回偲し

または現在の感動を刻み将来のそれを望んで， しかるべ

き物や行事に精神的な意味を托する ζ とである。英語で

いう Memori ol も Monumer叶 も，その点では大まかにい

って閉じものである。

記念、の意味を物 tc 托するという乙とは，簡単な術語で

いえば象徴の一つである。記念、性は ，物そのものの性質

やその直接の表象如何にあるのでなく，それに結合する

別種の: 怠味の性質である。( だからといって，記念建築

と 築建

家 弘

を作るとき物の性賓と対決せずには象徴も成立しない。

空間をつくるとき，物と対決せずには0 l 築家は一歩も進

めないのと同じである。しかし物の性質がそのまま象徴

の性質ではない。つまらぬと乙ろで混乱 しないよう蛇足

を加えておく。)

さて，個人的な極く親しい聞での記念な ら， 何をもっ

てきても記念の意味は簡単に成立する。入学記念の万年

祭でもよい。結婚記念に日用の道具でもよし、。それらは

ある事がらの記念であるとともに，その後の良き生活へ

の期待を含むから，下手な形式的なものより心を配って

選んだ生活用具のほうがよい。しかしまた，それらの物

に文字などの記号を彫り込みたくなり，耐久性のあるも

のを選び，さらに自ら造形の手を加えた くなる。記念す

る意欲の強さにしたがって，そうなってゆくのが自然で

ある。記念的な象徴は，乙うして物そのものに意味を托

するととか ら次第K 移って，より高い造形的表現に昇華

してゆくものである。

一方，対象が広範囲になり無人称の大集団となる κ し

たがって，記念の意味が簡単には成立しがたくなる。小

さな道具ではだめK なり ，巨大さや耐久性を格別な属性

として要求するようになる。単なる Memoriol とちがう

Monument は一般にこのような属性をもつものを指し，石

碑や大きい彫像や，特殊の建物を指すのが普通である。

各種のエンサイクロペジアにそう書いてある。

たとえば「ある人物 ・時代 ・事がらを記憶し永遠なら

しめるような物，すなわち中世大寺のような優れて永久

に耐える偉大な建物，また過去の記念になるような技芸

の作品。 J (Centur y  Dict. )  ｛Ｂ国家や地方の歴史に重ｾ・

な事がら ・人物などを回恕するために作られた建築や彫

刻のすぐれた作品。 J (Harmswo附 's Encyc.) Monument 

の項の一宮容にとう出ている。しかし後者の辞=占では，さ

らに続いて「乙の語はまた，そのよう な歴史上の志、味な

しに，公共建築物 ・官庁などをも含む」とある。むかし

の Monument をながめる立場でなく， いまそれを作ろう

とする立湯から見ると，乙れら一般辞書の解説は! 日鎖や

歴史記念物のほうに傾いていてあまり役に立たない。最

後に 引用した「歴史上の怒味なしに言々 …… 」というの

が一つの手掛りになる程度である。しかしともかく，西

洋でいう Monument のJ i s ，性がほぼどんなものかは判る と

おもう。
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西洋の建築論で説かれている n己念性は，さきに述べた

通り石の級式と深く関述している。ほとんど前世紀以前

のもので，その頃は記念性がｾ築の最もＧｬｬｩＱｴー な課 題であ

ったのはもちろんである。くわしく 述べる余裕がない

が，それは人により多少の差があり，格別に古典のもつ

性質をその極とし， また一方では中世の超越的な大寺の

上にそれを見ているのが通例である。

そ乙で，現代の， かつ日 本語と しての記念性( 乙れは

訳語にはちがいないが) を， 上記のよう な石の Mo nument

のもつ性質と同じように考ーえるべきか，もっと可愛いい

物や属性のちがうものを含めてよいのか，多少疑問にな

る。しかしそれは後のととにして， 一応西洋の考えを見

るに止め，な お別の側面を考えよう。

記念性と創造的意欲

一転して，記念したいという人や社会の心理を考えよ

う。およそ次の三つの方向がある。

1  むかしをなつかしむだけのうしろ向さのもの。極

く 稀れであり，敗北者の ＪＱＧ￭ｾＱ Ｑ である。

2. むかしを記念する乙とが，同時に現在を感動的に

強め，かつ将来への発展的期待を伴 う強い心理。 前者と

おもわれるものも実際K は多く乙れであろう。

3 .  現在の感動を，あるいは自我を，何かに刻印する

乙とによって客観化し，Ｍｾひろい共通のもの にひ ろ

め，将来にまで拡大したいという心理。真の芸術家は日

々乙れを実現している。創造的な芸術家にとっ て，作品

は常に記念、E車である。またJ蚤き集めたtZを今 円のように

産業の再投資fC振り 向けえなかった時代[ 乙は ，僚主や日

奈はま派な記念建築を作りなが ら官を分散し 自我をひろ

めた。自戎といってもその結果は一門の ・一社会の ・一

時代の共通のもの lζ なりえた。

乙のように，記念しようとするな志は強い積極的なも

のであり ，創造的な精神をもっ者の心理である。 パスカ

ルは「怒りもせず愛しもしないという乙とは精神のωさ

の証拠である」といったが，感動も な く自己の爪あとを

残そうともしない人や社会乙そ弱者であろう。記念、の心

情をうしろ II:l J きのJド創造的な乙とだと考える 向きもある

ようだが，実は逆である。必; 欲的な創造的な柏村!なしに

は記念性は生ま れて乙ない。むしろそれは11与により人間

社会の生々しい生存の怠欲lζ 応じ，血な まぐさいl正設的

な力さえ示す。

乙のような砧駆的な精神が，ただ暴王のそれでなく，

一周ひろい視野をも って社会lζ 普通するものにまで拡め

られ ， また壮大 な悲劇 の叙可 ｊ［ 守 ｾ ｦ と同じく Ｍｊｾ おく純粋な

ものに昇華されるとき ，それは後れた高い記念的象徴を

生みうるのである。卑屈な ｾｊｾｊ い精神はそのようなものを

決して生む乙とはできなし、。
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記 念 性 の 造 形

さきに，選択した物に; むl沫をもたせる乙と， 記号を加

える乙と ，より高い造形を与える乙と ，そして建築の心

合、性lζ は巨大さや耐久性が属性と なるζ とを述べた。

さらに進んで最も高い境地での記念、性は，個々 の現実

の ｾｊ ｬ が らと いう 怠 ｬ 沫 をもう 一つ越え，観 念 的な 「永述 な

る乙と」その乙との象徴を求めるようになる。

それでは ，物の上! こ乙の永遠の象徴を! 必じとるには，

物と見る者とはどのよう な位置をとるだろうか。少な く

とも，それが iJ ｾｬ 訟の環境的な快適さと無縁であることは

もちろんである。美とすればそれは崇高 ・壮大の美であ

る。私は，そ乙 [ζ 絡別な二つの方向があるとおもう。

一つは， 1 " 永遠なるもの」を離れ去ってゆく方向にと

らえるものである。距離感 ・隔絶 ・超舷，近ずけば一周

遠ざかるもの。乙れは「永遠J というよりも「無限」と

いうほうがよいかも 知れぬ。中世大寺のもの記念J 性がそ

れであろう。もう一つの方・向は，近i Q し包摂する方向。

見る者の胸裡でもう一人の臼己が完成の ｾ をとって乙れ

に加わり 一つの班恕界を形づくる。身近いけれども，環

境的なものとは異質な厳しさをもち，たとえば可愛いい

愛児が時lζ 示す宇宙的な啓示のよう なもの。古典の人間

的理想像はこれであろう。また ，乙の二つの方向は，日

本の顕密二教の宗教的象徴の差にも見られるだろラ。

いずれにしても，乙うした記念性を担うものは，技術

の合目的性を越えており ，壁はより亙く，天蓋は より細

いシ ャフトで宙IC遠ざかる。古典の柱は一層の充実を示

す。技術から出て，乙の二つの方向の精神性への移調を

行なう ζ と が，物 の造 ｊｾｦｃ 記念性を与える手 段である 。

P . Moyer は，古典の柱を独立の若手献柱と見，木から石

へ移る際の精神的移泌を重く見ている。 一般に 乙の よう

な則引丸残存機式を認めるものとして現代建築では忌

み嫌われていた。それでも記念的象徴ではこれが意味を

もっ。しかし一方， Porl henon は，そのよう な過渡的な移

調のあとで長い聞かかって，次第に石による石の精神的

移調を完成しえた結果にちがいない。

石からコンクリートへ， Perret や Le Corbus ier も同じよ

うに柏村1的移調をJ f ，・えていた。丹下 も木から コン クリー

トへのそれを試みている。それ らには ，!I 蚤卒な機式模倣

とはちがう高度の問題が含まれている。乙うした過渡的

移J.'dを前提K して，古典が石を消化しきったよ うに，吾

々もまたコンクリートを消化して，その上l乙高い新しい

記念性を与えうるのである。

その記念、性のもつ方向は， 市民社会の象徴として望む

ならば，私は上認のうち古jJlgc 通じる新しいものであり

たいとおもう。

記念性の行動的象徽と建築的空間

西洋の記念性を考えてくると，口木の木造? l 築は如何

4  .  
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I( も記念性l乙弱い。乙れを弁護したくて考えたのが，乙

のお念性の行似J的( 空間l時間的) な象徴である。しかし

行動の空間はどうしても建築の空間とは異質であり，ほ

lま重なり合うと乙ろまで来てもI直ぐ離れてしまう。建築

的空間は行動的象徴を待ち設けている空間l乙過ぎない。

たとえば日本の建築空間は笛の簡の内部のようなもの

で，そ乙を吹き抜ける息が音楽を奏してゆ くのだが， 笛

が奏でているというようなものだ。結論をいえば，日本

の記念セ ￈ はやはり ｭｾ 礎的Ｑｌ ｾｾｬ いと認め ざるをえない。し

かし行動空却の象徴には高いものがあり，その反映のよ

うなものが建築空聞にも一極独特の調子を与える。

行動的象徴は，物をあまり使い乙なせない原始時代に

は，自然の象徴化とともに強い記念、性を担っていた。人

体の動作，踊りのほか， 一定の湯所や時間，行列，行事

などに特殊の芯1床を与える。一定の可視性をもちえない

ので，それに記念性を与えるには強い儀礼式の伝 ｩｾ カ ＧＱＧＢ

なう。 また%. ( 味 [ζ 従って仮設物が置かれ，それによって

場所の窓味が一段と強められる。今日の科I:J 人簡単には

地鋲祭を想起してもらえばよい。

乙の行動的象徴から，そ乙 l乙i置かれる物が記念、性を担

って発展してゆけばよいが，日本では西洋のようには進

まなかった。建築でもそうであって，石に比すれば仮設

κ すぎない木造が高い精神的な場所にも作られ続けてき

た。乙の木造の仮の空間の内外で，行動的空間のほうが

記念的象徴を担って儀礼式を純化してゆく。建築の空間

はそれに加わるにしても他律的であり相伴的である。論

証しえないけれども，伊勢の木造神宮は式年造営という

時間的伝承行事と行動的空間のほうに依然として高い記

念性があると見たい。建物も象徴を担ってはいるが，記

念性という点では，それらの行動的象徴のかげりのよう

なものを雰間気のなかに再象徴として保っているのでは

なかろうか。乙のように，象徴的な行動空間をもう一辺

再象徴するという二重の関係でなく，直接記念、性を象徴

する主体的な建築空間があればよいのだが。

西洋の建築は現代になってから ，石の実質を離れ，日

本のよ うな空間形成κ 興味を移してきている。しばらく

は記念、性を忘れてきたが，問題は乙れからであろう。そ

のとき日本の記念性は全体として弱かったとはいえな く

なるかも知れぬ。丹下が感じたように，平和祈念の群衆

が行事l乙加わり，その行動的空間とあの建築空間] 一一そ

れらが空間的に合唱しあって示す記念の象徴。それは行

動的空間と建築的空間，空間と建物，それらの押し合い

控え合う極根を予想させる。 何かそ乙 1( ，東西を分けな

い新しい記念広場が出現しないであろうか。

しかし，東西を分けない新しいものを望むには ，まだ

吾々には知るべき乙とがたくさんある。日本lζ 低佃する

よりも，古い西洋のあの古典的な Monument の) ] をもっ

と知る乙とが必要だとおもう。

「記念」の現代用語脅1]

以上，不十分ながら記念、性の二三の側面を見てきた。

乙の性質はすべての建物に必2 t なのでなく ，実) f ] のもの

や生理的快適を目的とするものでは考えなくてよい。し

かし今日でもすべてそれでよいとするほど弱い社会では

ないとおもう。最後に「記念」の語の現代の! T l 例を二三

挙げて注釈を加えよう。

• i 水昌富は鉄とガラスの勝手IJ の記念、主主祭である。」

「ライ トの記念碑，帝国ホ テJν 。J パタストンは実用的

な仮設物を作 った。後者は気楽な南洋風の植民地建築だ

ったかも知れぬ。そうした乙とと無関係に，後代が連続

的な価値を認め優れた遺産と考えれば ， それは忍念、 ｍｾ で

ある。

• i お城のもつ記念、性J 乙れは上記と同じ志、味でも成

立する。その湯合，むかし、戦いのための合目的性のみか

ら作られたかどうか問うと乙ろでない。しかし，それを

越えた記念的象徴が当初から求められていたとすれば，

意味がちがってくる。城はそれによってー府民衆を威圧

したかも知れぬし，一層信頼感と崇高さを与えたかも知

れない。当時のそのような記念性や芸術性を不必要な i良

質と考えるかどうかは，後代とその時代との連帯感の有

無および後代の社会精神の強弱により，まちまちである。

• i市庁舎は現代の城である。」むかしの滅が記念、性

をもちえたとすれば，現代の市庁舎はどうか ? 少なく

とも現代の市の理事者層はそろそろ乙れを望んでおり，

市民は投書で乙れに反対している。しかし西洋の市民社

会では，市庁舎( シティ ・ホール) はすぐれて記念、性を

もっていた。もし日本でも泣かさと共同の芯識をもちう

るなら ，当然それは記念、性を重要な課題とするはずであ

り，単なる市民支配の事務能率だけが目的ではない。村

野藤吾や丹下健三をただ実用性の点から批判するのは，

批評としても足りないし，秘極的な考え方にはならない。

・ 「現代の公共住宅。」乙の語は私が建築菩を読みは

じめた最初に知ったものである。旧制l高校の一年で建築

もフ ラン ス語も知らぬ私は「モニ ュマン」とはすなわち

「公共住宅J の乙とかとおもった。

あるいはやがてそうなるかも知れぬ。しかし. その場

合，記念性は| 浪られたピロチや共同広間などの内部の一

部分に凝集してくるだろう。乙れをモニュ 7 ンというな

らば後代の辞書は書き換えねばならぬ。そ乙までゆかず

とも ，私は市民の記念すべき象徴の相手が不足するとは

思わない。

ともかく，この語法は多少のハッタリと比| 磁を含んで

いて，いろいろの意見を乙れから引き III せるだろう。乙

れを応用例として残してお乙う。( 筆者工問 ・神戸大学教授)
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大建築物は，それが別段記念、的な意図を ('1:なわなくて

も. < モニュマン> とよばれる乙とがある。そのi易合，

u ; 築特にその大規模なものは本来記念的な性格をもっと

時々の中に考えられているのである。そのよう [ C ，建築

芸術の性格を本質的にモニュメンタルと解する思想は古

くからある。美学者や: 芸術学者の中にも同級の主張をす

る人々があった。 へーゲ J レ学i J Rのマックス ・シャスレル

( Mox  Schosler) も明確にモニュメンタ J レという語を則い

て建築芸術を規定した一人である。彼はその「美学J の

中でおよそ次のように考える。 一一建築の表現は本来抽

象的で，他の造形芸術のように特殊対象をニュアンスを

もって具体的K 描写できるのではないが，そのかわり普

遍的な高次の理念を直接示そうとするものである。それ

故，打出されてくる株式は個性的な尽きがなくて，典型

的ではあるが崇高と大きさとの! 感銘を与える。それがい

わゆるモニュメンタ j レとよばれる所以であるーーと。 つ

まり，シャスレルはモニュメンタ リティの内容を，建築

にとって本質的な表現機式から生ずる崇高な感銘として

いるのであり，モニュメンタ J レとは，いわば建築生来の

風ｾのよう なものだ と考えている。しかし，そうした意

味でのモニュメンタリティはいわゆる記念性として理解

されていないように思えるが，彼はまた次のどと〈述べ

るのである。 一一そうしたモニュメンタノレとよぷいい現

わし方は，< 最も単純で根源的な建築芸術形式のーっと

して， ｾ長 ｅ ヰーを指し示し て いるようである＾と。また ，モ

ニュメンタ J レという語は他の芸術における似通った機式

的特長をよぶのにも転用されると述べている。それ故，

彼もモニュメンタリテ ィの内容を上のどとき感銘として

考える他に ，墓碑を建築のー始源と直観させるよう な記

念、性を併せ考えているのである。つまり一般的なl l I l 念を

直接示す乙とによる感銘と記念性とをもってモニュメン

タリティの内容としている乙とになる。乙の切合， ，長高

な! : f ，銘が型合、を示す特殊な表現機式l乙起因する乙とは丑II

解で きるが，記念性はそれとどんな関係にあるのか。そ

れは，乙の表現株式によっておのずと備わってくる性格

なのか，それとも別途に加ってくるものなのか，必ずし

も明らかでない。シャスレルは，崇高な感銘と不可分に

その中!C内包されて，表現様式から生ずるとひそかに考

えているようである。乙うした思想については，へーゲ

ル以来のｩｪ｜ｾ史観が影響を与えて ，陥 黙の Ｑ わにそう思い
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込ませている乙とが察せ られる。

へーゲ Jレは周知のごと く 「美学講義J の中で，建築芸

術の発端を原始住居としての小舎や何かの村1の堂などに

求めるべきではないといっている。民族の統一者である

宗教的イメ ージを漠然と一般的に象徴するように形成さ

れた集会の広場を始前{ として予先立すべきであるという。

またそれに次いでは ，ｴｾ 然としていた宗教的イメージが

一回具体的に個別化し続々に分れてくるにしたがい，防

物の柱やオベリスクなどを生じ，彫刻へ移行する傾向を

内包するようになる。しかし，動物や人体の ｪ 巴ｾをとり

mいるまでになっても，なおそれを巨大にマッシヴに拡

大し，垣や障壁を設け道を付設して建築的にこれを取り

扱う乙とから脱却しない。エジプトのスフィンクス ，巨

大な神殿造営はこの段階に属する一ーへーゲ J レはそう述

べている。つまり，通常・モニュメンタルと称されるごと

き場所や総築物 lζ 建築芸術の始泌を求めるべきであっ

て，住居や下|拝堂などの単純にせよいわゆる建築的機能

をもつものに求めるべきではないという。その} 1 . . 1 ! 由は伊l

の弁証法的論理によるのであるが，要するに目的物l乙対

する手段，それK 至る媒介体として目的物そのものから

引き離された建築の在り方は，原初のものではない，そ

うした分析的で媒介的なものの考え方なり川いブj は，主IJ

底最もrJの ものではあり得ないというのである。小舎や礼

J*堂の場合，真の目的物は人間や礼拝対称となる像であ

り，それらにのみ精神的な意味が付与されて，建築物は

それらを被い巡る手段κ すぎない。やがては乙の手段た

る建築物の上にも精神的芯味が表現される l時代がくると

はいえ， Ｑｾ の目的物はあくまで人ｼ笥や神 ｩ 象である。乙う

した分析的で目的と手段とが分裂した段階以前1 1 : 1京初j の

姿を求めねばならないわけである。原初のものとは，そ

の本位上，当然単一で直接的なものであっ て，分析的9J i ;

介的ではあり得ないからである。目的物，つまりｾｾな

焦点となる精神的内容や宗教的イメージを宿す表現体が

構築物から分離しないでそれと一体をなしている段階，

構築物そのものが同時に表現体であって，未だそれから

布1
1像彫刻が表現体として分離していない時

j切にこそ雄策

芸術の始泌がある一一そう へーゲ J レは考えている。この

最初の段階が先の宗教的イメ ージを漂わせる広湯やそれ

に次いではオベリスク，スフィンクスを生み出すl時期 lこ

相当するのである。
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上のようにへーゲルのD l 銀法制では.，W%芸術のJJ;i 初

を記念碑的な桃築物においている。そして，乙れは建築

精神の最も端的な即自的な現われであるから，建築の木

性を< $ - 直に示していると考える乙ともできょう。したが

って，記念性は別lζ へーゲルがそういっているわけで』

ないが，何かの形で，あるいは質を変じながら 一周発展

した段階の建築にも一般に合まれている乙とになろう。

シャスレルが建築特有の表現様式lζ 起因する崇高な感銘

をモニュメンタルとよぴ，またその中に記念、性を併せ考ー

えていたのは，へーケツレの思想がおのずから上の どとく

指し示す所を暗々に認めての乙とであった。

このような思想のつながりを考察してみると ，建築芸

術をモニュメンタ J レと性格づける傾向は相当に根深いも

のであり，先入観をなすようなi衿在力をもっていた乙と

が察せられる。それはむろん十九世紀にもおよぶとはい

っても， 工学が急速に発達し機能主義が盛んと なる以前

の乙とであるから，古い建築的環境においてのみ必然性

をもっ思潮という乙ともできょう。しかし，今世紀のア

ランが例の「芸術体系」の中で，建築の堅牢さ，誠実さ

を強調しつつ， ＼ｾ主ー築美はそびえ立つ Ｗ ッスに依存する

所大である> といって，ピラミッドを例としたり，くし

かし，すべての著名な ijl 築物は一度それに近づけばその

基礎構造の偉大さによって人を驚かす> < 堅牢さによっ

て，われわれは時をとらえ，時をさかのぼるように誘わ

れる。それ故，廃墳においてすら，まず人を喜ばすのは

乙の耐久力にほかならない> などと論じているのを見る

と，彼もやはり建築芸術の木質の巾にひそかにモニュメ

ンタ リティを考えていた乙とが洞察される。 したがっ

て，モニュメンタリ ティの思想は ，何か伝統的なもので

あり，それだけの真実さをも つもののよう に思える。

では，どれだけの其実さをもつのであろうか。それに

しても，シャスレルの挙げた建築特有の表現様式にせ

よ，へーケソレの論理的帰結にせよ，またアランの敏感な

推論lこせよ，それらはモニュメンタ J レな主主造物を実際上

の拠り所としてはいるがモニュメンタリティそのものを

明らかにしてはいない。シャスレルは前述のように表現

様式l乙起因する感銘と併せて記念、性をもモニュメンタリ

ティの内容としてはいるが，記念性自体については何も

解明してはいない。しかし，記念性乙そがモニュメンタ

リティの中核をなす契機であると考えざるを得ない。し

たがって，彼等の伝統的とも思える思想、の其笑さをl i ( j ; か

めるためには，乙の記念、性というj j j : 観的な体験を明らか

にしなければなるまい。そ乙で，われわれはその明確化

にいささか努力してみようと思う。

と乙ろで，彼 らが記念E車的な構築物を思索の論拠とし

ている i会合，先lζ 見たごとく< 普通的な理念> とか，

< 民族の統一者としての宗教的イメージ> あるいは< 堅

咋性，耐久力> といった個人をJ I 1 j えた向次のもの，また

一時的任意的でない恒常不変のものを建築の本質を決め

る主要契機として据えている。その乙とは，つまり何か

永遠なるものを一般に予定せずには，記念性を考え得な

い乙とでもある。記念とは，あるものを何か永続的なも

のに関係づける乙とによって定者させる乙とである。そ

して，乙の定着されるあるものは，既に無くなり，もし

くはやがては消えうせて主観の内容としてしか存在し得

ないものである。また永続性が絶対化された理想的な場

合が永遠性であるから，理想的な記念とは永遠な るもの

によっ て定若さ せる乙とであろう。しかし，乙の定詰の

作用については二重の怠味が見出される。一つは，何か

特殊の主観内容を永続的な対象，例えば記念の樹木を総

える乙とによって，乙れIC定者させるという乙と，他は ζ

の樹木を見る一定の仲間が ｾ［Ｈζ 一定の主観内符 ｬ ζ 心を呼

びもどされるように ，夫々の心の志向を任意にさまよわ

ないように定活させることである。つまり ，一方は一定

の主観内容が外l乙向って定着される ζ とであり，他方は

主観内容が一定のものに外から限定されて定着される乙

とがある。むろん両者は実際上は別々のものではなく結

合している。記念物はその意味で芸術作品と類似した性

格をもっ乙とになる。作品(i 作者ーの，あるいは社会や集

団の心的内容を表現的 [ζ 定着させたものであるととも

に，人々それぞれの主観を乙の心的内容へ導き直観的 [ζ

定着させるものである。つまり，記念する乙とと芸術作

品をつくる乙ととは，そうした意味で作用的な類比関係、

をもっている。したがって，記念する乙とは事悩によっ

て芸術へ転化す る可能性を多分(ζ 合んでいる。乙 ζ l ζ 記

念から芸術への系列を辿り得る理由があるのだが，その

転化の事情については，以下によっておのずから明らか

となろう。

と乙ろで，記念することは永続的なものによっ て何カ

を定着させる乙とであるが，その十分な意味での定着は

永遠な るものlζ よる外はない。先にもいうごとく ，永続

性の理想的な場合は永遠性! こ外ならないからである。し

かし，永遠なるものは，いかに堅固にせよ乙の世の物質

的存在の中にはありょうがない。もともと永遠とは，永

続性の理想化であるばかりでな く，時間を超えている乙

とである。その窓味では持続という事柄を超絶してい

る。 それ故，永遠な るものは直接経験される物象の中に

は，ど ζ にも存在しない。それは結局のと乙ろ，象徴的

にしかっかまえようのないものである。つまり，乙の世

では乙れを象徴するものをもって，永遠なるものと槻念

するほかはない。

したがって，永遠なるものによって何かを記念す ると

は，永遠なるものを象徴する存在によって乙れを定名さ

せる乙とである。いいかえれば，理想的な記念は，そう
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した象徴体による定着である。戦勝記念に利l像を，例え

ば古代ギリシ Ｗ のどとくニケの似をｾｊＧｌするなどは，そ

うした一つの場合である。と乙ろが象徴するという乙と

自体lこは様々な意味があり ，必らずしも明らかでない。

しかし，とにかく誰lζ も認め得る乙とは，象徴内容が普

通 ＨｉＧｾ Ａ こ杭観される羽合は芸術的表現とし て の象徴 ｬζ 外な

らない乙とである。内容が一定の慣習や偶人的述恕を帯

としてのみ象徴体l乙結び付き得る時も，人は乙れを象徴

とよぶ。しかし，その場合は乙の帯を知らぬ人にとっ て

象徴は成立しない。そうした帯な くして，形態そのもの

によって誰に対しても内容が直観的に示唆されるのは芸

術的象徴においてである。それ故，誰にとっ ても永遠な

るもの ，つまり乙の世で客観的に永遠なるものは，そう

した象徴体である乙とになる。したがって，また理想的

な記念、とは，永遠なるものの芸術的象徴による定析であ

る。いいかえれば，tJ: の記念は象徴的作品を定れの素地

とする。乙の業地lこ特殊な主観内容を結合し定者させる

のである。乙の定者についても，象徴の場合と同じく偶

人的述恕や記憶などにのみ結びつきの作用を託さずに，

誰! こも一般に直観されるごとく形態的lζ 内容を具体化す

るならば，乙の定者自体かつ芸術的表現と なる。そして，

素地としての象徴とともにいわば二重[ζ 芸術作品が成立

する乙とと なる。例えば，巨大な神像や塔の一部lζ 記念

すべき特殊内容をレ リーフや付属彫刻として定着させ

る，あるいは詩文を刻む乙ともその一種として斑解でき

ょう。かくして， P ; の記念l乙は，まず第一l乙乙のような

二重の芸術作品を考えることができょう。しかし，乙う

した二重性がある意味で除かれた場合，すなわち特殊内

容の定若者である具体的形態が，同時l乙永遠なるものの

象徴体である場合も考える乙とができる。それは理想化

や典型化が称、く押し進められながら ，特殊対象が表現さ

れるよう な作品である。ロ ーマの皇帝記念像などはその

例であるし，Iレネサンス以来しばしば捕かれるモニ ュメ

ンタ J レな絵聞は乙うした作品であった。また彫刻絵蘭に

おいて，一般にモニ ュメ ンタ J レ様式とは乙うしたものを

指している。

先に記念、と芸術との類比関係、を明らかにしたが，今も

見たどとく記念は普遍的なものへ押し進められるにした

がって，芸術へと転化する。そして，その終板(;H 、わゆ

るモニュメンタルな彫刻や絵画として成立する。また .

乙乙では詳論の余裕をもたないが，さらに永遠なるもの

が記念の紫地と なる乙とをやめ，特殊内界の11J にひそむ

木質として表現される場合，モニュメンタ J レという形界

を裂しない一般の彫刻や絵画が成立すると考え る乙とが

できる。

さて， 上述によって; 己念から彫刻. 絵柄への系列をた

どり得たが，その中で記念、的性格を持続する芸術は ，すベ
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て永遠なるものを定15のための素地と して もつ乙とが認

められる。そこで，われわれは乙の乙とから記念位の直

観的内容をおよそ IY1らかになし得ょう。すなわち，記念

キプナ

性とは，さまざまな主観内界をまとわせ，斜1を結び付 lず

得る不変の基盤に対する感銘である。それは一面におい

て，すべてを包み乙む聖なる枕黙についての感動といえ

ようし，他面ではそれにf ドをM; ぶ乙とによっ てI時を越

え，常lζ よみがえり語りかける乙とを可能にする雄弁の

泉への歎11ともいえよう。また過去へ湖らせる無限の迂

路そのものの体験，そのようにもたとえる乙とができょ

う。と乙ろで，へーゲ J レが具象的特殊形態をもっ記念静

的建造物を永遠なるもののイメージが，分割(Y'J( ζ 特殊化

した段階と考えたどとく，神や動物の形姿をもっ記念、像

は永遠なるものを端的に素地とするものではない。永遠

なるものの象徴休が具象的である場合，それだけ一般性

を失い，端的に永遠なるものそのものとはいいがたい。

乙の世の現象を超えた一般的性格が，具象性の故l乙限定

されざるを得ないのである。したがって，具象性を離れ

た抽象的形態において乙そ，超越 Ｈｉｾ な一般性が最もよく

保たれると考えねばならない。永遠なるものを殺も端的

lζ 象徴する抽象形態をなし，しかも乙の永遠の素地の上

にさまざま な特殊内容としてのイメ ージを定着させ得る

芸術一一乙の乙とを最も笠宮l乙典型的lこなし得る芸術，

それは建築をおいて外にないであろう。建築があらゆる

美術を摂取総合し，その処を得させるという事柄も，乙

うした登かな記念的可能性の角度から考察する乙ともで

きょう。

かくして上の論述からおのずと明らかなどとく ，最も

端的に永遠なるものを素地とする記念. すなわち界想、的

な記念、性は建築が把持する乙とになる。それはモニュメ

ンタノレという特殊な感動を与えるものであり，常! こ建築

芸術木来の風雪5として， 11寺にはあらわに. 時lこはひそや

かにそなわっ ているものである。

最後に情意を願う乙とは，以上の論述が一つの前提，

へーケツレなどと同じく建築の芸術的造形も基本的l乙は1r;

こ永遠の理念が規定するという前提の上に立っている乙

とである。しかし，それは現実の機能が形態を規定する

と逆lζ 考える思惣に基づいた建築には妥当しがたいもの

のごとく思えよう。とはいえ，割IJ 象美術がモンドリアン

によっ て 町 最後にはその木質を普通 Ｈｉｾｊ な生命力の表現に

求められたどとしそのように正 ｾ 築芸術におい て も，形

態(こ何 らかの内容を与えようとする要求が生じるとき ，

やはり上述の記念性がよ みがえるといえよう。現花，建

築家の間にモニュメンタリティが問題になるとすれば，

それはこうした内容付与の反符が基礎をなしているので

はないであろうか。

(11者 京 都工芸繊維大学数綬)



事万 キ葺し

岡

. ・.  

夜、l乙与えられた題目は「新しい椛造と記念、性」であり

ますが， 記念、性とは どうい う意味があるのでしょうか。

乙の言禁にはある建築が人々に訴える何 らかのカがあっ

て，それが過弘之から現在， さらに未来l乙永続性があると

いう意味を持っているよ うに思われます。古い建物で，

その綴式，材料あ るいは構造などが異つてはいて も私達

に感銘を与えるものは数多くあり ，むしろ私には有いも

のの方が新しいものよりも上述の窓味におけ る記念性に

官んでい るように思われます。正lJ.2おlζ 記念、性を与える主

休は何でありましょうか。新しい構造は記念性をも っ可

能性があるでしょうか。

一二年前 どろから鉄筋コン クリート造の建物で和風木

造建築の様式を校倣したと思われる勾欄破風様式とでも

名ずけられる新構造が流行しているようです。各階のカ

ンテレバー庇の先端につけられた祭と見誤る大き な鼻か

くし用のコンクリート部材，さらにその上の梁と同じ位

太いコ ンク リートのですり，庇] r に細かく配列された穫

のよ うなコ ンク リート部材は建物の外観をに ぎやかに飾

っています。乙れらの部材は一見したと乙ろ構造材のよ

うに見えます。木造では木材という納長い旅材で組立て

られますから木造の樫材は構造材として必要なものであ

りますが，コン クリート は一体打されるので庇哀のたる

き用のものは構造的 lζ は何の役にも立たず重荷にしかす

ぎません。大きなコンクリ ート の鼻かくし，太いコンク

リー 卜製てすりは見せ るためにしか役立っていず，構造

的lζ は重荷がカ ンテレバーの先(0 絞っ ている乙と になり

ます。これらのコンクリ ー ト部材は構造材のどと く見せ

かけ ていますが，見るためにしか役立たない装飾品にし

かすぎません。乙れが私が ζ の磁の装飾建築を勾欄I波風

様式コンクリ ー卜迭とよぶわけであります。 スパン が余

り大 きく ないコンクリ ー ト床で不必要であるにもかかわ

らず，木造形式をまねて格天井あるいは板めて乙まかい

間隔 ( 1ないし2尺) で大きい小梁 (s寺とす ると大梁と同

じ丈を有す る場合もあ る) を放ベた床が見 られる。も し

乙の小梁をならして平らなスラブとするとその厚さが30

造 と 1生
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cm を乙えると思われる位の ものもあるようです。 乙乙

l乙もやはり見せ るためlζ のみ役まつ不必要な格造材が用

いられています。上述のように鉄筋コンクリートの力学

的性質は木造のそれとは本質的に奥なるものがあるのに

かかわらず木構造の形のみをそのまま無批判l乙コンク リ

ート造で作る乙とは全く窓味がないのみならず，見せる

ための，見せかけの構造材は人をあざむくものであり，

磁のものであると思います。 美 しく見えさえすれば，雌

でもよいとい う態度は一時的にそのように見える乙とが

あるとしても，万人! こかつ永遠に適用するものとは思わ

れません。ヰl、はかかる 磁の表現は記念性lζ 乏しいと考・え

ます。 震いコ ンクリ ート による装飾は建物の重量をまし

乙れに{ ' / ' ない梁，柱の部材もより太く補強せねばならな

くなり，構造体の工費は割高となるでしょう。

身休を高価な美しL、衣裳Iこよっ て飾るように， 広い窓

ガラス，に ぎやかなノレーパーな と、によっ て外郎をす っぽ

りと覆った砧物があります。 ijl 築 とはかかる装飾である

と考える立場がありましょう。そ乙 で、は構造はかかる装

飾を支持するための骨組[ 乙しかすぎません。人聞は体

質，健康状態，年令など lζ よる肉体的な欠点をかく し，

装飾するために名物を利用しています。外観的な装飾に

力を入れた建物程，肉体!ζ 相当する構造はお粗末で・欠点

が多いように思われます。建築の美的価値を装飾! こおく

限り ，建築は絵岡，彫刻，エ芸品 と区別 されるものは な

いと思います。

建築が彫刻， 工芸品と区別される豆素として構造をあ

げる乙とがで きると 恩います。われわれが建物の美を問

題にする場合，それには既lζ 形があり，建一物は地上に建

て られた構造物で‘ ありますから ，桃造性を除外するわけ

にはし、かないと思います。彫刻や工芸品はそれを逆さに

しても乙われる乙とはないが，ｾ物では木造でも ＲＰｾＳＰ

度傾ければ崩域す るで しょう。

柱や墜の鉛直材は屋根および床を不安なく確実に支え
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ねばなりません。建物は，その構成材料を地上よりそ

の位置まで持ち上げて組立てるととによって巡られ， し

かも，それらの物質に作則する重力により刷機する乙と

なく地盤 ( C支持されねばならない。乙のように建築は人

為的にポテンシヤ J レエネルギーを付与されたものであり

ますから ，そのエネルギーを放出して崩壊しようとしま

す。乙のポテンシャ J レエネルギーは建物の高さまたはス

ケーJ レと材料の重量とに関係があります。材料の重いも

の程，また建物の高さが高く，また規模の大きい程乙の

エネルギーは大きい。 比重が 0 .5 程度の木造と比重 2 .4

程度のコンクリ ート造とでは ，前者より後者の方がはる

かに迫力があるでしょう。木造住宅では重量感は乏しく

その重量は全く問題になりません。しかし木造でも寺院

や五重塔では地上にうち建てられたポテンシャルを感ず

るでしょう。前述の勾欄l波風様式の見せるためのコンク

リー 卜構造材は建物を重く見せるために用いられている

ように思われる。 しかし乙こに重要な乙とはどのような

方法あるいは構造で重力を支持し，ポテンシャノレを与え

ているかという乙とにあると恩われる。建物の重力とそ

れを支えている構造材との間に調和と緊張があります。

スパンの大きな梁lζ も重力 IC対抗している緊張が見られ

ます。例えばパラボラ形のア ーチ橋では，その自重を少

しの緩みもなく両支端まで伝えている緊張感があると恩

います。ポテンシ ャl レされた建物の重力とそれを支持す

る姿の聞に一つの美的要素があり，乙れが建築の木質l乙

速なるものであると思います。

納すぎる柱は太すぎる柱と同線 ( C美しいものではあり

ません。 1 階から最上階まで同一サイズの柱はポテンシ

ヤノレされた重力を支持する感じlζ 乏しく軽薄であるよう

に恩われます。そこでは建物の重量は無視されており，

乙の建物を検lζ しでも逆さにしても 同 じである点におい

て工芸品と異なる所はありません。スパンと階高の比お

よび階数によって美しく見える柱および梁の太さの比は

コンクリート建築物. 肉升装用

ある純間内にある ζ とはおのずから明らかでありましょ

う。すなわち主力K 対する調和が必要であります。 三ι1

最近，モデュー J レ寸法が一部で行なわれていますが，

もともとモデュー J レは装飾的寸法の規準でありますか

ら，乙れを立体的な構造の寸法にあてはめる乙とは何 ら

の15味もなく，霊力を支持せねばならない構造性を損な

うものであると考えます。身体lζ 合わせて若物を作るの

でなく身体と無関係、lζ 作られた着物l乙合わせて身休を削

るような乙とは忽かなことでありましょう。

建築のポテンシャ l レされた重力の地盤への伝達が簡単

明際で一見して重力の伝達機構が・理解されるもの程，構

造性:の迫力は強いよう K 思います。構造の単純さは表

現 上 重要な要素であると恩います。乙の意味で一般に

tl l 1 線材あるいはシャ ーレのような rltnrnは直線材または平

板より理解がむずかしくなるように思われます。

.  
-.  

さて題自の「新しい構造」は記念牲を有するでしょう

か。新しい構造は経験が浅い，霊力lζ 対する調和と緊張

の安定した新しい形を見出すまで lζ は l時間がかかりま

す。力学は荷重をうけているある形を有する構造体の応

力を求める乙とはできても，新しい形を生み出す能力{

ありません。新しい形はあくまで創造であり ，デザイン

であります。したがっ て種々の新しい構造によるいろい

ろの形のうち，多くのものは記念、性! と乏しいであろうと

思われます。例えば，シャ ーレのどとき新しい形を有す

る構造は設計者 ( C シャ ーレの力学的性質が充分{ 乙理解把

探されていなければ正しいデザインができる筈がありま

せん。形だけのまねごとに終るでしょう。空間をおおう

シャーレ自身の緊張とともにポテンシャルされたシャー

レの重力の大地との対立は記念性をもつものと考えま

す。 ( 1959 . 1，1. 13)

( 策者岡木建築設計事務所所長)
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商 業 建 築 の デ ザ イ ン と 毛

Ｎ ｾ＠

.‘ 

.  
-.  

前提として商業建築 ( Comerci ol

Bui l di ng) が建築の系列のどの範囲に

属し，如何なる性絡をもつものか，

またその他の公共建築 ( Public .  Buil -

di ng)  とのちがいを明確に しておか

なければならなし、。

現代の資本主義社会とともに変転

してきた都市の活動と最も街援な関

係をもっ市民の生活と動きに応じ

て，その型態や景観を変えつつある

ｾ築務 ， すなわち商社 ， 銀行，貸事

務所，百貨庖，個人商庖，rl l]場，会

館，ホテ J レ，民衆釈など，乙れらl

ｉＮｾｴ＠ lζ 都市計画的な空間と勤線を構成

する要因をつ くっ ている。

またその機能性，経済性にままずい

た造型と償却条件を考慮した適正な

利潤は，その都市を，その同を動か

す原動力となっているわけであ る。

‘
、

l

 

'

 

1

 

1

 

1

 

わずか 100 年足らずの期間ではある

が，初期の商業主E築の例として銀行

を取り上げてみよう。 当時の財閥の

威厳と市民に対して伐のカのもつ安

心感を与える建築総式として，エン

タシスのオーダーを立tベ，ルネッサ

ンスを選んで表現した。

ζ れはむしろモニュ 7 ンというよ

りシンボルというべきもので，一述

の本支応の銀行を同ーの様式にまと

める手法など近代組織の財閥の中lζ

も未だに強い疏れがあ る乙 とを感 じ

とるのである。

営業室の丸いドームがあり，時計・黙

をもった表現は当時の市民にとって

は限りない信頼感を与え毎日の預金

Iζ も安心して通った乙とであろう。

*I tのれんに屋号と紋主主を染めぬい

た呉服屋から，土蔵造りの百貨庖と

乙れら商業建築をデザインの立場 発展してきたが，当時の商庖として

からみるとき，現代社会機構の中 l乙 乙れら，のれんやおもり石を付けて

それを企画する企業体と，それを利 舗道までぴんと張られた日除けの紋

用する民衆のｾ｜ｉ｝がある。そしてその 章など見事な建築的手法であり ，親

ュ メ ン タ リ ァ ィ

正

的アドパタイジングlζ 屈するかもし

れなし、。

また市民を対象とする劇場や会

f l I ( ，旅行者を対象とするホテルなと.

が，その建築の立面図そのものをあ

らゆる機会，手段を用いて，たとえ

ばその入場券，プ ロ グ ラ ム ，新聞

広告，メニュー，ラベル，使主主，封

筒などにいたるまでその一隅にその

建築を PR してエレベーションを

そのまま印象ずける手段は， ffi 築家

にとっては楽しい乙とではある。

ζ れはその商業建築自身をモニュ

メントとして扱うアドパタイズの一

手法といえる。

最近各地の県庁舎，市庁舎の建築

か話題となり ，またjli 踏になる械の

改築が盛んである。

市民に一番親しまれる Ci ty Hol l  

から いかめしい車寄がなくなった乙

とは大きな進歩であるが，そのモニ

ュメンタリティはどう表現されてい

町内 lζ 応じ相互の条件でよろこびあ しみやすく印象ずける商策lζ 利用さ るだろう か。

える社会的な共感の場を剣り IHす乙 れた。 新しい庁舎の表現はその市民との

とが商業建築のデザインではないだ ライオンを玄関の両側に並べた百 つながりに未だへだたりがあるので

ろうか。 貨応はその意図は明らかでないが， はなかろうか。施政者と建築家の独

そのよろ乙びは快適な事務所を， 白木橋のライオンとの関連性から市 走で形成された造型は新しい空間の

安価な買いよい商庖を，親しみやす 民に対する印象を強調したのであろ 創造であっても市民のモニュ 7 ンで

い会館を民衆は求め，これ らによる うか，やはりその企業休の資木力， はあり得ない。

確実な売り上げと ，適正な利益と， 宮の象徴である乙とは間違いない。 古城の改築にいたっては問題外で

その建築のすぐれた企画による償却 近代建築がその合理性を旗標とし ある。商業建築にはできない自由な

期間の終了はさらに第二次の計聞に て象徴やモニュメンタリティを拒否 条件，自由な構造は述築家の腕の見

なり ，ついに侃市の改造に発展して してきたが，商業建築がその塔屋の せ所ではあるが，それが金力の威舵

いくのである。

x  x  ×  

わが国の現代建築の過程をみても

lff 高を競い，照明を回転させて夜の

存在を明らかにしようとする意図は

の表現でなく，市民も共によろ乙び

あう，温い親しみと共感の場が盛り

モニュメンタ リティよりむしろ建築 上がらねばならない。
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x  x  x  

今欧米の l創業建築からモニュメン a

タリティのあり方の二三の例を求め

てみよう 。

ミラノの空 !C そびえる 2 つの特異

な高層2112夜がある。未完成ではあ る

がいづれも事務所建築と してそれぞ

れの織法においてすばらしL、イメ ー

ジを盛り上げた Gi o Pont i の PIRELLI

BL DG .  ( fi9.  1) と Melchi orre Bega の

G A LFA  TO UR  ( fi9. 2) であ る。構造

設計はいずれも Art uro Danusso が協

力している。

も PI RELLI は高さ 126 . 2 m， 33 附，

G ALF A は 10 3m，30 階である。乙れ

らのm築主はその金力 lζ ものをいわ

せて何かアッといわせるものをそれ

ぞれ 2 人の建築家に依頼したが，皮

肉にも構造設計はいずれもミラノの

Danuss。教授の力を借りている。

乙の異なった桃造の高応事務所建

築がわれわれより見れば全く圧倒さ

れる技術のマ イルス トンとしてミラ

ノの空に永久lζ 残るモニュメ ン トで

ある。

PIRELLI の方が後から 計画しである

し G io Ponti の充実 した設計はその

各部にまた地下の取扱いに充分表現

されている。それぞれのm築主の夢

みる 空間の椛成は着実な施工によっ

てまさに完成さ れようとしている。

ｒ｣ｾＮ､｣ ・ ｣ ｨ｡ｵｳｳ ￩ ｣

新生ミラノの市民遠の共感を求め

得ることはいうまでもない乙とであ

るP

X  X  X  

一方米国においては行きづまりと

なったニ ュー ヨークの都心は既に こ

の十 年来大勝な改造がつづけ られて

し、る。

乙の喧燥と混乱の街の市民lこMl を

与える PLA Z A ，古 くはロックフエラ

ープラツ ア，パークアベニューに沿

って レバープラザーズ，ア スタ ープ

ラツアなど，憩いの広場とともに生

きる商業建築群である。

その最 も話題に なるブロンズと吸

熱ガラスの単純な椛成による 38附の

SEAG RAM BLDG .  ( fi9.  3) がニューヨ

ークのス カイ ・ラインを形成する 巾

の最高の表現としてミ ース ( M ies 

van der  Rohe)  とプイ リッ プジョン

スン ( PhiI  ip  J ahnson) の足跡を消え

ている。

乙れは都心建築の意表をっき建築

総より 27m後退させて建築された乙

とと，そのiji iは綿布的広場の典型と

され，乙の気品ある造型はニューヨ

ークの市民をもため息とともに足を

!I二めさせるものがあるといわれる。

元来欧米の市民は広協を栄しみ，

広切を愛する風習は rfi くから伝わり

都心の核( コア) こそ彼らの疋!いの

中心である。ロックフ エラープラツ

アの花屋I もスケ ートリ ンク周辺のみ

ごとに整備された万困旗の下では季

節の花が美しい。

宮の独占を計らず市民への水仕を

表現している資木家も，その広jおに

求める民衆の:m洞に反映してその事

業は延び，製品は売れることは予測

された計画である。 ヒュー 7 ニズム

の広場の市民のよろ乙びは乙れ! こ述

らなる建築を: i i l l じて建築主へのrr!:i l 、

に返っ ていくのである。

レパーブラザーズの設計者 SO M

のパンシャフ卜 ( G ordon Bunshaft )  

も乙の商業建築のモニュ メンタリテ

ィを完成した一人として認めなけれ

lまならない。

-.  
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乙れは彼のいう商業建築のアドパ

タイジング ・バリュー ( ωvert i si ng

value) である。訳する表現はないけ

れども建築主が乙れを正しく解釈

し，設計者が乙れを正しく乙なせる

なら ，わが国にももっと美しい商業

建築のモニュメンタ リティは生まれ

てい るはずである。

x  x  x  

広告はその商品と企業休のもつイ

メージと市民のもつイメージとを的

確lζ 結びつけ， 、さらにそれより美し

い魅力あるイメ ージを創り出すこと

がグラフィックデザイナー達の仕事

である。そして単なる誇大な広告を

求めず，表現の上κ もデザインの上

lι も美しい文化性の高度なものを生

み出すべ きだと反省されつつある。

商業建築の空間をl : l lj り出す建築家

は，その建築主の意図を充分消化し

て， そのイメージを確立して，創造

への力を求め得なければ，誇大広告

に追い込められた現状の都市の商業

ｩｩｬｩｾ のありかたから脱皮する乙と』

不可能である。

モニュメンタリティの規定はない

が企業休の宮のカは常に新しい社会

空間をかj りtl ¥そうとしている。乙れ

IC.1I.ir
，
j う建築家のイメージは: 千';1ζ 彼

らの先を歩かなければならない。

すばらしい企画を持つ建築主とそ

れに基きイメ ージを創造する愁築家

Fi g . 2  GA L F A  T OUR.  (下は そのプラン)

""i 当

Fi g. 3 S E A GR A M BL DG.  

の正しい計画と ，確実な飽工，それ

を讃え，よろこび利用する市民との

三者が同心の共感に集まったとき，

その企画は初めて順調に回転してい

く。程、は乙の関速が商業建築のモニ

ュメンタリティを創り IUす条件かと

考えている。

( 写真は Nuave Archi t ect ure a  M i1ano.  

および Ar ch. F ar um より)

( 常者 ｋｋ 竹中工ｾ后設計部長Ｉ

i  

日l
Et ogc- I )" pc RCl - dc- choussec 

0 ・3

- - - _.一ー"  
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公 共 建 築 に お け る 記 念 性 の 問 題

西 原

エジプトの広大な沙漠のなかに，巨大なピ ラミッドを

発見したとき，そ乙 lζ は絶大な王の存在を背景とした椛

カ椛造をもっ，l，代社会の生命力 lζ 感動した。ステン ドグ

ラスのあやしげな光! こ照らされた伽磁の大空間にたつと

さ，そ乙に rrlll: 社会があるのだが，シティホール lこは自

由と希望lζ 満ちた市民社会の生活があった。

それぞれの方法で統ーされたそれそ' れの社会は歴史的

遺産を同時に存在させて，者11市は人間社会のM史そのも

のを表現し，現代に生日11する私たちに至るまで感動を与

え，その精神 lこ機能してきたのである。人間社会を記録

する遺産乙そまさに記念すべきものといえるだろう。そ

れぞれの社会にそれぞれの空間が対応 し機能 していたと

したら，私たちの生き ている現代社会も何かを残す乙と

ができるかもしれない。

現代におけるモニュ メンタリテ ィとは何であるかとい

う聞に対して， ワノレタ ー ・グロ ピウ スは T. V.A のよう

な巨大なサイズの建設事業である 判 といい，川添登は

集団住宅の将来 料 K 期待している。

1  .  当時君臨 した王の材aカの大 きさ とエジプ トのピラ

ミッドの規模は関 係 があった。 阪史 はそのｾ大 な ｷ カ と

不滅の信仰とを説明して くれるが，それが大土木工事と

なって結晶するために必要4 であったものをおしえてはく

れない。人間の有限な生命のはかなさに対して無限なも

の，不滅なもの lζ ょせる執念には単なる訴以上のものを

求めさせていたのであろう。それは アニミズムと 無縁で

はなかったように思う。エジプ ト{ζ 限らず1 ; ' 代股帝国に

おいても，大和時代においても，原始社会においてはど

乙にでもみられる現象にすぎなし、。そ乙には現代人が観

光の 目的で発見する以前l乙， 自然に対する生命力の確実

な託拠を求める人間の本能があった。 石 が符Ｆ ｾ にえられ

る風土にあっては巨石によって，そうでないと乙ろでは

土によって，いいかえるとそ乙 {ζ はモニュメ ンタリティ

はあったが空間はなかった。

モニコ メンタ リティの中[ζ 空間の概念がはじめて表わ

n  

清 之

れたのは 中世の伽藍においてであった。宗教的な信仰に

はある特殊な環境が必要であり ，人聞が何かに祈るとき

あらゆる世俗的な感覚から人聞 を隔離する必要があっ

た。原始宗教では単なるシンボル，それも主として戸外

においてであったが，その場合ですら神機は しばしばヤ

シロの中lζ 住む必要企があった。あらゆる世俗的なものと

の断絶は集団的な同時怠識においてさらに効果的にする

ことが可能になった。 内側lζ l旬っ て閉ぢられた神秘的な

空間の概念 lζ よって，特殊な音響効果と造られた照明の

なかにあっ て，人聞は集団的な精神の統一形式をうむ乙

とができた。巨大な天井，重々しい@.，精巧な彫刻など

によっ てかもしだされる空間は多くの久々を同時的宗教

的感動lζ 高めるのに，さらに効果的なものとなるのであ

る。

自由と平等の原J l IJl ζ めざめた市民たちは，貴族の階級

的な圧政 1(. 反 抗 してシテ ィホーj レlζ 集った。武力をも

たない市民たちにとっ て， 与論とデモンス トレーション

だけが彼らの最大の武器であった。 市民たちの主休性は

シティホ ーJ レや広場においてコ ミュ ニケー トされ，市民

の生活をカ ウンタースペースにおいて直接反映させただ

けでな く，市民の代表である市長を選んだり， しばしば

レセプシ ョンにさえ使用されていた。もはや政治 lζ 無関

心で・はいられなくなった市民たちにとっ て， シティホー

Jレはネ1: 会生活の象徴として精神的な rlJ心となるに至った

のである。そこにはアニ ミズムもなければ信仰もない，

多織に分化された織能が反映した空間があるだけであっ

た。

空間 ( C対する無限の追求は，鉄a庁や鉄筋コンクリート

の発見! こよって切り開かれた表現の形式{ 己分離をもたら

した。機能lζ 対する分析と空間の可能性とは別個に向 rtJ

l支を狼得したため，生産力の発展によっ て空間は!料級料:

による特殊性を次第にとり除いてゆき，卑近なもの‘ ??

遍 ＨｉＧｾ なものにして建築 ｬζ よっ て 統ーされてきた人間のな

識を分裂させてしまった。社会階級の理論を鋭 く提起し

たのはマルクスであったが，彼は資本家と労働者の対立ー

する社会においてその rt 聞に広 く分布している 中間階居

I ・
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のうち大部分はプロレ タリア化す る乙とを予言したが，

20世紀の中どろκ 至って乙の貧困化理論は伝説化してし

まった。 市民的中間崩ゃあるいはマンハイムのいう新中

間階層が社会的に重要な役割を占めてきたのであるが，

ウズベック共和国の奇隙判によってもた らされた近代

と原始との見事な統ーをも例外とせず，やがて社会は高

度に組織化された大衆社会として位区づけられるように

なるのである。

あらゆる特殊 な ｊ ｾ ￭ｾ ， l l i lC主観的!I!.%' j 状態をよひ' お乙

すにすぎないあるフォ J レム ，過去のあらゆる特妹性を廃

棄する乙とによって達成される自由な論理的必然性にた

よってきた近代主義κ よって，建築の社会』ζ 占める位置

は，阪本的』ζ 変質した。中世社会の: t i ' [ I l II 的統一の源であっ

た仙¥1必はさらにコミュニケーション技術の発述によって

光全l乙打ち砕かれてしまう。常にそ乙にあるが故 lζ 空間

によって直接媒介されていた文化の形態は，発達したメ

ディアによって感性的なものから概念的なものへと転化

し，同11与がj であった中世の中NIl II 統一の方法は個別的な観

念形態 ｬζ 分解され ， やがて悩 緒の支配するｾｾ代社会 ｋ 至

るのである " 。巨大なメカニズムを背去とした個人は，

新聞，ラジオ，テレビによっ て生活を規定される。乙れ

までの伝統的生活環境の内ｏｬ ｬ ｬ において消 Ｗｾ されていた人

聞の感悩は，メディアの技術によって社会過程を情緒的

なものに分解してゆく。

乙の分解過程は，いわゆる大衆社会的状況として説明

される社会の構造転化刺によって，概念の世界か ら再

び↑ ii 緒の世界へとつれもどされたとき，それはさらに疎

外されたものとなっていた。というのは社会的シンボル

としての内容規定に よって概念は必然的 IC客観的であっ

たのだが，メデ ィアによって操作される巨大なマスソサ

エティにおいては必らずしも客観化をiii J提とせず，より

直接的なものとなっているからである。

乙れらのことは資本:1;11の内郎について解きあかされて

いったのであったが，社会主義圏内でのソヴィエトの建

設事Ｇｴ ｾｪ における意識のありかたは非常に興味ある問題と

なるのである。現代のソヴィエトがお乙な っている 都市

建設や住宅建設はかがやかしさ歴史建設としてモニュメ

ンタルlζ 印象づけられているが，社会主義的生EEカの Jl<

単の表現において，民衆の生活感情をある歴史的位置に

凶定化させてそれを動的な発展としてとらえないと乙ろ

に現実からの遊離がみられるのである。

しかしながら社会の体制の如何を悶わず，かつての中

世の 仙1]箆やシティホー J レやオペラハウスなどがもって

いた記念的空 ｉｾ ｬ はもはや必ｾではなく，ハーパ ート ・ リ

ードのいう環境的空間が社会の前面におしだされて く

る。そして乙乙でいう大衆的状況と環境的空間とは一義

的には対応しない。建築が文19] の将来にとっ て何をなし

うるかを考えるため には ， 人間と ｾｬｾ 誌との対決のしかた

が何を媒介としているかについて知 る必要があるからで

ある。

2. 文明はメディアによって現代人の欲望を刺激的な

ものにしてしまったが，現実の社会生活はすべてを可能

にしたわけではない。満たされない欲求は再びメデ ィア

によって揃きだされた観念のなかへと逃避せざるを得な

い乙とになる。したがって，観念の世界は焼 くべき多機

さをもって版IJNされる 乙とになり，現実の世界がかつて

はたしてきた役割のうちのある部分は乙のような観念の

世界によってかわりつつあるのは事実である。

Ｉｾロケッ ト や南極探検という 社 会的事業と ，大自 然改

造計画や都市計画という経済的事業とは，自然とのよ1. い

によって進められてきた人類史の新しい局面をつ くりだ

している点では 何ら異るところはないのだが，かつての

コロンプスがア メリカ大陸を発見し， レセップスがスエ

ズj!.s河を1) 11発したのとは大分へだた りがある。

ＩＭ ｊ の反対ｕｬ ｬ ｬ の ｾ�［ が発表されたとき ， 荒正人は次のよ

うな乙とを述べている。

空: 1f tが現実に転化するという歴史認識，それができる

ようになった人類の能力 という点に大きな意義を感じ

る。宇宙へのロマンチシズムが高まり，乙れが衰弱し

た現代人lζ エネルギーを与・えよう。戦争と結びついた

科学ばかりをみせつけられてきたわれわれと比べて，

月の裏側を見なが ら成長する若い世代は人類共通の成

果としてうけとり ，心lζ 広い窓を開く乙とに なるであ

ろう。

たったひとつの，たとえ数キ ログラムの人工衛星をう

ちあげるにもそれを可能にす るには高度な技術体系と ，

越大な生tE力とを背去にしてひとつの目的のために組織

化する必裂があ った。人類にとってはその体制の如何を

問わずそのような大規模で， しかも エネ J レギーを必要と

する仕事に対してそ乙から歴史認識以上の何を得る乙と

ができたか。記念すべきは乙のよう な社会の高度に技術

化された組織形態が成功する乙とだけではなかったか。

月IC到着したぺナントそのものは確かに実体ではあった

が記号以外の何ものでもなかった。 一般大衆にと って月

ロケッ トがいくつあがったと乙ろで，イメ ージの llt 界か

らそれほど泣いと乙ろにあるわけではない。

乙乙に至って現代人は大きな発見をした。記念的な性

絡として永い間人類がもち続けてきた永遠なもの，不変

のものに対する憧僚は;否定 され，常に発展をとげるイメ

ージの世界 ｬ ζ ｼ 浪りなき ｊｾｉ 待をよせる乙とにな る 。現代の

創造的紛争11は造形的存在のなかに，決してそのような も

のを求めようとはしない。

現代のモニュメン卜としてワ J レタ ー ・グロピウスが<

新しい記念性を求めて> *' と題するシンポジウムでふれ
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ている乙ともそういう窓l床であった。その中で彼の主張

する現代のモニュ メントの具体的な例は， T.V.A. 開発

計画であった。テ ネシー渓谷の治水計画が現代の記念碑ー

的造型であることには誰も異論がないこ とだろう。土木

的スケ ールでの建設事業においては造型以前に£念性が

あった。高idi 道路計画が立体的に函きだした造型はどん

なl 1l l 象芸術もおよぱなし、。自然との対決K よっ て人間の

放出した巨大なエネルギーの結晶乙そ記念、されるべきも

のかもしれない。

また一方において市民的社会生活のより高度な形態と

いうなl床では住宅政策の物質的な保障として集団住宅が

あろう。戦後の世界では各国ともに住宅の不足lζ 悩まさ

れて きた。戦争による建築の磁波は住宅事情においても

っともはげ しいものがあった。廃櫨と化した市街地をi収

域して次 々と新しい建築を，特lζ 住宅の集団的な建設に

は団地という 概念を一般的にした。うすきたないバラッ

クの中から大空lζ 向って背のびをしてい るよう なアパー

トの建設をみて， モニュメ ンタ J レな感慨にふける人もい

るだろう が，戦後の混乱 した建築事情のもとにはじめて

モニュ メンタ J レな意義が認識されているように思う。乙

れらの建築は新しい団地が次々と建設されてゆくにつれ

て次第に日常的なものとなるに違いな く，住居というも

のは本質的に家庭的なものなのである。新しい病院，新

しい学校，新しい事務所. ど乙 の郎市も再建 され，新築
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されて普通的な施設をととのえてゆく ，そして家嵯的な

ものと記念的なものはノ、ーパート ・リードがいうように

次第に環境的なも のになってゆくであろう。

芸術家の伝統的な概念が，もはや原子核分裂のl時代に

は通 J日しない乙とをさとった。芸術家の未来のパl交は

家庭的である乙とでもなければ1記念碑的であることす

らな く，環境的である乙とだ判。

きわだってお重な存在という怠味で伽盤があり，シテ

ィホ- ) レがあったように現代の社会にぷ念的な表現があ

るとすれば， 市民のリ クリェーショ ン施設とか， 市民サ

ービ スのコ アとなるような建築施設においてであろうと

思われる。それは静止的であり固定的であるものではな

し 市民の生活と常に一体と なってl呼吸しているからで

ある。

3. お11市は廃j盛とな るべきためにあるのではなく，建

築は常 lζ 人身とともに存在すべ きものなのである。土木

的建設や占11市的施設は土地と離れがたく結びついている

が放に究極と永遠とを生命としているが，同時lζ 生成発

展する社会とは対立するものである。廃域のなかから立

上がるたくましい窓欲をピロッティ! こたくした広島の計

画について，川添登は次のように書いている判。

近代人が存在しないという重要な発見をしたにもかか

- 二

‘・'‘



.、

.  
-

わらず，全世界の民衆は< 位界平和> という< 究極 >

を求め，< 原爆評すまじ> という主強を < 永遠の以

理> としてすべての政治家に認めさせなければな らな

い。それらのシンボルとして造 られた記念造営物は，

もっとも本来的な意味での< 現代のモ ニュ マン> とい

えよう。

人間的スケ ーJ レを乙えたピロッティ ICは，近代主義や

機能主義以上のものを期待していた。生物学的概念から

J レ・コJ レビジェによって提起されたピロッティは，広島

陳列館においてはじめて社会的意義をもつに至った。物

理的 ｋ 正 ｬ￬ｩｬｩ な原爆の地点を ｾＴｨ として，数万人の集会にお

いていちぢるしく印象づけられる古代モニュメン トの思

偲がよみがえってきたのであった。

広j込で獲得する乙とのできた乙のピロッティは吾川県

庁舎の設計においては市民のためのコンコ ースと なって

表現された。瀬戸内海の美しい風足を市民のものとする

ために開放された屋上の広協と竪につながっていて，市

民たちを役所に接近させるのに有効な方法であった。し

かし香川においては市民のための空間の概念はそれほど

明郎ではなかった。空間というにしてはあまりにも開放

的であって，機能分化による空間の限定化がお互いに普

通的なものを追求してゆ くときに，空間は必要以上に無

限定化してゆくように思えるので ある。

公共的な建築には普週性をもった意味で三己念的t'I:. 将?と

谷 川 県 庁 舎

いうものが常につき まと うで あろう が，必ずし も具象性

ないしは抽象性をもった意味づけという ものを必要とし

ない。現代の技術がもっているぎりぎりの表現力，その

建築をささえている市民の生命力，そしてそれらがもっ

ている伝統ある建設休系を反映させたときにお乙る緊張

感が問題となるであろう。乙の民族文化形成の歴史を変

革すべく ，社会の基底にある エネ ルギーがその社会にお

ける建築の u己念的なものをかたちづくる源となるのであ

る。しかし市民のエネルギーそのものだけでは何もひき

だす乙とはできない。伝統杓なもの，形式的なもの，す

でに存在しているものに抵抗し生成的なもののうずまい

ているふかみにあるときに ，プロトタイプがうかんでく

る乙とがある。それが陸離宮であろうと正倉院であろう

と問題ではない。その未形式のもの，未統ーのものに乙

たえて存在あらしめると乙ろに創造の契機がある。

念flk市庁舎ではそれは空間であった。市民のための空

| 尚がほしかった。主主ーぷされた床面積l乙比べて予算はあま

りにも少なかったが，私たちは空間を修保するために最

大限の努力をした。しかしはじめのころの空間のイメ ー

ジには何かむなしさがあった。有効床面積という機能主

義の務し穴に何度格ちそうになったかしれなし、。 Iはじ

めK 空間がある」とする 乙とは認識と して感性的であ り

，むなしさを感じた乙とは「はじめに機能がある」とす

る認識として理性的である段附を乙える乙とである。
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だが，空間と機能と ，そして機能と空間と，それだけ

ではない何かを求めている乙とだけは確かであった。

人口13万の貧しい都市にとって，仕上単価の問題より

もより大き な空間を獲得する方がはるかに重要な問題で

あって，ゆるされた予算のワクの中で，単価と空間との

対決は進め られていった。そしてほとんどがコンクリー

トの塊のような表現となるに至ったのである。香川県庁

舎の開放的なピロッテ ィlζ 対して，倉敷市庁舎には閉鎖

的な市民ホ ールがある。印象的な階段を上 ってゆくと丁

度ホ ールを包み込むようなかたちでカウンタースペース

の大空間が展開されてゆく。乙乙ではっきりしている乙

とは，少な くとも カウンタ ースペースには機能がある，

とい う乙とであった。旧式な官庁事務1r，IJ 度に対しておよ

そ21諸分の階高のある無限定な大空間があり ，窓口事務

の合理化を暗示する乙とによって市民的なものを定石さ

せようとした。さらに市民ホールの壁面にはくりがたが

つけ られて，階段にはテラスがつくられているが，乙れ

らのものはそれぞれ雑音をやわらげ，階高の大きさを補

うのに役立つであろう 。

記念するものという概念には治1ζ 象徴がつきまとう。

表現において日本的であるとか，民族的であるとかし、

う問題は，倉敷市庁舎の作品に倉敷特有の竪絡子をみた
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倉 敷 市 庁 舎 ( 験 型 )

からといっ て直接つながるものではない。乙ういう象徴

的な造裂には解釈の余地がある。建築を言葉で語ろうと

する乙とほどおろかな乙とはない。乙の格子は日本の国

なら何 も倉敷 !C限った乙とはなく ，京者fi l Cも高i怯にも似

たようなものがある。乙れは視覚の問題であって，思紫

の問題ではない。ｾ築家の意図するものは建築家と民衆

と熊媒介lζ 存証す るものでも ない。記念すべきものは特

殊な形態をもったあるものなのではなく ，lI fg- の記念性

が問題であり，どこかの空間が問題なのではなく ，11佐ー

の空間が問題なのである。コンクリートをどのようにあ

っかうかは一般に建築家の姿勢の問題であって，建築家

はコンクリートという素材そのものの中に普遍的な条件

のみを見出すのである。

大衆による非合理な感情をとらえてシンボルによるア

ピー J レをとるという方法は，もはや建築的なものの中に

は発見する乙とはできない。伝統的な形におもねる特妹

なぷ味づけという記念碑的j彰朱!C対 して，大衆は何 ら反

応を示さないであろう。静止的な，固定的な観念に対す

る不信は造形のなかに示されたヴァイタルなものにしか

!fiIJかされないのであ る。 ( 活者東京大学丹下研兜室)

註 : 勺 T he At chi t 配 tural Review  1948年9月

*2 川添登: 建築は文明の統一者たりうるか 1959年8月中央公論

*3 加藤周一ウズベツタ ・9 ロア チア ・ケララ紀行 1959年岩波新 It:

・4 松下圭一 ・大衆国家の成立とそ の問個性 1956主1' 11月思ff l

句 ハ ー パ ー ト ・リード イコンとイデ 7 1955l 手みすず; ! } 房

% 川添授。現代m策をj ) lj るもの 1959年" 居間社

*7 ベラ ・パラ ー ョュ : J 1! . l ! 闘の理愉 1959年11月 講 談社
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n  ゆる間隙から水久に漏水の心配を根絶する

来久 に気容を保 持する

廉{直で、耐久 性のあるコーキン欠有' 1 ]

1  8 リ ッ タ 一 躍

1  c m x  1  cm x  1  m 

コ ー キ ン グ ガ ン

8， 5  0  0 円 ( 現場渡〉

材料費 4  8 円

3， 0  0  0 円 ( 現 場 渡 )

-.  

カ ラ ク リ ー ト
美しく ，磨耗せず，滑らず，かつ耐水性 lζ 富んだ床材

…  
床，廊下，階段， ロビー，パノレコニー， ガソ リンスタンド等美しい色彩と耐磨耗性を必要とす

る場所や，防水力があるので戸外にも使用出来る。

価 格 42kg袋入 ( 6坪分) 現場:度 緑 7，080円 ( 坪当り ￥1， 180)  

1& ). その他 5，880円 ( 1 /  ￥ 980)  

之 ふ 忠 ふ と 工 場 ， 倉 庫 用 コ シ ク リ ー ト 床 仕 上 材

コンクリー ト床 の金属性硬化材で， ブエロコシの施工によ って床は恰も鋼板を張ったような効

果をあげる。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)
現場渡( 色 物 6，200円

i ナチュラル 5，400円

ZJ ι J Eニム 近 代 人 の 部 屋 iζ は 疲 れ を い や い 〉 ら い ら を 取 る 壁 材

合成ゴムとコ ノレクから製造されたコノレク ν ートで落着いた上品な感覚で，老化せず水洗出来る

価 格 坪 当 り 東 京 渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x O. 7 mm .  
>  

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ タ イ ル

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室 用 電 導 ビ ニ ー ノレタイ ノレ

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除、補 修 が 容 易 で あ る

K.K. ABC商会
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4 記念性のはじまりとその社会性

私たちが旅行をして，しばしば不愉快に感 じるものは

落書である。神社仏間の柱やMAI ( ，五 勝 地 の岩石など

に，来訪者が名古!jや1 : f 月を乱雑に記しているのがif! r書で

ある。乙れをみるといかにも「心なきわざ」という感じ

がする。しかし一歩退いて，それを記した人々の気持を

推察すると，いかにも人閥性のあふれたものという，ほ

ほえましささえ感じ られるのである。それは，人間が何

等かの形! ( おいて，自己を永久に残したいという願望を

もってい る乙とのあらわれではないかと，忠われるからで

ある。

自己保存という人閣の初原的基本的本能は記念、性の原

動力であると考えてよかろう。それが個人的である限り

目的通りに保存されがたいのである。社会生活をする人

聞は，社会によってのみ保存される。落書が私たちに不

愉快に感ぜられるのは，それが個人的で，しかも社会的

意味がないからである。個人の乙の本能のあらわれが社

会性をもつように なり，いいかえれば個人個人の本能が

社会的意識，社会的感情にまでまき上り， それによって

支持せられた時に ，はじめて記念、性をもっ乙とと なる。

歴史的価値といい，芸術的価値というのもこれに外な ら

なし、。

社会集団の形式はl時代により，場所によって異る。乙

れが最も高l立に発注したものは，いつの時代においても

都 市 ｾ洛である。いや，そうしたものを都 市 とよんだと

いった方がよいかもしれない。乙の乙とは古代から今 u

l乙至るまで，歴史がこれを証明している。それ故，都市

はそれ自体が後世への記念物であるともいえる。近時特

lζ 抗行する古代都市の発掘においてこの! 惑を深くするの

である。

4 生 き て い る 都 市

埋没し去 った都市は別として， 現在生きている多くの

都市は，それ臼体が過去の遺必である。その逃必の中 lζ

多くの人が生き ているわけである。こうした湯合，市民

の生活は二つの面を持つのである。一つは遺産の中I(!IJN

応しようとする函である。もう一つは遺産の殻を打ち破

って， 新らしい近代技術を媒介とし， その時代の社会

的，経済的基盤の上IL ，より高い水準より新しい感覚の

生活を築き上げようとするT I i i である。 乙の二つの面によ

って，人間の歴史が形成されていくのである。前者は過

去の保仔であり， 後者は新らしい郎市の創造である。 iii J

者ーは過去から現花に支った記念物の執行であり，後者 !i

と

『

H
』

a

=
ロ

A 旬

辺、 性

誠 f! s  

現在から将来へ向う氾念性の創造である。

一つの生活の場では，乙の二つは両立するものであろ

うか。または元来矛盾するもので二者択一的なものであ

ろうか。乙れらを調整する賢明な方法がないものであろ

うか。その方法は ，その時代の市民な り国民なりの志、識

の振幅によっ て決定 されるもので，組理論的なものであ

ろうか。

4 意 識 と し て の 記 念 性

記念物は時間の経過により，後世か ら過去を回怨す る

立場! ( よっ て記念物たり うる。乙の記念物をみるとき，

初めから意識してつくられたと見られるものと，そうで

ないものとがある。通常前者の方が多い乙とはいうまで

もないが，後者の中には景勝地その他天然の中から発見

せら れる記念物 もある。古代のI層、民住宅なども遺跡地と

して保存せられるが，恐らく乙れは意識して作られたも

のではあるまい。

意識としての記念、性は，将来への窓識であるから，都

市の建設にも ，都市の改造にも重要な関係がある。乙の

関係、を知るためには現在の記念物をす ζ し分析してみる

必要ーがある。

記念性の創造的な意味は ，人物， J $物， I時代な どを後

世に伝えるために，それらを記憶し，回想せしめるにた

るよう な形象を意識 して創作す ることである。銅像，記

念碑， 凱旋門， 広場などにその例をみる。 ζ れらの造形

は単にそれを目的とするだけで，I也の使用目的をもたぬ

のである。しかし現実lζ 私たちが記念物として取り倣っ

ているものの中には，建築物であろうと，他の公園，広

場であろうと，いずれもそれぞれの使用目的をかつては

持っていたもの，または今も何等かに使用しているもの

で，時代的記念となり，偉人の記念となっているものが

ある。乙の中には記念、性を;な識していたかどうか疑わし

いものもあるが，それらに共通している性絡は何れもそ

れが， I時代的， 公共的権威の象徴であるという点であ

る。例えば古代における神殿，宮殿，墳墓，ピラミッ

ド，ジグラ ー ト，ギリシ ャ， ロー 7 以来の劇場その他の

公共建築物，宗教建築物など，下って中世に入ると領主

の居・城や離宮，市庁舎，ギ J レドの 建 物 な どがあげられ

る。乙の結果からみて，乙れらの建物，庇凶などはある

程度の， または ， あるな ｬ 沫で。 ￬ｾ 念性の Ｑ なみがあったの

では ないかと想像せられる。それは経験的に権威的また

は公共的である乙とが心念性をr t t i : 然ならしめるからであ

る。 前者 を仮りに鴻 ｩｾ 枠記念、性ミというならば，後者 Ｑ ［Ｑ
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ミ権威的または公共的記念性ミとも称、すべきではなかろ

うか。そして乙の両者はまた一つの点において共通点を

もっている。それは立地的lζ ，公衆I己目立ちゃすい場所

あるいは高い湯所にある点である。公関，広場の中央l乙

立つ記念碑，凱旋門と，丘陵の上，景勝の地l乙立つ神

殿，または目! f ; ' @は，ともに相通ずるものがある。乙の乙

とはおｾ｜市設計 Ｈ ｃｩｶｩ｣ desi gn) の場合，その造形様式とと

もに，立地的要件，環境的条件の重要な乙とを示すもの

といってよかろう。それらはいずれも社会性をもっ てい

るからにほかならない。

4 記 念 物 と 都 市 計 画

過去の遺産としての記念物は，すでに際史の過程の巾

ｬ ζ ｬ ｾ 然ＨＱＢ｝ｬ ｃ ，または人為的 ｬ こ陶汰されてきたものであ

る。乙の範時に属するものはもとより建築物ばかりでは

ない。いわゆる史跡，名勝，天然記念物があげられる。

乙れらは公悶，広場の如 く，建築物と一体となり，また

周辺の道路とも一体となって記念性をもつものも少なく

ない。 乙のような記念物が都 市 l乙充満しているような

場合，来して都市改造は可能であろうか。

今日どの都市でも，史跡，: ? " 勝などは風致地区として

指定せられ保拡せられている。また国宝，重要文化財と

しての建築物は都市建築の統制から除外せられているの

が例である。しかしこ れらの指定，保護lこもれたものも

少なくないであろう。その持定は必ずしも都市計画の2号

際から ｬ Ｎ ｾ ， た ものではないとすれば，そこに多くの問題が

当然起るわけである。

います乙しロンドンの例をみよう。

1950;下シティ ・オブ ・ロンドンの戦災復興計聞にあた

って，リンク ( Chor l es Ernst Li nk) を議長とする Improve-

ment ond Town Pl onni ng Commi t t ee の作成した報告書が議

会lζ 提出され， i!i Wi'l 保存のため，乙れを回避した街路

計画を提案している乙とが報ぜられている。( Ci ty of  f  

L。州n吋d町 トド一A Record of  D伽剖凶t川 叩ruct伽io伽。on 吋 51υ川J

いうまでもなくシテイ . オブブt • ロンドンはウィリアム

・ザ ・コンカラーがイ ングランド iC来てローヤル ・シテ

ィ・オプ ・ウエスターミ ンスタ ーを建設した際には，す

でに商業都市として建設されていたロ ーマン都市 ロンデ

ィニウムである。乙の舎は次のようにのべている。 i シ

ティ ・オブ ・ロンドンの機能は，その形態や性格l己反映

している。場所としてのロンドンの歴史と，大きな財政

的，商業的機桃の中心としての現在の巨大性とは区別し

て考・えられねばならぬ。シティはますます商業的機能に

貢献してきて，今や銀行，取引所， 7 ーケットや，それ

らの活動をたすける施設のほかにはほとんど何も残さな

いまでに，乙の機能l乙貢献する要紫のみに変質させて し

まっているJ 。その中にあって歴史的，建築的価値ある

建築物について次のように述べている。 i各時代の多く

の敷地や建物は，者[ ¥市の中に人々の注意をひいている。

ある意味ではシティ ・オプ ・ロンドン全部が歴史的記念

物であるともいえる。だが，ロー 7 やボンペ イとちが っ

てローマン ・ロンドンや中世ロンドンを全体として発昔話

するというような機会は考古学者l乙与えられなかった。

極めて限られた場所だけで発掘が行なわれた。その中

で，やや大き いと思われるのはカ沼産の北西部における絞

隻のあた りで行なわれているものだけである。

歴史家や建築家は，シティ ・オブ ・ロンドンの歴史! こ

つながる敷地や建築物の保存を要求する資格がある。そ

れらは偉人や公共の事件 ｬζ 結びっく場合もあり，建築 ＨｉＧｾ

設計や，その進化の述続過程を代表するものとしてであ

る。都市および地方計画大臣は，乙れらの敷地や建築物

が，気まぐれや無知のために Ｑ 制裂されたり ， 外侮ｾを傷つ

けたりしないようにリストを作る義務がある。( 図参

照〉。都市に対する計画は，すべての人が保存を希宅する

敷地やE主築物をさけて，その問をぬって道践をつけなけ

ればならない。空後によって破犠されたいくつかの教会

はビショッ プ ・オブ ・ロンドンの委員会の決定だけで，

再築さるべ きではない。石炭取引所の知きー，二の興味

あるピクトリア時代の建物は近代事務所におさかえられ

でもよかろう。しかし概していえば，都市を性格づけて

いるところの，現存する古代の敷地や，歴史的建築物に

対しては綿密な注芯が. 都市JI' 聞にあたって払われてい

るJ

4 奈 良 の 湯 合

いま ，奈良市の都市計画において問題が提起されてい

る。

奈良市は国際文化観光都市として，特別法により保証

され，その中に県$ / . 奈良公闘をもち ，歴史的千' f . : ; ，と特異

な長観風趣l L idまれた非戦災都市て‘ あるが，内外の観光

客 lこ備え，交通上の必要ーから，近鉄終点から束に向って

大仏育i] までの聞を 43mの道路lζ 拡げようとしているので

ある。乙の道路に面する裁判所は興福寺の塔頭IFl 一乗院

の敷地であり ，建築物は残存して現在裁判所! こ使用され

ているのである。拡怖によって裁判所の敷地が削り取ら

れるので，裁判所は後退して近代建築lζ 建て替えられよ

うとしているのである。そ乙で道路拡幅を取止め，旧一

乗院の敷地と建築物を保存せよという声がもち上 ってい

るのである。

乙の計画はすでに決定し，残されているのは工事施工

だけであるが， 何故乙れが計画のはじめに問題にならな

かったかと いう疑問をもつのであ る。聞くところによる

と史蹟，名勝，天然記念物，都市公悶，国宝，重要文化

財といった指定はあっても，それ以外に奈良市としては

もっと保存したいものはあっても指定する道がないし，

乙れを都市計画! こ反映させる方法がないようである。乙

の点からいって，I1IJにのベたシティ ・オプ ・ロンドンで

やっているような方法を講じ，史Fji 文化財の保護と都市
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奈 良 市 興 福 寺 附 近 の 史 蹟 と 新 計 画 の 街 路 (鎖線)

計百ij を結びつける乙とが考えられ てもいいのではない

か。それができないために ，計画に際して問題にならな

かったのではないかと思われる。もう一つは新らしい発

見があった場一合は，ただちに乙れを考慮に入れて計画を

修正するというような乙とも同時に考えられていいので

はあるまいか。

廃史家や建築家として保存したいと考えるについて，

その必要性の大小はどのようにして計量するか。乙れは

記念物そのものにもよるであろうが，またそれがおかれ

ている都市の現況なり性格によっても異なるであろう。

また都市計画家の意見としてのべられているようにミ調

査研究の必要はある。そして乙れは記録lこ残して，後世

への研究資料を完全! ( するミ乙とで事の足りる場合もあ

ろう。乙の場合はミ現地に石摂などを立てて記念すべき

数地， 91築物の位向を明示しておくミことも一つの方法

であるかもしれない。乙れらの意見を制強することは乙

の際必EEであり ，そ のような調務機関は特に奈良，京都

というような古都には必要なのではあるまいか。しかし

先般行なわれた皇居造営審議会の決定に関述して皇府の

一部を文化財として近く指定せられるとも伝えられてい

る。乙のような偶然的な方法によらず， 1豆'':;;;(1''1な機関l乙

より，且つもっと各屈の隅広い意見を開きうるものがIU

来ることが喰ましい。

4 む す び

最近ヨーロッパをまわって来られた二人の友人から .

期せずして同じような言紫をきかされた。 ミョーロッノマ

の古い郎市lこは堅固な古文化財が沢山あるがため，都市

改造が困難であるらしく，そのためにか，新らしい開発
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は，古い部分とは別例に，新らしい都市をその近くに建

設しているミ。日本の都市は新らしい上に木造であるけ

れども，ヨーロッパの都市. 特1(. ローマン都市では

2，000 ifー以前lζ さかのぼる堅固なコ ンクリー ト造，石造

が沢山あっ てみれば，古文化財をどの程度保存す るかの

検討と ，新市の開発とは，考えるグループの相巡ととも

にテンポにおいても相当の開きがあるのであろう。

1 i い都市が発掘せられた廃櫨が，基均ででもない限

り，そのまま保存して，ただ観光案のみ楽しませるとい

う乙とでは，かりにそれが多少の公共団体や悶の外貨獲

得 lζ : i i 献しでも，住んでいる人は救われまい。

者i¥1市に現代人が住んでいる限り ，再生して近代化しな

くてもよいといってしまうわけにはいかない。ただ都

市の性絡や産業の状況に応じて保存の程度にはおのずか

ら売はあろう。その程度は市民の総意によって決定する

ものであろう。最も困: J ' j ! [ な場合は，他に大きな産業がな

くて，文化財を資源とする観光事業によってのみ再生し

ようとする都市の場合である。乙のような場合は必要以

上lこ古都的なものを保存する乙とになりかねない。と乙

ろで矧光案は近代的な方法で，例えば大型パスなどで来

訪する。いきおい近代的設備を必要とする。この際 lこ生

ずる矛盾はと観光事業のために観光資源をつぶすミ乙と

になりかねない。しかし結局市民が生爪し，それを近代

化するためには保存すべき文化財の厳選主義が必要とな

る。すでになくなった武絞野の情処は私たちにも一杯: の

郷慾である。だが東京の性絡は，これをおしんでいるい

とまを与えなかったのである。 ( 1959 ・11 ・15)

( 筆者 工悶 ・中沢i l ¥築事fh所所妥)
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宗 教 建 築 に お け る 記 念 性

福 山 敏 男

などからなる伽援をかまえ. 全休の とりあげられるのは記念性を主にす

日本建築の歴史をモニュメ ンタ リ
構成lζ しでも個々の建物の姿にして るものが多いが，そうでないものも

.  ， 

ティに関係づけて説くような機会は
も，ま乙とに堂々としている。木造 研究の価値がある乙とを忘れてはな

私としては今までなかったように恩
ではあるが郎材 l i 大きく ，高い基壇 らない。

う。そのため乙のような課題が与え
の上lこ立ち，屋根も丈夫な瓦が茸か

られると ，いくら漫筆程度のものを
れている。石造や様造の建築がほと

という注文でも，執筆するのにす乙
んど行なわれなかった日本では，法 神社建築も宗教姶築の一分野をな

ぶる情緒 した。それにとの課題の線
降寺金堂や唐招提寺金堂によって代 す乙とはいうまでもない。おそくと

にそって系統的に考えをまとめるた
表されるこの時代の建築はあきらか も古墳時代にはできていたらしい大

めの時間も持っていなし、。とりいそ
le記念、性をねらっ て造られたもので 社造や住吉造や料1明迭は，それぞれ

ぎ全くの思いつきを純一然と書きつら
ある。 の成立事情もちがい，地方差lこょっ

ねて本誌の余白をうめる次第であ
南者s仏教の堕落lζ 対抗して平安初 て乙のよう な建築形式l乙到達したも

る。
1切におこった天台 ・t . C言両宗の比叡 のである。それらの形式の祖形が住

宗教建築においては多かれ少なか
山や高野山の寺院は，草J T aI乙近いほ 宅にあるにしても倉庫にあるにして

れ永 く世l乙の乙る建物を造ろうとい
どの簡素な建物からなっていた。そ も，はじめは実用性だけの建築から

う傾向があり，乙の傾向は住宅建築
乙lζ は記念性はほとんど全く見られ 出発し，規模を大きくし，細部が形

などよりも一層強い場合が普通であ
ず，実用性だけが見られる。しかし 式化し，装飾化して永い年月を経過

ると考えられる。諸外国の場合をみ
厳格な祖師の時代をはなれるにつれ して神明迭とか大社造とかの形式! こ

てもそのこ とは通例であろう。みす
て建物が改築拡張され，装飾化され 定着したのである。乙の過程は記念

ぼらしい民家の群集する都市のうち
て撃美l乙お ちいり，祖師の意le反す 性を次第lζ 増加して[ 、く経過であっ

l乙，すどくぜいたくな伽斑がいくつ
るものとなってしまった。祖師の立 fこ。高大な出雲大社木殿は古代建築

か点在すろということはしばしば見
場からみれば，まさに悲しむべきモ のおさめた最大のモニ ュメンタリテ

受ける景観であるからである。日木
ニュメ ンタ リティである。乙ういう ィの成果の一つであり， 寺院建築lζ

でも寺院建築'i 全体としてモニュメ
傾向の上lr . 花咲いたのが藤原時代の おける東大寺大仏殿に匹敵する。

ンタリティの強いものであるが， n寺 芸術であり ，平等院鳳恩堂は今にの
ところが奈良時代から: ; y . 安初j切に

代に より宗派により必らずしもそう 乙る藤原氏栄華の残片である。乙と
かけて神社建築のあり かたが一変す

ではなかった場合があり ，記念性を
lこ鳳恩堂は極楽浄土の再現として造

る。春日造や琉迭の tl¥現が乙のこと

七時てて実用性: だけが採用された乙 と られ， i也の中島le立てられ，全く実
を諮っ てくれる。古漬時代系統の雄

もあった。神社建築ではまた別府の
用性のない奨廊をもつことなど，す

大な直線形式の木殿にとってかわっ

考えが基礎になっているが，発展し べての点で記念性をねらったもので て，規模の小さい軽快流麗な姿の本

てい くうちに記念性を獲得するとい ある。しかし乙の時代には念仏など 殿があらわれる。規模が小さいので

った場合もあった。乙ういう面から のために軽い小さな桧皮葺程度の仏 改造するのも手軽である。神社で

みると，数千年にわたる白木建築の 堂が造られる乙とも流行した。乙の は，布¥1'¥:言、をよろ乙ばせるために，数

歴史は，記念性と実用性が消長し点 ような建物は住宅的な要素が多く ，
十年ごとに遷宮を行なって木の香の

滅し，交錯しで流れた過程であると したがって，実用性が主になって，
新しい木殿をつくる乙とが普'iiii t(. 行

いう乙ともできょう。 記念性が稀薄であった。鎌倉 ・室
なわれた。材料そのものを保存する

町時代やその後のl時代にあっ ても，
のではなく，材料は新しくて形式だ

2  乙のような記念性を主とする寺院建A

けを伝統的[ζ 保存するという特殊の

寺院建築について考えよう。飛鳥 築と実用性をめざす寺院建築とが平
記念性が生まれたのである。

- 奈良時代の寺院は金堂や塔や門廊 行して造られている。建築史の上で ( 筆者 工惇 ・京大教授)
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「

「お 城 ブ

河 東 義 方

い せ は

伊勢湾(11 I波」でもたず， 津波は うである。 乙れらがお放の記念悦で

伊勢湾であばれる。尾張名古屋は城 ある のだろうか。

できる。名古尽の水害を城復旧と関 建築の近代史も ，明治以来西洋建

係ずけて，名古屋に水を呼んだのは 築の模倣時代から鉄筋 コンク リート

お城に上 った純だという。 6 憶もか の出現によっ てモダン建築で創造力

けて械を復旧さすならなぜ堤防工事 を回復してきたが，その間日本的な

に金をかけなかったかと勝手なこと ものを忘れた感があった。そのため

をいう人もいる。いずれにしても早 昭和初期どろから復古調がやかまし

く復旧ができ ていたから 台風の方が くなり， 施主側の白木的なものをと

尾張り名古屋であった。姫路械も完 の要求が高まり ，当時の懸: u 設計募

ム」

して県庁造りが流行し，呑川県庁( ( .

も日本的な城の手法がうかがえて今

昔のお城ブームの対照が面白い。最

近のピルや庁舎建築にも白と黒の配

色( ( . 灰色の素肌コンクリートの柱や

素朴な コンクリ ー トの手摺を配する

などの手法は城の記念性がど乙かに

融けこんでいるようである。大阪の

歌舞伎座にも千鳥破風の重なりはお

械が三角の中l乙重なる三角だとすれ

成が近いし，今までなかった熱海の 集にも「日本調を加味したものJ と ば，歌舞伎座は長方形の中lζ 重ねた

海岸にも貫ーのお宮ーじゃなく てお滅 いう注文が流行した。当時の当選作 三角の構成であって，ど乙か放の手

ができる時代だから ，全国的にお城 として想い起されるものに，九段の 法l乙似たものを感じさせる。

ブームの再現であるといえる。 軍人会館，名古屋の市庁舎などがあ お械のあった所に復旧するとき昔

械という字の内容もその国と時代 る。当時としても若い建築家には， のままに建築する乙とが必要であろ

によっ て段々と変化し，現代は城の 日本的なものという乙と自体が気に うが，熱海のような城のシの字もな

土へんを混在2土の土におき替えられ 入 らなかっ た乙とはも ちろんであつ かった所にモニ ュメントとして建て

てきたようだ。今円のお城再建は古 た。今日そ の作品を見るとき ，何か るのなら，お城の紋倣でなく独自の

建築保持というより観光的な方便の 日本調と いうモニュメ ンタルをお城

方が強いようである。お械の魅力の から採 って くっ つけたと恩われる手

原因を少し分析してみると，まずそ 法であっ て， 当時としてもぎ乙ちな

れが高い乙とであろう。城下町を術 さはあったが，大衆lζ は何らかの満

敵して天下を平定した気持は城主な 足感を与えたものでもあった。しか

らでも人間のも つ本能だろう 。城lこ し今日これをみると ，西欧建築にお

限らずテレビタ ワーができれば，乙 城の稲子をかぶらせたような，陣笠

れまた観光の一助となるにおよんで にハッピといった維新の官軍を思わ

は言語道断である。 せる。和洋折衷がまだ消化されぬ感

また天守閣の形は安定感と神秘的 じであった。乙れらの様式も敗戦と

な何ものかを持っている。そのエレ 同時に寧因調と運命をともにしアメ

ベーションをよく見ると三角形のm: リカ文化の導入が始まった。

なりであるともいえる。由来，幾何 「国破れて山河あり」というが，

学的な三角形は其苦笑の象徴として 荒城の月も十年の星霜を径て今度は

美しさを感じさせる ようである。ア 口木の良さを外人から教えられ，再

フリカのピラミッド，宮士山の神秘 びお城ブームが始まったという乙と

感も乙の類いであろう 。 もできょう。しかしそれは告の不消

また城廓のスケ ーJ レの大きいこ 化な折衷案ではなく，既知の形式の

と，大まかで素朴なデ ィテーノレ， 1'1 原理! こ基いたかl作がなされ，城の記

い墜に黒い建具，乙れらがど っしり 念性が血となっ て融け乙んでいるの

と灰色の石垣に安定した姿を，掘の を見逃せない。

水に写した景色は，外国の観光客lこ E室長年間には大名の築城が旅行し

もど乙か日本的な神秘感を与えるよ たが，今や昭和時代はお城ブームと

62  

型式のものが出現しでもよいのでは

なし、かと思う。

いずれにせよ，先輩の遺したもの

は，よかれ悪しかれ次の時代の礎と

なるものであって，一応不消化を経

て消化さ れるものであっ て，いかに

禿れた建築家でも，先Wi の悲磁の上

にとそ優秀作品を生み11 ¥すものであ

ることを考えるとき，早;[1 に批評で

きないものを感じる。

元来日木人は文明のｩＱｾ化力が強い

国民性を持っている。例えば女性の

ノｾ Ｍ ＼ネントは初め烏の巣のような

南洋パーマから，現在では全く日本

的なものに消化され， I明和の日本塁主

として洋服とともに身についてきた

ようである。放の記念、性を新しい解

釈で阻日間した口木的な作品が多く現

われることを期待して. 素人( 城

と) 談義の結びとしよう。

{ 常者一大阪商政局建築部長}

司，
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新 刊 和 風 喫 茶 庖 (5)

建 築 写 真 文 庫 ・ 96

洋 風 喫 茶 底 (5)

建 築 写 真 文 庫 ・ 97

』ロa、
所 (3) 

建 築 写 真 文 庫 ・ 102

子 供 部 屋

建 築 写 真 文 庫 ・ 106

改訂版 多失 』同ヨー

建築ハンドブック・ 9  

重版木構造・特殊構造

建 築 学 大 系 ・

彩国社編 われわれの生活する郁会にソッ チ

した構忽をもち，近代刊本題味を応唱とす る

l喫茶! 苫を写兵によってその外観から 内部J下細

まで収録 した 具体的な写真集であります。

B  6 判 80頁 上製 ￥300 〒30

彩国社編者ilS市の.IAl いの湯J9'r としての快適な

2d凶気を作るために，乙の本はすぐれた l喫ぷ

庖をあますと乙ろな く写真によって紹介して

くれる，そういった便利な写見栄であります

B  6 判 80頁 上製 ￥300 〒30

彩国社編 われわれの住生活における重要な

要来である 台所の近代的諸設備と ，その配置

形式の種類を写真によっ て列挙したもので，

台所のすぐに役立つ好適な資料であります。

B  6  ｾ同 ｯ 96頁 上製 ￥300 干30

彩国社編 乙の本は，幼児から少年l時代の遊

ぴ場ーであ り，勉強の喝としての独立した子供

部屋について編集したもので，その内部構想

- 配置図は住宅設計にすぐに役立つでしょう

B  6 判 96頁 上製 笹 300 干30

石井 勇 者 鉄 骨K 関するすぐれた資料で ある

本容は，乙のたび新しい知識を取入れて全面

的lζ 改訂いたしました。鉄骨の教材に，実用

{内な参考書と して，その役割を果すで しょう

B  6 判 420頁 上製 ￥480 干50

述築学大系編集委員会編 本古は木村i造を久

山俊彦，特殊構造を竹山謙三L {II ・浅野新一、

加藤六美 ・後藤一雄 ・松下清夫 ・大島久治と

以上長適任者 7 氏による集大成版であります

A 5 判 478頁 特 製 図 入 ￥1，200 干120
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は し が き

新年おめでとうどざいます。

今年も建築界は多忙な年であると予想されますが，各

位のど健斗をお祈り致します。

さて本誌 195 9年 ? 月号f [ . i建築設備裏話J ｾＷＱ［＠ 1 固とし

て衛生設備ねを掲載し，今回は第 2 回として空気調和設

備1誌をとりあげた次第であります。乙れは 12月号κ 掲載

の予定でありましたが，都合によって本号にのせる乙と

に致しました。

近年空気; J l ，J l ' 羽設備の発達と普及は突に目覚ましいもの

がありまして，小は家庭用の小規校なものから，大は都

心の大ヒソレディング，あるいは工業用の大装置に至るま

で，広い範囲にわたっ ていろいろの用途に供せられ，わ

れわれの俄W，能率，製品の向上などに多大の貢献を果

してまいりました。

今回空気調和設備筑を出すに当って，関係各方面から

京; 重な体験談をお寄せくださいましてま乙とにありがと

うどざいました。内容も多岐にわたりそれぞれ武重な資

料でありましたが，工業用空調設備や特殊なものは割愛

させていただきました。あしからずど諒承くださし、。

なお，乙のほかにもいろいろと裏話になるような例が

どざいましたら，編集委員会までお知らせくだされば幸

です。

第 1 話

空 気 も 只 で はない

汗と挨にまみれた都会地の王f Wζ ， i居ながらにして

高原の涼風」という文句で冷房装置を主伝されると ，大

へん魅力的ではあるが，そう簡単にはまいらない。

早い話が，都会の空気は高原、とは比較にならないほど

に汚れている。乙れを清浄にするためにエア ーフィルタ

ーが伎われている。丁度絡を張って魚を捕えるように空

気中の盛を捕えるものである。グラスウール，メタルウ

ーJ レ，プラスチック，紙などが用いられている。鉄網ま

たは銅網を使って，自動的に洗総される機構にしたもの

が7 J レチパネルエア ーフィルターであるが，所詮は網で

ある。網目をくぐり抜ける塵までも捕える乙とはでき な

し、。

そ乙で，もっと小さい座まで，とらえようとして作ら

れたものに屯気集堕器がある。鉄片が磁石に目立い付けら

れるように，fE極板K 塵を吸い付けようというものであ

る。
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と乙ろが，乙れが滅法高価なもので，無塵室などの特

殊な用途以外にはあまり使用されておら ない。

しかも，それらはすべて一度設備すれば後は万事 O .K.

ではない。取り換えたり， 洗った り， 常にき れいに して

おかないと完全に働かない。空気にも金がかかるゆえん

である。以下エ アー フィルターの話である。

その 1 ある百貨庖の話。玄関で下足を脱いで悠々と

貿物を楽しんだという話は，もはや前時代的な語り主主で

ある。今や毎日何万もの下足が行き来するマンモスピル

である。エア ーフィルタ ーの捕える陸もまた多くなる。

ある互の初め， i今年はどうも冷房がきかないように思

うから見てほしいJ との乙とで，早速参上， まず機械室

を見れば冷凍機に異常はない。送風される冷風温度も予

定より低い。どうもおかしいと思いながら空気調和機の

吸込側を覗くと ，そに据え付けてある エアー フイ J レター

がすっかり塵挨でつまっている。

空気が予定量流れていないのである。すなわち，風

が不足して冷房がきかなかったのである。

その 2 ある建物の空気調和機を設置したとき ，主ダ

クトの位置や天井の高さの関係、で，普L通とは逆にスプレ

ー室，冷却コイ J レ，加熱コイルの後に 7 J レチパ才、 J レエア

ーフイ J レターを据え，送風機吸込側につないだ。事実，

現場の納まりもそうした方がよほどすっきりしたものに

なった。竣工が冷房手節の直前κ 当っていたので，直ち

に使用したが，冷房装置としては何等問題はなかった。

やがて冬と なり，暖房装置として使用 してみると，室内

吹出空気に何か変な臭気がある。

いろいろ調べた結果，エア ーフィルタ ーのフィルター

オイルのせいではないか ? という乙とになって，油を種

々取り換えてみたが，どうしても臭気が消えない。つい

に，思い切って大改造の末，エア ーフイ J レタ ーの位置を

変えてスプレー室の前に置いたら ，その後長気は全然出

なくなった。加熱コイノレでl段められた空気によって， フ

ィJ レターオイ J レが一部蒸発し，吹出空気中K 混じってい

たものとわかった。冷房の時は，通過空気が低温だから

オイルも蒸発せず，臭気も出なかったわけである。改造

後は冷 ・熱 コイJ レも， 挨から保護されて， 結果良好と な

ったが，うっかり気を許す乙とのでき ない例である。

第 2 話

標 高 と 温 度

地球の上では高さが高くなるほど温度は低く なる。赤

る

J  



.  ， 

ー.  

道直下にあるキリ 7 ンジャロの頂に雪が見られるのも ζ

の原理による。

と乙ろが建物の中では，乙れが反対になる。高さが高

いほど，床よりも天井の温度が高くなる。高い吹抜を持

つ建物では乙れが顕著にあらわれてくる。乙れが問題で

ある。

ある劇場が竣工した。冷房完備の宣伝通りに，快適な

ー互を送り ，結果は上々と一安心。やがて正月を迎える

乙とになった。呼び出しを受けて，何事だろうとお伺い

したととろ，次のような乙とであった。

冬季になって暖房をはじめたと ζ ろ. 1階客席では丁

度よい温度になるが，上の階では暑くて仕様がない。

時まさ lζ 正月 ，超満員の客である。最上階の後部では

ワイシャツ姿になってもなお汗が出るという始末であ

る。つまり ，下は温帯， 上は熱帯，という乙とになる。

夏の場合，最上階は天井からの熱負荷のために余分の冷

風を送る。冬になって互と同じ風畳では暑くてたまらな

い。否その部分だけ送風を止めてもまだ暑い。

対策として最上席は普通よりも j昆度の低い空気を送り

込まねばならないのである。

第 3 話

病 気 と 熱

建物IC生命があると考えると，病気にもかかれば老表

もする乙とになる。

外壁の風化や雨漏り，床や壁の損傷，配管の鈎やスケ

ーJ レ，電線の老化，ポンプの磨耗などがそれである。

乙乙で取り上げるのは一種の伝染病である。

突然高熱を発し次々に組織を侵していく。放っておけ

ば命取りになるばかりでなく他にも蔓延する。早期発見

が肝要。処方は，まず冷やす乙とである。

その 1 ある建物で，竣工後 2 年目の新春を迎える乙

とになった。例年K ない厳しい寒気のためにボイラーマ

ンはフルにボイラ ーを焚いていた。午後退く突然室内の

空気吹出口から煙が出てきた。すわ大変，と取りあえず

ボイラーの火を落して火元の調査に取りかかったがど乙

にも異常'はない。思案の末，乙乙ぞとばかり煙道と風道

の交叉部分の保温仕上を破ってみたと ζ ろ，果せるかな

黒煙が吹き出してきた。

乙れは，煙突の位置および風道管の配向上どうしても

風道と煙道が交叉して重なる個所ができ ，しかも天井高

が低いため除問をあける乙とができず，火災を心配して

両者とも岩綿で保温したまではよかったが，ダクトの仕

様がプラスター仕上になっていたのでラス ，モJ レタ J レの

下地に野地板を用い，交叉部分を一体に仕上げたため，

野地板が過熱して黒焦げになったものと分った。善後策

として，野地蔵を取り払い，煙道は石綿板を巻き ，ダク

トと煙道の問に隙を作ってやれ一安心という次第( 下図

参照)。

その 2 ある建物の地下機械室にある既設空気調和機

の改修工事中，地上階の空気吹出口から煙が出て火災ベ

J レが鳴り，やがて消防署員がどやどやとなだれ込んでき

た。改修中の工員たちも火元がわからないため，ただう

ろうろするばかり。よく調査した結果は，空気調和機の

外側は普通の通りに50 ミリ炭化コ J レク張りの上プラスタ

ー仕上になっていたが，溶接の熱のため炭化コルクがく

すぶり相当範囲燃えていた。送風機は止めていたが，乙

の燈が風道管を立ち上って室内に出たものとわかった。

仕上げのプラスターをあち乙ち破り，火元を探って消火

につとめたが，容易lι 消えないので大騒ぎとなったので

ある。

附記 保温材からの火事は，工事中あるいは竣工後の

改修工事中しばしば起っている。特lじ昔のようにテック

スやフエ J レトを使った場合，僅かの火が数時間を経た後

大事をひき起す乙とがよくある。保温材ICは燃えるもの

を極力使わないよう K したいものである。

またダクトに保温材を止めるための銅鋲も今までは半

回付けしたものであるが，最近の接着剤の進歩により ζ

ｅ 官 ｾｦｦｪ (J) !II;・慾図

聖型巳 型空

改造后のｾ～絵図
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れにかわるようになった乙とはありがたい乙とである。

その 3 乙れは毛色の変った話であるが，乙ういうこ

とも起 り得るという実例であ る。

ある建物の活字溶解炉の排気ダクトから猛然と煙が吹

き出した。消防車が来たが，ど乙から消してよいのかわ

からない。結局，風道管を破って注7J くして消火する乙と

ができた。後になって種々検討した結果は乙うである。

溶解炉の排気フードに雑巾をぶら下げて乾かしていた。

乾いた雑巾が風道管 lζ 吸い込まれてその途中 lζ 引っかか

り，溶解炉の排気で燃え出した。と乙ろが，そのダクト

l乙一部テックス張りの断熱装置を施してあったものが中

の雑巾 lζ おつき合いをして燃えたというわけ。はなはだ

厄介な出来どとであった。

第 4 話

重 役 室 と 水

先の衛生設{ J i I I 1誌でも漏水による苦労 話は多々 あっ た

が，空調設備においても同様で，乙の悩みから容易iζ 解

放されそうにない。建物に水は7不可欠であるが，やはり

苦労の種ではある。

その 1 竣工期日を数日後にひかえたある建物では，

最後の仕上lζ 大重であった。温水暖房装置を試巡転する

ためパイプ le 7 1 < を張る乙とになった。案外時閣がかかっ

て満水は夕方に な ってしまった。もちろん配竹はたびた

び水圧試験をしてあったが，念のため一応点験し大丈夫

と見て引 きあげた。翌日職長以下一同朝からボイラ ーを

たき試巡転をする予定で現場へ行ったと乙ろ，さあ大

変，重役室の出入口から琉れ出した水が廊下までたまっ

ている。早速鍵をあけてもらっ て入 ったと乙ろ，大事な

ジュー タンも水びTこしで，一同大目玉を頂戴しサンザン

な自にあった。ラジエターバルフ. 取付部からの漏水であ

ったが，その部屋は前日仕上げも掃除も完了していたた

め鎚がかけてあり，まあし、し、だろうと点検を怠った報い

であった。

乙れに類する乙とは，場所と漏水筒所を置き代えると

枚挙l乙いとまがないくらいあるであろう。

満71 < は午前中に行なう乙と。 トラフツレが起乙っても午

後処置でき て大事に至らない。水はいくらなれていても

やはりこわいものである。
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第 5 話

招 か れ ざ る 客

空気調和設備は，われわれの住む建物の中を25さや暑

さから守り ，かつ快適な状態lζ 保つ乙 とを目的として発

達してきた。快適さを感じる各要索は，一般にはいわゆ

るわれわれの五感によるものであっ て， 形や色彩，明る

さ，温度と湿度，においや音響などである。

乙れらの中で，最近かなり関心をもたれるようになっ

てきたものに替がある。

音には，窓志や信号を伝えるためのもの，娯楽や盟主JS

のためのもの，全く必要のないものでできるだけ小さく

なってほ しいものなどがある。最後のものが問題になる

のはいうまでもない。乙のうち，厄介なのはダクトを通

ってくる音や機械そのものの音である。空気調和装置の

副産物で招かれざる客である。音を消す乙とができても

同時に空気が流れれなくなったのでは，角をためて牛を

殺すたぐいである。空気の流れもよく，場所をとらない

でしかも安価な消音装置はわれわれの切なるねがいであ

る。

その 1 ある建物の空調設備を施工するに当って，送

風側は送風機出口 IC消音ボックス，途中ダクト l乙はセ J レ

型消音装置，ア ネモ型吹出 口手前にも消音符と相当入念

lζ 消音を考慮したつもりであった。

さて竣工してみると，意外な騒音IC驚いた。調べてみ

ると ，還気用のl次込ロ金物からの音である。 ia気シャフ

トを通じて地下機械室の音が伝わってくるのである。そ

乙で地下室のファンを止めてみると，余程少なくなった

が，まだ消えない。今度は，還気シャフトに同居してい

る排気ダクトを通じて排気ファンの音も出ている。給気

[ ( は注意するが，辺気はついゆるがせにするという盲点

を街かれたトラフツレであった。

まさに， r往きはよいよい，返りは乙わい」である。

その 2 ある ｉｾｉｊ 場の工事を実施した時のことである。

排気は排気口を設けて自然、排気とし，給気l立送風機をl決

写室[ ( 隣接して設け，天j 十哀lζ ダク トを走らせ，アネ モ

スタット型吹出口より送風するようにした。送風機の騒

音は，防ｾ装置はもちろん壁，床のコンクリートも厚く

して，充分遮音できると思っていた。さて運転してみる

と，天井の吹/ L ¥口から相当うるさい音が出てくる。吹/B

口の部分 lζ は消音擦もつけてあり曹乙んなはずではなか

、.

ー

‘  
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ったといろいろ調べてみたら ，祭貫通のダクトが最初予

定していたよりも小さくなって，その部分の風速が非常・

に早くなっている乙と，送風機と吹出口の距離が短かい

ため充分消音できなかったととのこつの原因によるもの

と思われた。

1JWi 盈では，その大きさの問題でしばしば建築構造s[l 1

と設備側とが相反する立場lζ 立つ。ど乙まで無理できる

かはむずかしい問題で，無理をし過ぎると竣工後l乙トラ

ブ J レの種をまく乙とになる。当初lこよく打ち合わせて最

苔の案を見f L ¥だしたいものである。

その 3 ある工場の食堂の暖房ーにユニットヒータ ーを

設備した乙とがある。この種の食堂は夜間娘楽室l乙兼用

される場合が多い。ある夜，乙乙で映画会を催したと乙

ろ，ユニットヒ ーターの騒音が高くてトーキーがさっぱ

り聞きとれないと，苦情が11¥た。

e  騒音の問題は，メーカーとともにわれわれにとっても

大きな課題だといえよう。

屋んど

話

と

う
屋

n

h

u

 

し

第

す

』 .  

すし屋がうどん毘lζ 変ったととろで， 一般には洋食堂

が中華料理を始めたぐらい1[. しか思われないかもしれな

い。と乙ろが. 空調設備では前者ははなはだ苦手であ

る。特lζ 貸ビソレの地下食堂で，竣工間近になって乙んな

変更があったならば頭の痛い乙と，薬をのんだくらいで

なおるものではない。なぜなら，うどん底では常時，麹

鍋1[， は湯がたぎっている。だし鍋も泊めておかねばなら

ないし，客の注文によって玉子とじもあれば天ぷらもあ

る。冷尻ー負荷が何倍にも増えてくるのである。繁昌すれ

ばフル操業にもなろうし，冷房も換気もあったものでは

ない。

せまい天井のふと乙ろの中を祭貫通で通してきたダク

トを，負荷が増えたからといって何倍にも大きくするの

はｾｊｩ単にできる乙とではない。排気も同じである。

総理をしておっつけてみたと乙ろで，1 m理は総理，後

々まで苦情を聞く乙とになる。

乙れは，食堂の諾だけに限らない。克! 苫が喫茶庖 lζ 変

ったり，事務室が美容室K なったり ，IBM を設けた場合

にもよく起乙る乙とである。

もっと早くからわかっておれば，その変更に応じて打

つ手もあるが，その時期を失すると，もはやどうにもな

らない場合も起り15 るので，建築主lζ も充分理解してい

ただいて悔を後々まで残したくないものである。

第 7 話

強 制 立 ち 退 き

清潔整l 1 ! i 1 は工事以のモット ーである。毎日生ずるおび

ただしいゴミは，その都度清婦され， ) 笠びi ! '， される。

と乙ろが，中には素直lとそれに従わないものもある。

人の自にも止まらぬ小さい彼らは，やがて風道代の巾 lζ

安住の地を見出すのである。毎日少しずつ避難してくる

のが，長い工事期間では馬鹿にできない盈になる。

やがて台風シーズンがやってくる。工事竣工の口がそ

れである。いやおうなしに強制l立ち退きをさせられた彼

らが，乙 乙でまたひとあばれする乙とになる。

ある l#¥'?，' 機械室が完成して空気浦和機の送風試験をす

る乙とになった。送風ダクトを試巡転する場合( 乙，相当

: ! i ! : の. @. 1j : が空気とともに吹き lL ¥してくる乙とは，われわ

れ工事担当者なら何回となく経験している乙とである。

そ乙で，ガーゼの袋を用窓し，すべてのl次i ! ' ，口や吸込

ロ1[. 取付けて機械を挨から守るようにして送風試験全行

なう乙とにしていた。と乙ろが，どんな下巡いか，深夜

人のあまりいない時1[. ファンを動かしたものだから，挨

は広い室内会而{ζ ，機械の上lζ も床上lζ も，一而! こまき

散らされてしまった。J m挨を極度に嫌う精存i機械である

だけに始末が怒く，翌朝はさんざんお目玉を頂減した。

はじめて送風するときは，万全の準備をする乙との必去

さを，乙の時ほど身にしみて感じたことはなかった。

第 8 話

ク ー リ ン グ タ ワ ー

を三三三ユヲ

最近，地下; j ( i J j j ¥、の澗渇や，地盤ちt下が問題化するにと

もなって，冷凍機の冷却用水もクーリングタワーに依存
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する場合が多くなってきた。と乙ろが，クーリングタワ

ーを招え付ける適当 な場所がなかったり，場所があって

も思わぬ トラブルを引き起したりする乙とがある 。

ある 5 階建の建物にク ーリ ング亨 ワーを設置する乙と

になった。乙の建物は，一部 2 階建の部分があり，フラ

ットルーフになっ ているので，配管の長さなどの点から

考えでs 用も安くなるので，乙のフラットルーフにクー

リングタワ ーを据え付ける乙とに決定した。

やがて運転を始めると，間もなく ，隣接の建物から苦

情が持ち込まれた。乙の隣僚の建物は冷房設備がな く，

従って互は窓を開放している。風向きによっ ては， クー

リングタワーから排出された高温高湿の空気がその窓か

ら入ってくる。その上送風機の音も大きくて大変迷惑す

る，とし、う。

結局 5 階の屋上に移設して解決 したのであるが，その

建物では一番都合のよい場所であっても ，周閣の状況に

よっては恩わぬ支障を来たすという一例である。

第 9 話

ピ ル 病

ふ三ど主主主ー

冷房装置が急速に普及するにともなって，ビノレ病とい

う新語があらわれてきた。

冷房装置のない建物から ，冷房装置のある新しいヒV レ

l乙引越した場合などにかかるといわれる。

体がだるい，午前中はま だよいが，午後になると頭が

重くなる ，疲労するというのがその症状らしい。

医学的な乙とはわからないが， 住みなれた窓を開け放

った部屋から，密閉された新しい都度への環地の変化に

よる ，精神作用もあると思われる。

乙んな場合lζ ，科学的な方法によっ て室内の炭酸カe ス

: l J 1や，臨11二，細菌などを調査し，充分安心感を得ても ら

うよう努めるのも ，乙れからの建物lζ は必要な乙とであ

ろう。乙のよう な実例 fL l 時々出くわすので，乙乙 iζ 取り

あげたゆえんである。

×  x  ×  

×  ×  ×  
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第 10 話

地 下 室 の 声

建物は生きものである。よく手入れをして天寿を全う

したいものである。滅多に故障しないものもあれば，故

障を起し易いものもある。

衛生設備や空調設備は故障の率の多い部門である。放

置しておけば必らず故障を起乙すといっ ても，過言では

ない。そのために保安員が必要になる。大抵は地下室を

根城として，日夜縁の下の力持ちの役を果している。乙

乙からの声も多額多様である。装慌の進歩とと もに少な ，

くはなって も，な くなる乙とはない。

最後にその一例をあげよう。

その 1 ス ペ ー ス

まず第ーに，点検や取替を能率的に行なうために適当

なスペースがほしい。エア ーフイ J レターの洗浄が充分に

できない。モーターが損焼しでも取り出すのがー苦労で

ある。パルプが乙われでも取り替えに行けないなどであ

る。

作業が非常にやりにくい乙とは辛棒するとしても，殆

んど作業不可能の場合は全く図りものである。

その 2 点 検 口

保守のための点検口がついていない場合，後から切り

取って設けなければなら ない。 できるだけ多く最初から

つけておいた方が便利である。たとえ最初からあっ ても

その位置や大きさが作業に適切であるかどうか，いま一

段の研究が望ましい。

その 3 ダ ン パ 一

風B 調整ダンパーや防火ダンパーは，一ー度調整すると

後はあまり動かす乙とがない。だから，それを動かす必

要が生じた湯合に満足に動くのが少ない。それも点検口

があって，作動部の構造などが簡単に見られる場合は別

として，ほとんどは隠蔽されて，ハンドルだけ出ている

のが普通である。鈎びない材質で作るか，構造上注油で

きるようにするとか，留意していただきたい。

その 4 環 境

油lζ まみれて働 くのは，われわれの役目だからいいと

しても ，ピ J レの心臓部であり ，われわれの験場である機

械室がもっと明るく ，清潔で衛生的であったらと ，他と

比べてつい! & 痴も出る。明るい照明，俗康的な環境の下

では宇野持つ手も軽く，機械の手入れも気がすすもうとい

うものである。いろいろ事情がある乙ととは恩われるが

お願いしたい乙とである。

可・
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設 計 部 門 は 分 離 す べ き で あ る

浪 曲 講 談 κ 1 2 足のわらじをは

く」という乙とがあります。有名な

国定忠治の物語にもあるように山形

屋は十手とやくざ稼業を兼業し，種

々非道な行為をして忠治に乙てんと

てんにいためつけられる話がありま

す。乙の例を現在の建設業者の設計

と施工の兼業にあてはめるは当を得

ないかもしれませんが，それに似た

乙とがないとはいえません。

建築士法が制定された際 fC，その

大きな効果のーっとして

「建築物の設計は建築士K ，工事

の実施は建設業者( C と，おのおの立

任の所在を明確にする ζ とにより相

互lζ 不正過失の防止を図る乙とがで

きる。」

というととが考えられます。もし設

計，監理，施工の三部門に分離する

乙とが建築の実施について最上の形

態であると考えられるならば，建設

業者の相当数が 2 足ど乙ろか 3 足の

わらじをはいている と断じても過言

ではないと思います。

あらゆる企業がその窮極の目的が

利潤の追及lζ 帰する以上，設言! と随

工部門が同一企業体K 存在するとい

う乙とは根本的矛盾であり ， またｾ

築士法の精神を否定するものであっ

て，いかに建設業者の組織において 建築士の中にはいわゆる先生と呼

設計部門の他lζ 干渉されない独自の ばれる建築家もいます。そして世間

体制を整えても設計の自主性という からもその価値を認められてはいま

乙とは絶対iζ あり得ないと思いま すが，しかし大多数の建築家が十把

す。
ひとからげに土建屋といわれるのは

近代性をもっと恩われる建設業者 世間の誤解や認識不足ではなく，す

ほど設計部門が充実し，なかなか優 ベて建築家みずからがその種をまい

秀な設計技術者が多く，時 fC! ま建築 たのであります。

学会払・を授与されている現状から見 せっかく建築士法が制定され，建

ますと，建設業の将来のあり方が設 築士fC対する保護的政策を国家が考

計施工の ｾｲｴ 営であるかのような錯覚 慮、してくれているにかかわらず，建

lζ 陥ります。
築士の地位が低い乙とは，建築全体

大手筋の業者の場合l乙は工務監督 がいまだにが] 時代的な感覚で個々の

の制度があり ，設計施工の工事に対 企業の発展ばかり考え，大乗的立場

してはその監理などについて相当留 から全体を考えるという乙とをしな

意されていますが，線本的矛盾をも い，社会的政治的関心の締約さによ

っている以上，それは単lζ 表面をど るのではないでしょうか。

まかしているにすぎません。
建築は総合技術であります。芸術

一流の大手筋業者といえども，設 的要素もあれば純工学的要采もあり

計施工の工事を契約する場合，設計 ます。作家と称する建築家もいれ

料を注文主K 対して要求しているで ば，建築屋もいます。やくざも i O

しょうか。すべて営業資利潤の中に 0 組」と称して石板lこ土建業とあれ

含めるのが現状ではないでしょう ば，われわれの仲間でないとはいえ

か。建築士の社会における地位が， ません。 作家と称する人は芸術家の

社会 lζ 対する重大な使命立任をもち 仲間にはいると考え，施工業者は主

なが ら依然として現皇室土，美容土 と ｾ屋と称しています。これほど多感

たいして変らないという現状が上記 多様な要ぷでできたものは他lζ もそ

の事柄から起因する一つの要素とな の例をみません。乙のために建設業

っているのではないでしょうか。 全体の育iJ 時代的である乙とはある程

建築思得制附定一一- f 〈GDA.L)

剖1. . 1- 回. ，' 7

日本住宅公団・ 4五五言御指定 ff22VJJ E  

む を 山 製 作 所 itv; 王立

大阪市策定 ＱＱＱ 区三 ｊ 鯉 ｾｴ 通四 丁目 電 ｾＡ Ｈ ＳＷ Ｉ 3117.  5  
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度いたし方ないと思います。 施工の分離という乙とはさして困難 m: の観念的設計より脱皮する乙と。

話が長くなりましたので結論とし でないと思います。
4 .  市井にある個人の建築の認可

て申しますと，広範囲な要素を含む 最後に上記の事項に関連して具体 の手続を代行する工務庖の( 乙の場

建設業界においては，その各自の立 的事項を2，3下記K 述べてmをおき 合活主または少数の従業員l乙て構成

場から考えると利害，得失，いろい ます。 されている) 質の向上を図り工務応

ろ問題はありますが，全体の進歩発 1  大手筋建設業者は徐々に設立 l の代行せる確認通知告の建築物の設

展のためにはあらゆる立協の人もみ 部i門を独立せしめ第 2 会社として日IJ ::nli もちろん監理まで背任をとらし

な大同一致して進むべきだという乙 途経営とする。
めもし，完成の段階までに施工面lこ

とです。その一つの例として，標j題
2  乙の問題と少し性質を異にし 不備不正ある時は工技)6も胞工業者

に掲げました「建設i背負業者におい ますが，大学の先生の設計を閑家的 の述帯立任とし. 悪質の場合は免許

ては，設 J¥. ｾ部門は分離すべきであ 競技設計，公共建物の設計ーなど，学 の取消と処罰を厳にする乙と。

る。」
術研究上必要と思われる部門に限定

5  4 の問題と{ 井行して処 :jij は厳

極端にいいますと， I法作により し，一般設計業界を刺激しないよう にする反面その工1 $ 応または建築士

m設業においである程度以上の工事 自粛する。
事務所の権限を認め，住宅金融公庫

の設計施工の兼営を禁止すべきであ 3.  在来の製図板と T 定規と参考' 融資住宅の中間検査は姶築上のli(li 認

る。」という乙とです。 関4219のみの設計事務所の現状より脱 をもって乙れを認め，家屋の登" 己仁1
1

近時急、;iili !ζ 進んだと恩われる建築 却し，大学の研究室，工学系研究所 請の際も建築士の竣工確認をもって

技術が，その胞工面に制約されない とタイアップし，また設計会社が共 できるよう lこするとかして現在の建

理想の追及という純設計函の進歩 !C 岡山資して設計の研究所を設立し， 築主事の権限を大巾に移譲し，建築

起因すると乙ろが大きいとするなら 基礎的計画研究から椛造実験，設備 主事は乙れら建築士の指導而にノJ を

ば，また近i時H況に恵まれている述 実験と ， 年々高度化されるｾ築のＧｩＱ そそぐ乙と。 34 .1 2. 1.

設業界の現状から判断すれば，設計
の実際的裏付のため，在来の紙と鉛

( 神戸大学施設尽勤/ . $ )

111111111111111111111 111 11111111111 1111 11 111111111111111111111111111111111 11111111 111 111111111111111111 11111111111 11 1111111111111111 1111111111 1111111111111111 11111111111111111111 11 11111111111 111111 111111111111111111111111 111111 1111111111 1111 111 1  

¥- ;  flj 心 |

「アパートビルの手引」

編 集 - * 京 建 築 士 会

許 行 抜 報 堂

5 版 75頁 定価 ＲＵＰ ｰｾ

「商庖街の新しい構成一 日本住宅公団の

市街地アパート図集」

編 集 日本住宅公団計画部

発 行 住 宅 問 題 研 究 会

s5変型i前大j仮 総 ア ー ト 紙 126頁 定 価 600円

市街地再開発lζ 関する一方策とし イフ¥根本計画のあり方を，第 3 Jii:

て住宅を併用併存した建物が随分廷 では現在の実際の資金借入の方法を

てられるようになった。 知 4 訟では平面計画，立函3十函，檎

その手引舎として「アパートビ J レ 造計画，設備計画について詳述して

の手i 51J ， I商庖街の新しい構成ー いる。別に附 [gj として実施の写真，

U本住宅公凶の市街地アパート凶 平 llii 図が付今されている。

ｾｾｊ の Ｒ 冊が刊行された。 資金調i主についての詳細な説明は

「アパートピルの手引」はアパ一 一般建設希望者，工事関係者 !C充分

トビ J レなる新用語を造り山してい な資料であり 4 容における各種JI

る。本持は 4 辛からなり，第 1 i 同氏 国，特に椛造計闘についての詳述は

冷では，この程アパートの沿革，公 この種建物設計者にとって現在まで

' : ; 5; ，公庫，公凶などによる実施の状 資料不足であっただけに恰H のもの

況，第 2 J ; 1 : では関係法令，各種のタ である。編者は大学，設計事務所，

72 

各官公団体の直後担当者である。

I U本住宅公団市街地アパート凶

集」は公団が現在まで lι 実施した都

心部の庖舗事務所付アパートの全国

全建物を美麗な図版， :'Ij :μ で 紹 介

し，仮営業などの実施状況も写μ で

説明している。発足当初 より現在実

施中のものまで進歩のあとがうかが

われ，良い点，惑い点をそのまま収

録し，将来の建設計i I Di.(i 'にとっては

無駄の繰返しを省き，より良き建物

を建設するための手引となるであろ

。

・
内
ノ

市街地に建てられる) ，5 舗付アパー

トが一般人にとっても建築家にとっ

ても充分検討される段階 lこまで来

た乙と，そしてそれを通して将来の

再開発にまで結びつける努) ] がなさ

れだした乙とは充分注目に値する。

この2 香 は そ の き っ か け と な る で

あろう。( 住田昌二 34. 12 . 1. )  

l師;g 公岡市街地アパート凶!nは公団各支所

( 大阪支所住宅金 jjlij ，l ' . I ! ) でも取次いで

おります。
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工 事 別 建 築 材 料 集 成 補 足 ・ 訂 正

"  .. ，・ 111" "1111" '1' "  .. ..111' ・'111'" .1. '. . . . "11' .  . .1111・" ' 1""11111' ' ' ' ' '111・"... "..，. ....・111' ....'111・，.. " . 1 ・IHJ J I 白 川 IJt I・..."・，....，叫"， ・1111'.... 1・吋 1・111" " 111' 白0 ・.' ...，W ・' III" .. . J ' " ，，，叶1111' ・1111..... .' ド吋11111' 叶“ 111"' "

ｾＺＮｴ［ ｬｉｰ，下｛Ｑ Ｓ Ｍｬ ＮＧＮｦ ｬｬ 月号の「工 Ｇｊ［Ｚ｜Ｉｉ ｊ 建築材料集成」に，関係ｾＨＧｊよりお ＱＱＱ ;1¥がありましたので，とりあえず下心のとおり

たわびかたがた補足 ・訂正します。( J IKi イ、|司)

<  E : 防水工事用建築材料> につぎの 11'1j払l品?アノヘ1をi迫[ι})リj加IJ[川[ 1します。

キオ 質 規 格 特 徴 製 造 業 者 ・ 取 扱 業 者

E070  ドッグ印 11-1 ]I S 規絡 i 米 X 21米 22む品， 301活品

|  アスフ アルト 。新 ]I S m絡 11 35Iti;仏 451注品

!  ルーフィング類 l

E071 Iメルタイト | 告通 l レーフイングの表面に| 散布する主 l扮を廃し， ァ

ルーフ イング スファノレ トの後; 主主をli(ii ゴごにするため，硬度のアスフ 7

! ノレト微粉を撒ギIJせるもの。

1  1 米 X 21* 30む品， 35li.t 品

K. K. 工英社

K .K .工英社

E072 ，砂付ルーフィング l ノレー フイングの表 Ill ¥を砂上げし， アスフ 7 ) レトの風 化 I K .K. 工英字土

I  I を防ぎi耐久力を刑大せるもの。

11-1 J I S 規格 ( 1 米 X 10 . 5米 30低品) ，新 J I S 規格

( 1  * X  10 .5米 40庖品)

E073 1 アスフ アルト

ファブリ ック類

Eり7'1 キンマレアタイト

綿布， Z立麻布， i' 1JM;イli をアスファ ノレ ト加 工 し た も の K. K .工英字土

『で， ｩｊｾ目 ｬ こ千百，むしである。 製品は， コッ トンファフ リ片

ック，へ y ν ャンファブリック， I訂版t ファブ リッ クと |

称す。 I

特殊黄麻糸に撚りをかけて抗張ノ1を閉すと共に JJ; (糸の 1 K. K. 工英社

太さを経科i均一に製織せる j点.(ri に，アスフアルト加工 ，

し，関目整 JEなる j: r - 色を持ち，アスフアルトブァブリ'

Ｗ ク類の故高級， ｾｩＶｯ 1米 X;:;O米 = 時 陥 米 !  

ぞ い 屋 根 葺 ・ 壁 張 工事 用建築材料> の石綿製品に つぎの尚品れを追加します。

大阪， ｉｪ 阿 Ａ ｾ灰樋 ｩ 迅 ＹＭＲＴ
(66)  8861， 8862  

IG60 字部ス レート 石綿スレート。大t此小波. 江ji 板あり。 宇部ス レート工業K K 大 阪 営 業 副

大阪 rlj 旭区大出回J l - I03 1  

(33)  4984， 5146， 4272 I  

L :  建具工事用建築材料> に つぎの Il' H品

ｌ ＰＱＳ 近 車プレスドアー 中高 ｊｾｩ 栓築川島 ［ ｩ ｪ 怒ＡｌＮｩｩｬ ｯ LI 本住宅公凶納入の標準型ドア 1近畿車輔K. K

- ( K D  391盟) では司高 さ 1，800m m， liJ 800m mでー

シリンダー鉱， 安全 ｾｲ ｩ， 司見: 各 郵便受けがついてい

布施 rli 総本1- 1 (72)  2231- 7  

るo {riJ A 試験l i よれば， ＵＰＰ ｫ ｧ の悩でも絶対日 目 ｉｾ ｊ ィ、 ｼ

能とはならなし。

Lul 9 M.K.K 印 松: 準型はボー Jレ・ローラ一入 り. 詩 300 ＨＡｪｬ後 ＵＰＢｾｉｉＩ ， K.  K 三谷製作 所

書 -100 (1Ii 1壬 60うも.， ) 者 500 ( 半径 70協) 悉型の 3 極 Mf ｉｾＨ 都足立区＿与野田 ｉ ｊＲＱＸ
(88) 4048， 4239 ， 

ドアーハンガー

頼。 トラッ クレールの接続はずれ、はず れがない［ｪＧｊｲ ｾ員 |  

枇 外 側 ト l似

66氏の 「銅製建只のX :(j ?'u 欄にっさの j主将を追加します。

近う民主主綱K. K. K. K. 汎建製作所 大阪建材工業K . K.

布胞 ili 続本1- 1 ( 72)  Ｒ Ｒ Ｓ Ｑ ｾ Ｗ＠ 大阪 ￯ｬｩ 此佑区恩 ｮ ｊＺＮｬｾじ之 ｉ ｈｊｬ Ｑ (46) 2903， 4461  大阪市尚区丸all 右衛1"] 町21 (75) Ｘ ＳＶ ｾＸ ＳＹ＠

67μ の「ド アハンガーの業者名 ! 側につぎの業者を追加し ます。

K. K. 三谷製作1ft 点以都足立区高野町218 (88)  4048， 4239  

118.i:.t所;1まの「家具メ ーカー」の業者名側につぎの，%:.(j' を追加します。

大和工業K . K 大阪 rl i刷 4区野口: W: 之町3 - 69 ( お) ＴＴＷ Ｕｾ Ｗ ，＠ 3667  



< 0 : 内装工事用建築材料〉墜天列ニ仕上げ材lこつぎの商品名を追加します。

引

|
一

0 183 

材 質 規 格 特 徴 | 製 造 業 者・ 取 日 者

ファンシーパネル | ラワン耐水合板の表面同地産，外岡産の銘木化粧単! 朝日特殊合板K. K

|板をオーバーレイした化粧合板。ウオーノレナット ，チ I 'i 暗 所 大 阪 市 東 民 主 明5丁目7

1 ーク ，ゼヴラ ， レオ， 1 ) ; A，クルミ ，ナ ラ，タモ，ス | (m m，M. 4 ω 4， 3888 

1 ギ，ヒノキ，セン，ラワン白 ・赤などの杢日，柾円が 1 工 場 些 'j'; 打大ZV13?6，mぉ

| あり ，単板の厚みは (0. 3務 - 1 務) ，合板I ' l - みは 3':弘1

Ｑ Ｔ 務 Ｖ 務 Ｙｾ 第Ｂ， 12' %，. .... .etc
o  

ｾｊｾｴｴ サイズは Ｑ ， ＸＲ Ｐ !  

Ｑ Ｇｾｾ ， ｘＹ ｌｏＧ ＮＥＢ＠ 2 . 430務 X l ，230弘 特 別 寸i丸 岡 市 ， 現

す場寸法取合せも可能。 I

、必

Ｐ Ｑ Ｘ ｾ＠ : ファンシー 1 ラワン耐水合板を単板で化粧貼りし， その長国に V Ii Yc 朝日 特殊合板K .K.

プランク を加工したもの。一枚一枚の挽板を矧さ合わせたよう

な感じをもち，乱 lt のピッチで加工された Vi，Yiは印象!

( ( - J なアクセントそもっている。樹. f i f i ( 立ウオールナッ

ト，サクラ ， カノペチーク，センなどで，寸法は 6 務 1

X 1. 230努; X2. 430' ; 高" 6 務， X910務; X2，'t30務。

01.85 1 ファンシーピー | ラワン耐水合板の表面同 木 単 板 を オ ーバーレイし| 朝日 特殊合板K. K

リングプライ ・l' て， 7u
7

')f" ピッチ 4 ザ(.i，x 3'，%，の U j位を加工し，従来の仇

材ピーリングの感じをもたせてー隠さ訴事な感じを備

え，取付， li色工の手聞をはぶ くよう工夫されたもの。

樹極には，チーク，セ‘ ヴラ， レオ，シオジ( タモ) ， 

1

1
セン ， ナラ，スギ今ヒノキ，内ラワンなどあり 司寸 法

' 1は2 .4- 30'ルX6L O'，%，X 6 務， 1、820務" X 910務 X 6'μ。

0 186 1アサヒ銘木造作 | 従来の I1木建築の鈴木造作材ヰA 板! こて製作し，わ 朝日 特殊合板K. K.

化粧合板 UｾＮＮＮＮ，ＮＮＮＮ ｟ｖｾ｟ｉ＠ ｬＯ ｉＢ ｊＮｌ ｾｾｾＮＺｉ＠ 、日

f れ，そり，コストの点で優る。天井板，床地紋， fiiri 板，

巡視ij ，ラ ゾ' 7 ，桜板などを銘木単板でオーバーレイす

る。秘Hi J i には，枠、， ｾ会司桐，杉，桧な どの ｴｾ､ 巽ｾ，ｪＧ ，寸

法は i乏パものも製作可能。

Ｐｬ ｳＷ Ｑ アサヒ 積層 化粧材 ｩ 木材特有の Ｇ， ｾｩ ｊ れ，そり， 1111 りなどを防ぐために， ，山乙 ｾ ｉ 朝日 特 殊合 板 ｋＮｋＮ
はランバーコア一拍j凶ベニヤコアーなどを使用し，議 "

面 を 化 粧j挙板で化粧n占したもの。

0 188 1スポ ンジシート

Ｎ ｟ｾーー 一一 品 ー一一ー さ ー 圭ｾ

東洋リノリュームK .K 大阪事務所

大阪市東I買瓦町2丁目 三和ピル

α3)  ＰＳＷＵｾＹ＠

< 0  :  内装工事 用建築材料> の床仕上材 Ii.=. つ ぎの商品名を追加します。

0 1891' リノタイル

1材 質 : 街 化 ビ ニ ー ル 樹 脂 鮒IJ ， TiJ ifrl fTl  J 附 IJ

充 填friJ ，顔料，綿布。

規格 : 寸法， 111920m m，厚2.5m m， '1どきの長さ 40m。

色 極，1m地 10色。

特 徴 : スポンジ J¥:i のため際性にとみ，歩行の際足音が

せず足ざわりはきわめて快適。 j予粍」こq台、く耐薬

品 ， 耐 ｩｬｬｩ 性に唱ぐれ てい る。耐 ＺｾｾｴｬＧＮ をイ ｩ しＭ

Ir  l O
o

C  においても際性を失わな小。 -;'11燃性であ

Yi  るが耐火性に難点がある。

.，.材質 : ｩ ｊｬｩＮ麻仁 ＧＮｩ ｊｩ ｉｾ 変化疋合物 ， ロジン ，木扮，光i良好IJ ，

顔料。

規絡 : 寸法 3U3m mfij ，または 9l 0m mX 1. 820m m，J字

Ｓ ｭｭ 。色肌 Ｑ ＱＡ ｴ 地 ｬ Ｕ 色， マーブル ｉ ａｾ 。

特徴 : 程よいPli .:J J 性 を有し，耐久力が大である。! ぶ材

として松適の色彩である。耐火ｲＮｾ燃性に ＷＱ む。

ifuJ ilil ， ｪＡ ｾＮｬ 薬品性を有 ［ するが Ｎ 耐ア ｊ レカリ性に

ｾＱｦ 点あり。特殊 脱線貼りも可能。

材質 Ｚ ￯｝ｅ麻仁 ｩｬｩｬｾ 変化￭ｦｩＺ合物 ， ロジン ， コJ レク扮，充填

先1] ，顔中: ト j虫、布。

規絡 : 寸法， 111 1. 830m m
o  

f7.:l  m m， 2.3I11m.  3  m m， 

時 m m， ;) m m
o  

1 巻のk さ27 mまたは:l Om。以

様ｾ柿 Ｎ拠 地 ｬ ｏ 色，ジャス ペ， Ｑ 'E!.。

特徴 : Ｅｾｴ よい事 ｬ￬￭ ［ｊｊｴｬ ｉＺＮ を干 ｪ し耐久力が大である。催羽 ｦｾ な

色彩である。 j 己i'i を; fil らげスリッソするこ，とが

ない。 耐火刻燃性に宮む。 if耐u.討lト片‘ J打刷il川仙Ii山11し，耐: 淡県艇恥日LUil品l

するが耐耐耐iはJ アJルレカリ性{ に二難f点4あり。

東洋 リノリュームK .K. 大阪事務所

O l 90キリノリ ューム
東洋リ ノリ ュームK .K 大阪事務所



<  p :  プラスチック関係建築材料> につきの商品名を追加します。

( 従って 0 147 ロンタイノレ， 0 148 つンリウム， P 033， 10:;9 ロンプレート ， S  l:; .b コンフ ィックス沈下u己のよ

うに訂正)

‘ 唱

名 称

P悦 | ロンリウム

P094  ロンフ ィッ クス

P095  Iロンプレート

1  P096 ニュー

ロンプレート

P097 ロンガラス

材 質 規 格 特 徴

.  .  

指化ビニー ノレ製長尺床材料2..-; mmPl- x 6尺 111 X 30ヤー | 川口ゴム工業K .K .大阪営業所

ド。色 [;' 10色あり。 300ヤード以上はお好みの色およ| 大阪市南阿じ炭肺J33 (27)  4358- 9  

1 びジャスペも fこす。 j業_;j ・剤[ 立弊社製品ロンリウム籾lを

使用のこと。

l序写引山2m川 〈 伊 叫1戸灼九JIJ 0  s > . 川jμ凶 。 ぺ 色 は 比 抱 机 化 一

早嘘主，襖. つLい、たて用耳恥』化ヒピ. ニ一 Jルレ製材料。色，模織各 川口ゴム工業K .K .大阪営業所

色あり。

Ａｩ 吏Ｇｬ￭封 Ｇｩｋ 化ビ、ニＭＩレｾの原板 ， 間仕切，化粧絞用。波板 Ｑ ＩＱ 旧ゴム工業 ｋＮｋ Ｎ 大阪営業所

( 大波，11'/丸小波各犯各色あり) 。網入り波板もあ

る。

ロンプレ ー トの姉妹品。持及周波板。網入り波板も あ| 川口ゴム工業K. K.大阪営業所

り。

網入り ー理似( 鉱! 佑子，ハンマ ー，タイヤ) ，平仮の | 川口ゴム工業K. K 大阪営業所

坂ビ製ガ ラス代用品。その他工業用似もある。

<  R :  雑> に つきのil "司日，1壬追加l します。

l R側 IM.K. K 印 1 標準 型 帥iモ7端 - 30矧 型 式 I 干悶- :; il 哩，最 I ｾ ｩ ｬ ｾ 三谷製作所
!  鉄ブロック 大荷重50t . その他l住用 ，41} 用‘ 特殊荷役川市。街' [ 民 ｼ耳 Ｇｾ ｉ［｣ ｭ 足町民高野田 ｊ Ｒ Ｑ Ｘ (88) 4048.  4239 

ｪ 草花に強く耐久ノ Ｑ がある。完成品は ｪ｀￭ ＧＮｩＮｾ者試験にて安

I  I  I企 悦 附11 して小る。

＼ 訂 正 ＾ ＸＮ ｉ ｮＺ［［ｾ十般の Ｐ ＱＲ Ｑ トリギノールばトルギノＭＩレの誤りですので， Jf .ri 名とともに，っきのよう訂正しますっ

0121  I トルギノール 合成樹脂を 1:. 原料とした銀塗式の床材。優れた市羽 田本トルギノール工業K. K.

• I  、性， ifs.l倣t']: . nu- l 粍性をイT し，如何な る形状，広さにも 大 J じl何事K .K

;語紋宅円なしに』施包てできる fたこめ， 隠めて1術!it紛』付札I戸凡山j生七li が内仏jん。 色彩 lは立幻訂刊r引iい1 Ｉ大、 ｊよル問広心附川 ｾ､ｔ Ｇリ巾恥 Ｑ［い川 Ｑド川 Ｎ ｪ肌 ｊ
(94) 3012.  3013  

l dl で変色せす，適度の仰力性をもったH迎の床材。 I

< 業者名変更> 木て事および内装工 ' )HflH¥築材料の府1: 二υ

大 会株式

dロ!>.. 
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主

大阪市西区江戸漏下通 2- [7

田辺工業株式会社

篭話土佐堀@ 7437 - 9



• 、

.  ， 

戸

令

。 往 友 金 属 工

ヲド は太田ｾ ，Ij 昨 l孟! { ｾｲ＠ _  I  r  ｾ Ｑ＠ :1 Ｑ 市ｊＯ， Ｈ人 Ｈｾ ｊＡ ， 

J乙

'・
崎 山 l -" n;.." ! ; A"  ..... 

一一一一一一 指 定 rJI ill 

住 友 商 事 株 式 会 社 ) ， Wl ，J j  ;f( ki ｾｴ 品ＺＩ r  tl 2  2  i1Uto 人 以 お 自 7 8 J  
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私 Ｑ 誌の陸 ｴ 全区急患の千え術互まずに Ｇｊｾ

陶 株 式 会 社

大阪支庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座中通 1 丁目48番 地

匂 話 大 阪 @ 432 ・1247 ・6706 審

東京支庖 東京都中央区日本橋浜町 2丁目47番 地

電話東京 ｀ ＷＳＰＹ ｾ
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施 工 法 を 一 変 し た

uj夜イ本のクギグ

セ メ ダ イ ン

N O .  1 9 5 ... 木 レ ン ガ ・ノ ン ス リ ッ プ

テ ッ ク ス ・ハ ー ド ボ ー ド寄与

を コ ン ク リ ー ト 又 は 木 部 へ

N O .  6 0 1 ・・ ・ 合 板 ・内 装 化 粧 板 ・ク ロ

ス 類 の 接 着

N O . 1 5 0 0・・金属 ・ガ ラ ス ・プ ラ ス チ y

ク ス の 接 着

'，'ー

建 築 周

ＱＺ ＣＷＱｾ＠ .... 
発 売 元 東 京 セ メ タ イ ノ 商事株 式 会 社 東京都千代田区神田五軒町 3 側お 31

大 阪 セ メ 7 イ ン商事株式会社 大阪市南区大宝寺町東之T 41 (27) 3456 

名古屋セメず イ ン商事棺式会社 名 古屋市中区上前樽 町 ｾｾＰＸＴＵ



ｾ Ｒ ￭ ［ ｾ ヨを き込 ＧＧＧＡＧＨｬ ・九 ・
一 戸 、 ベＺＢ 正 込 ｌ 売主ｾ ＺＺＭ ・ Ｇ Ｎ 骨》

ｾ＠

完 全 な 防 水 工 事 を す る た め に は

マ ル エ ス 印 石 綿 ウ エ ル ド ル ー フ イ ン グ

マ ル エ ス 印 石 綿 エ ア ー フリ ー フ ェ ル ト

マルエス印石絹ノーコルーフイング (特許31408)

マ ル エ ス 印 ガ ラ ス 網 状 ル ー フ イ ン グ

欝欝機私議機議議額議 四

日新玄業株式曾私大阪営業所
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| 定 時 評 議 員三 |

20日 12時半一一 1 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 評 議 員 青 柳 議 長 ， 滝 本 高IJ 議長外14名

委任 状出席 ＴＵ ｾ乃 計61名

理‘ F 尾崎会長外 3 1'， 田辺監 ｾ ｩｾ

議 事 ( 1 )  1If{手n35
1: j 度評議口選出数決定の件

( 2 ) 理事欠員の補選延期承認の件

11 日 4 時一一 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 尾 崎 会 長 外 11理 事 田 辺 監 事

議 事 ( 1  ) 定時評議員会開催の件

( 2 ) コンクリ ー ト講演会開催の件

( 3 ) 忘年懇親会開催の件

( 4 ) 公開座談会後段に関する件

( 5 )  LI ノド建築学会学会賞候補推撚 lこ関する件

付 ) 不燃建築研究会委員推i 1Uに関する件

( 7 ) 伊勢湾台風被害調査に関する件

( 8 ) 入退会者承認の件

( 9  ) 報告事項

主記理事会

20日 1 時一一 2 11寺於会合{ ' { 集会室

出席者 伊東，田中，小林，諌早各主ぷ理事

議 事 ( 1)  n本建築学会学会n候補推烈の件

( 2 ) 不燃建築研究会の委員推加の件

-ー‘  
| 近 代 建 築 調 査 委 員 会 1

6日 3 1待一- 5 11寺 於 会 館 会 議 室

出席者 滝沢委員長外 10委員

(  11 月 分 〉

幹事会案の調査対象建物と調査項目について審議し調

査建物に対する調査組当者を決定した。 なお明年正月号

- 5 )] 号の会誌に掲載分を予定した。

事 業 委 員 会 I  

9 日 5 時半一一 7 時 於 会 館 集 会 釜

山 席 者 端 的 委 員 長 外 8 委員

議 事 ( 1  ) 定洋懇親会に関する件

( 2 ) 昭和35年 1 月一一ー 3 月の事業企画に ついて

( 3 ) 報告事項

小委員会 ( 忘年惣親会)

9 日 7 時半一一- 8 時 半 於 大 関 図

出 席 者 平 田 主 査 外 7 委口

会場の大閤園 lζ 赴いて打合せ

住 宅 委 員 会 |  

10日 3 時半一一 5 11寺 於 会 館 会 議 室

出 席 者 片 山 委 員 外 7 委員

議 事 ( 1  ) 家庭用ステンレス製流し台専門委員推薦の

件

( 2 ) 住宅に関するテレビ放送企画の件

20日 3 1時半一- 6 1時 於 毎 日 放 送 テ レ ビ 局

出 席 者 片 山 委 員 外 3 名

住宅 lζ 関するテレビ放送の参考のため放送局の見学を

兼ねて種々打合せを行なった。

小 委 員 会 ( 図集レイアウト委員会)
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宇部スレート工業株式会社
本 社 ・'i; 都 大阪営業所・ 大阪市旭区大宮町ム丁目 103

出強所 ・名古思・新居浜・ 岡山 ・広島 ・下位・小倉 ・福岡
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5 目 5 時半- - 9 時 於 会 館 集 会 室

n' ，席名ー 佐久間委員外 3 委員

11 日 4 1時半一一 8 時 )12会館集会室

出席者 佐久問委員外 2 委員

20日 5 時一一 8 1時 半 於 会 館 集 会 室

:U席 者 佐 久 間 委 員 外 2 委員

30日 4 時半一一一 8 1時半 於会館集会宅

出 席 者 佐 久 間 委 員 外 2 委貝

編 集 委 員 会 |  

幹 事 会

17日 4 時一一- 6 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 塚 本 委 員 長 外 4 幹事

35年 3 月「建築計画特集J 号の企画について審議

委 員 会

21 日 正午一一 3 時 於会館会議室

出 席 者 塚 本 委 員 長 外 11委員

議 事 ( 1)  12月「地方建築特集J 号経過報告

( 2 ) 正月「モニユメント特集」号経過報告

( 3 )  2 月「原子力利用施設特集」号経過報告

( 4 )  3 月「建築計画特集J 号企画審議

( 5 ) 伊勢湾台風災害K . 関する座談会開催に関す

る件

|  出 版 委員 会 |  

分 科 会 ( 内壁工事)

17日 3 時半一一 5 1時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 竹 内主査外 4 委員

各委員から提 ，'Uされた分担項目について全部lこ亘って

調整を行い，執iFの方針 ，工程などについて協議決定

|  災 害 委 員 会 |  

鉄骨構造計算講習会打合会

18日 3 時半一一- 5 1時 於 会館会議室

11 ¥席者石崎，馬場，綜代各委員

地方における鉄骨格造計算講習会の実施企画を協議決

炉したが，ぷ企画に対する各地方の建築士会の意見. 希

望などを照会した上乙れを確定する乙ととした。

( 若 い 会員 の 集い |

ホームタイルのタイル絵習作の会

12日 Ｖ ＱＱｾｦ ＭＭＸ Ｑ 時半於会館集会室

出席者 7 名

見学と批評の会

27日 1時一一 5 時 半 於 香 里 団 地

香里団地における各建設会社設計施工の分譲住宅を見

学した後，同団地集会wi において批評の会を開催 した。

出席者47名

| 講 演 会 |

「コンクリートに関する最近の話題J 講演会

19日 1 時一- 5 1侍 於 大l阪建設会館

聴講者 87名

1  コンクリートの亀裂について

竹中工務庖技術部長 北山二十三氏

1  遮蔽コンクリ ー トについて

大 林 組 研 究 室 長 官 回 笠重氏

鉄筋コン クリート講演会

広 島 会 場

主催 日本建築協会中国支部

25日 1 時一一 5 11寺 於 建 設 会 館 160名

1. 開会の静 rt l同 支 部 長 古 林 義 敦 氏

1. 挨拶 口 木 建 築 協 会 会 長 尾 崎 久 助 氏

純 国 産 多 彩 塗 料

@  

本 社 大阪市 比 Ｑｬｩ 区 西 野下之町 ＳＸ 常業 所東 京 Ｎ 札幌 Ｎ 仙 台Ｎ新潟 Ｎ Ｇ ， ｾ 岡 名 古屋 Ｎ 神戸岡 山Ｎ 高 級 Ｎ 広尚Ｎ福 岡 工場大 阪 Ｎ 横浜Ｎ 茅ケ崎Ｎ平塚
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1. コンクリー卜の亀裂について

竹中工務活技術郎長 北山二十三氏

1. コンクリートの非破域試験について

大 阪 大 学 教 授 工 博 奥 島 正 一 氏

1. 建材 P.R.

イ，ゴーレックス防水について

日本ゴー レックス工業 K.K.

研 究 部 長 進 藤 定 治 氏

ロ，P. S. コンクリートについて( 映画f ) f : 用)

ピー・ エス ・コンクリート K. K.

技術長海上秀太郎氏

1. 閉会の辞

福 岡 会 場

主催 日本建築協会九州支部福岡県建築士会

27日 10時一一 5 1時 於 町 村会館 60名

1. 開 会 の 辞 福 岡 県 建 築 士 会 会 長 薄 興荘氏

1. 挨 拶 日 本 建 築 協 会 会 長 尾 崎 久助氏

1. コンクリ ー トの非破壊試験について

大阪大学教授 工博 奥 烏 正一氏

1. コンクリ ート の亀裂について

大 林 組 研 究 室 長 菅 田 登 重氏

1. 建材 P.R

イ，ゴーレックス防水について

日本ゴーレックス工業 K. K.

研 究 部 長 進 藤 定 治 氏

ロ，化粧壁材ソ リジットスタインについて

合同特許建材 K.K.

広島営業所長幸岡 孝氏

ハ， P.S. コンクリートについて( 映画併用)

ピー・ エス ・コンクリ ート K.K.

技師長 海上秀太郎氏

1. 閉会の辞 九 州 支 部 長 小 架 治 平氏

| 見 学 会 |

ニッカウイスキー西宮工場見学会

設 計 U建設; l l工務株式会社

施 工 銭 高 組

14日 1 時半一- 5 時 参 加 者 65名

神戸市灘区綜合庁舎と神戸中華同女学校見学会

神戸市灘区綜合庁舎

設 計 神戸市建築局

監 理 日本住宅公団大阪支所

施 工 大 林 組

神戸中華同文学校

設 計 石原建築設計事務所

施 工 大 林 組

18日 2 時一一 5 持 参 加 者 50名

兵庫支部と共催

後援 した会 |  

1. 名 称 D AS 59年展，建築部公開座談会

1. 主 催 総 合 デ ザ イ ナ ー 協 会

1. 日 時 11 .Ji 20 日 1 時一一 4 時

1. 場所毎日大阪会館国際サロン

1. テーマ A. デザインの曲り角

講 師 足 立 孝氏( 阪大教授)

吉阪隆正氏( 早大教俊)

司 会 浦 辺 鎮 太 郎 氏

B. あなたのつ くる住い

講 師 清 家 清 氏 ( 東工大助教授)

西山卯三氏( 京大助教授)

司 会 小 川 正氏

| 支 部 事 項 |

尾崎会長は今般開催の広島市および福岡市における

「コンクリ ー ト講演会」に講師団と同行して下記のと

おり夫々同支部役員と懇談した。

中 国 支 部

1. 日 時 11月25 日 6 時一一 8 時

1. 場 所 広 島市鰹城会館

出席者 27名

九 州 支 部

1. 日 時 11月26 日 6 時一- 8 時

1  場 所 福 岡 市 博 多 日 活 ホ テ ル

出席者 14名

ー111111111 11111111111111111111111111111" "11 11111111 1111111111111111111111111111 1111 11 1111 1111 11111111111111111111

編 集 後 記

L L数年，正月号は， 建築論とか建築歴史( 特定の人の歴史も含め

て) とかいったよう な特集をふんできたが， 本号は建築のモニユメンタ

リテイというテーマの追求を紙みた。 一般論 として， 助国家弘先生 IC書

いていただいたが， その対立慨念と して「効 用性」をも合せ考える方

が， より 一周記念性をはっきりさせるという観点から . L れについての

原摘を， 東畑鎌三氏にお願いした。 とζ ろがと多忙のため辞退きれたの

で. e艶つぎに高橋慶夫氏にお願いしたが， 乙れ色お身体の都合で遠慮

きれた。 L の効用性( 功用性) についてはそれぞれ実際の立掛からは通

任 fごと考え られるだけ1 1 : 惜しい乙とであった。

彫刻 ・絵画との関速においての論説を， 京工大の河本淳夫先生 ICお願

いした。ＡｸＡ学 の立場から轡か れた ｴｾｬｴ 1 1 : 得ると乙ろがあると思う。その

ほか，構造， 商業主E築， 公共建築， 都市計闘などの分野から，記念性と

いう問題を迫求していただいた。参考になれば幸いである 。

軍基い続物として，ぉ域ブーム ，宗教建築と記念性をw録したほか IC ，r新

しい相談」について吉原治良氏にお願いし た が，ζ れは駄目であった。

なお， 本号 ICは m築設備ll !苦」 として空気制和紋備筋 をのせた. 乙

れは， そのはしが きにも記したが， 衛生投l相舗にひきつづいて第 2回目

の ものであり . 多くの凶係各位のと協力のも とK でき上った. 2宮1 結~

第 ＱＰ ｾ 苦のテーマもぐ っと く だけて 文学的Ｈ＿Ｉ ICなったかもしれないが，

正月の E たつにあたって， 続んでい ただければ幸いである 。 館 3 回目は

気設備をとりあけ. たいと思っている 。

以上と協力いた fごいた方々 ，執.m者IC感謝申しあけ' ます.
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社団法人 日 本 材建

会 合 と 事 業

山陽地方建築講演と建材説明会

防府 10 日 12時- 5 時於防府市労働会館

来会 者 凡 180名

岩国 11 日 121時- 5 1時 於 岩 国 市 労 働会館

来 会 者 凡 11 0名

呉 12 日 12時- 5 時於呉市立本通小学校

来 会 者 凡 110名

福山 13 日 12時- 5 時 於 福 山 市 公 会 堂

来会 者 凡 500名

以上 4 カ所共

出 講 者 滝 沢 博 士 ・白石博士 ・田島応用化工 ・東洋リ

ノリュ ーム ・永大i i 1! . 業 ・恒和化学 ・私水化学

で開催始終盛会視に終了した。

理 事 会 17 日 3 - 5  U寺於口本建材会館 4 階集会室

青木副会長，金光理事長外 11 名出席諸報告後海外帰

朝者歓迎会の件，本会英文会名』ζ 関する件，入退会詮

衡等協議。

見 学 会 18 臼 10- 6 時

私水化学工業京都工湯と* 山ドライブウェイ

本会部] 10時30分借切パス lζ て出発， 111侍40分到着，直

lζ 昼食後同工場南次長の エスロンパイプの製造概去に

つき説明あり ， 4 班 IC分れて工場内見学後会光PJl Ｇｊｾ＠ 1え

より謝意を表し辞す。

方広寺，霊山観音，東山ドライブウェ イを巡り ，郵政

局共済会館洛翠荘にて湯茶の接待を受け同所長山本l氏

の案内により会館内部を見学，内}路l乙っき午後 6 時大

阪駅 lζ て解散。

。辛口二バヒ挙椋式会社

本 社 大 阪 市 東 区 北 久 太 郎 町 2 - 45 

幸 ピ ル 6 階 (26 ) 代 3161 ・fl: 5691

東京言語， .草川 東 京 都 台 東区浅草三筋 1 (85)  7843 

協
4

2

 

4

2

 

月 報11 分

参加者; 特別 会員 Ｔ 名，会員 ＴＲ ｾ ，外事務局参加。

帰頼者歓迎会 26 口 5 - 8 時30分 於 多 幸 紡

青木副会長，金光組事長外 16名 村 石 高IJ jlJ l 事長， ::11'上

理事の欧米視察話と珍しいスライドをl決写後歓迎会を

催した。

.肉

.・

福岡展示場運営委員会 30 口 1 - 3 時 於貿易会館

辰元，松本副委員長他 6 名 木部sllJ 笠原富IJ 理事長，田

中， 笠念出席展示湯 PR 方法其の他諸般につき協議

4

2

 

員 動 勢

工 場 移 転

林ベニヤ商会では 乙の程柴谷工場を住吉区柴谷町2の4

1こ移転。

河湾装飾 K K では庖舗を新築 され 11 )j 28 JJ 関係者を招

き盛大に披露式を行った。

高炉; 務 所 移 転

千鳥陶園は住吉区大償問J 5 の471こ移転。

梅本石油 は東淀川区新高南通;1 の28に移転。

電話⑧0238・2080・2207

K K 大林組研究室を東区船越町 2 の32に移転。

電話@ 4154・4721

東亜樹脂工業 K K 九州事務所は福岡市大名目iJ 88 ( わ乙

うビ J レ) 福岡①4661 1(. 移転。

，ー.  

電話増設並変更

K K  A B C 商会は⑪9303を増設。

永大産業 K K ( 住吉区平林町) では包855 1 - 8に変真。

モ ダ ン で す

光; に雰囲 気 を つ け る

各 色 透 明 、 半 透 明 の

フ ラ ス チ y クス の

ナ ミ イ タ
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⑧ 

の 利 点 を 持 つ 竹 製 カ ー テ ン /

稼 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 3 T E L  `代 ＱＷＵＱｾＴ
東 京 ・ 横 浜 . 和 歌 山 ・ 広 島

カタログ贈呈

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチールサ・ν シュ・ドアー

スチールシャ'Yター・オペレーター

何回中工業禄式会員大阪出張所
大 阪 出 渡 所 兵 庫 県尼 崎 市 南 竹谷 町 2 - 89 T E L 大 阪 ( 48) 0545 

，j 市主主草野二4: ｾ＠ ｡ｾｾ 箆 ｧ ｧｩｩ

長 崎 代 理 信 長 崎 県 長 崎 市 聖 書 町u ・l l I I 西工事 { 有 ) T  E  L 長 崎 ② 6046

.  .  

式

昆

附

撤

舎

大

1  

電話大阪 ( 34) 207- 8・4836- 7



組沼浅

式

社

株

メ斗

: A  

⑬ 
取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町 ・電話代表⑮7却・ 737- 9 番

庖 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・電 話 四 ツ 谷 4141- 4 番

名古屋市中村区太閤通リ一丁目 ・電話笹島4020 ・4021

営 業 所 ・鳥取 ・広島 ・金沢 ・郡山・奈良・京都 ・神 戸 ・仙 台

札幌・ 静岡 ・津 ・岐阜

本

支

.  ｾ＠

所務工新

式

社

株

よ』

ｾ＠co 
.  .  

取締役社長 新 順

本 居 ・大阪市北区曽根崎中一丁目四三 ・電話代表大阪 (34) 915H葬

支 庖 ・東京都千代田区神田猿楽町二丁目七・電話 (29) 代表2714番

出 張 所 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 静 岡

22 安 藤 組 大 阪 支 庖

聖書室 瀬 川 博

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 上 通 一 丁 目 十 八 番 地

電 話 大 阪 (44) 3788 ( 代表) 3789 ・3780番 (45)  393番

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 丁 目 七 番 地

支庖 ・出 張所・名古屋・仙台・静岡・横浜・水戸・盛岡・新潟・神戸

⑤り

組林大

式

社

株

メ』

: A  @  、

• 

• 

・

大 林 芳 郎

庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 三 丁 目 七 五 番 地

電 話 大 代 表 (94) 8  6  1 番

支 居 ・東京・札幌 ・仙台・横浜・名古屋・岡山・広島・福岡・高松

出 張 所 ・ 神 戸

取締役社長

本

象且奥 村

取締役社長 奥 村 太 平

本 庖 ・奈 良 県 北 葛 城 郡 香 芝 町 逢 坂 電 話 奈 良 県 下 回 局 477

営業所 ・大阪市阿倍野区松崎町一丁目五ー 電話大阪⑪代表 0336(5)

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・八 幡

出張所 ・千 葉 ・奈 良 ・西 宮 ・ 光 ・ 松 山・福 岡

株式会社

@  

2  



株 式 会 社建 設島鹿
苅

助

東 京 都 中 央 区 八 重 州 五 の 三

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 二 の 三 三

電 話 大 阪 (77) 代 表 3 7  3  7 番

之守島鹿
長会

本 社

大阪支庖

日 組 大 阪 支 底
勝

式

社

株

会

⑨ 

‘  

.  

電話 (94) 6861 ・6862番

電話静岡 (2) 7171- 5番

阪 ・九 州 ・北 海 道

大阪市東区石町二丁目五十番地ノ二

本 社 ・静 岡 市 日 出 町 一 ノ 二

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・大

営 業 所 若 松 ・沼津 ・岐阜

出 張 所 滋賀 ・広島 ・八代 ・熊本 ・鹿児島 ・宮崎 ・函館 ・北見

-・.

神 崎 組 大 阪 支 応

株 式

会 社

J J“ a  

Ｇ、ｾ

市

阪 市 北 区 曽 i恨 崎 新 地 1 丁 目 2 1  

電 話 (34) 7  8  3  7  - e 番

庖 ・姫 路 市 北 条 口 86 - 3 電話代表姫路2020

繁西大
取締役支居長

大

本

熊 谷 組 大 阪 支 底

式

社

株

会@  

大 阪 市 東 区 備 後 町 一 丁 目 十 三 番 地 ( 電 話 大 阪@1726 ・1926番)

本 社 福 井 市 豊 島 上 町 一 番 地 ( 市 外 専 用 12 ・4800 - 2 )  

営 業 所 東 京 都 新 宿 区 築 土 八 幡 町二二番地( 電話九段@5281- 9番)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・札 幌

出 張 所 横 浜 ・仙 台 ・静 岡 ・佐久間 ・下 関 ・神 戸 ・岡 山 ・稲 井

長野 ・青海 ・高知 ・宮崎 ・旭川 ・鳥取 ・高松 ・諌早 ・北山川

伊

.  

組6診
池鴻

式

社

株

A  

ｾ＠

活 ・大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 三.. 丁 目 六 七 蕃 地

電 話 (46) 代 表 2 6 3 1 審

支 庖 ・東 京 ・名 古 尾 ・稲 岡 ・広 島 ・松 江

沢 業 所 ・京都 ・神戸 ・和歌山 ・横浜 ・水戸 ・仙台 ・札幌

岐阜 ・凶日市 ・戸畑 ・鹿児島 ・' 山崎 ・鳥取 ・米子

本

3  



佐 藤 工 業 盟 大 阪 支 応

取締役支底長 北 村 平 作

大 阪 市 東 区 北 浜 ー ノ二 五 屯 話 大 阪 (23) ＶＷＳＱｾＳ Ｎ＠ 7293 

本 社 ・富 山 市 総 曲 輪 二 三 O

東 京 支 庖 ・東京都中央区 日本橋本町一ノ二 本 社 分 室 ・ 同 左

名古屋支庖 ・名 古 屋 市 中区仲ノ 町一ノ ー 富 山 工 場 ・富 山 市 稲 荷 元 町 九 六

札 幌 支 庖 ・札 幌 市 南 七 条 西 一 一 丁 目 営 業 所・ 京 都

出 張 所 ・神戸 ・横浜 ・岐阜 ・三重 ・仙台 ・盛岡 ・宇都宮・浦和 ・横須賀・静岡 ・四日市

春日井 ・金沢 ・高岡 ・新潟 ・今庄 ・川 口 ・和田川・ 黒部 ・御母衣・岩清水

a  

社式 会株設建水清
も 4.  

社 長 清 水 康 雄

社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

常務取締役支庖長 小 栗 賛 吾

大阪支庖 ・大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 二 ノ 二

電話 (44) 1  5  3  1  (10) 夜間専用 (44) 1531  - 32  

本

組前銭

式

社

株

. A  

-x;え。
取 締 役 社 長 銭 高 輝 之

本 底大 阪市西区京町堀上通一丁目 三三電話大阪 ｀ Ｒ ＴＳ Ｑ ｾ Ｗ 務

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 銀 座 東 五 丁 目 二 番 地 ノ 一 二

名古屋支庖名 古 屋 市 中 区 材 木 町 一 丁 目 五 番 地

福 岡 支 底 福 岡 市 箔 屋 町 一 六 番 地

出 張 所 札 幌 ・盛 岡 ・仙 台 ・前 橋 ・新潟・千葉・神 奈 川・ 三 島

京 都 ・神 戸 ・岡 山・ 広 島 ・徳 島 ・松 山・ 長 崎 ・沖 縄

⑤ 

大 阪 支 庄株式会社
成 建 設大

.. 

井

， 

源石常 務取締役支庖長

大 阪市東区南本町四丁 目二O番地( 有楽ヒソレ内) ・電話大阪 (25) 0778 ・4254( 代)

大日本土木株式会社大阪支応

取 締 役 支 庖 長 桜 井 徹 良

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地 屯 話 @ 代 表 5931

神 戸 営 業 所 ・神戸市生田区 下山手通八丁目円二番地ノー 電話元町④2114ffi

和 歌山営業所 ・和 歌 山 市 小 松 原 通 一 丁 貝 一 番 地 和 歌 山@9869察

本 社 ・岐 阜 市 長 住 町 二 丁 目 三番地 電話岐阜②代表6141- 6145fs'

支 庖 ・東 京 ・ 名 古 屋

4  



@  
株 式

会 社 工 務 底竹 中

本 庖 ・大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 30 番 地

電 話 大 阪 @ 代 表 4.751 代 表 7351

営 業 所 ・ 札幌・仙台・東京・横浜・静岡・名古屋

京都 ・神戸・広島・高松・岡山・福岡・八幡

"  

- ・， ① 
鉄道建設興業株式会社大阪支庖

取締役支庖畏 西 島 尚 義

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地 (天六阪急ピノレ七階)

電話 (35) 8  8  3 ・2 4 2 7 ・2 6 9 3

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 三 崎 町 二 丁 目 六 番 地

電 話 東 京 (30) 3  4  1  1  

⑥ 

株 式

会 社 戸 田 組 大 阪 支 庖

常務取締役支底長 石 丸 正 名

大 阪 市 北 区 真 砂 町 三 二 番 地 ・電 話 @ 5 9 5 1 - 8 番

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 京 橋 一 丁 目 三 番 地

支 庄・札幌・仙台・名古屋・大阪・広島・福岡

大 阪 支 庖 営 業 所 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・福 井 ・金 沢 ・富 山

.. 
@  西 松 建 設 株 式 会 社 関 西 支 底

常務取締役支庖長 西 松 康 友

本 社東京都港区芝西久保桜川町十三番地

支 庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘町二丁目四十一番地

電話 代表ｾ 8  4  3  1  

@  
株 式

会 社 間 組 大 阪 支 庖

取締役支庖長 牧 村 利 勝

本

支

大 阪 市 東 区 横 堀 町二丁目七O 番地( 電話、@ 代表 5 0  3  5) 

庖・東京都港区赤坂青山南町一丁目一番地( 電話東京 (408) 代表2171)

居・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡

5  



底務工木藤

式

社

株

会@  

庖 ・大阪市東区両替町一丁目一七 電話 (94)451. - 4番

庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O

香 川 県 高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 二

出 張 所 ・津 ・岡 山・ 新 居 浜 ・徳 島 ・京 都

本

支

、・

藤 田 組 大 阪 支 庖
株 式

会 社@  
， -ー

雄

大阪市北区堂島中二丁目三八番地電話@757- 9(代表) @5379・5370

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 の 五

支 庖 ・横 浜 ・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・九 州 ・札 幌

良島村

取 締 役

支 庖 長

22 巽 柄 組 大 阪 支 庖

妻控室 漆 村

。
重

電話⑪1272 ・1273 ・1274番

電 話 金 沢 代 表 ③ 12.66番
社

居

所業

本

支

営

も

・守

組村松
式

社

株

ム

ヨミ

。
士

口

本 社 ・大阪市東区京橋二丁 目二八番 地 電 話 代 表 大 阪 @3 1  7 1  

支 庖 ・東 京 ・札 幌 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 ・水戸 ・京都 ・福知 山・ 岡山・ 呉 ・高松 ・八幡 ・大分・沖縄

雄村松取締役社長

井 建 設 盟 大 阪 支 底

受注主 伊 豆 倉 武

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下通一丁 目五三番地 電 話 大 阪 (44) 代表8951

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室町二 ノー( 三井ピノレ) 電話日本橋 (24) 代表3261

支庖所在地 札 幌 ・横 浜 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・大 阪

大 阪 支 居 管 轄 営 業 所 京 都 ・神 戸 ・和 歌 山・ 奈 良 ・岡 山

ー____.・

ー_.

ーーーー_. 色

⑥ 

6.  



組岡@  
三 郎

電話大阪 (36) 2967・2錦 4・7720・9496番

電 話 (86)  4  1  5 ・2 1 8 番

電 話 枚 方 3 5)  55 5 番

電 話 東 京 (982) 4  6  4  7 番

電話大阪 (37) 5  4  9  3 ・0 4 1 9 番

株 式 会 社

取締役社長 岡

大 阪 市 北 区 堂山町八九番地

京 都 市 右 京区嵯峨明星 町一

枚 方 市 伊 賀 七 七 五 番 地

東京都豊島区巣鴨町 5 の1043

大阪市大淀区 中津本通二丁 目

底

底

所張

本

支

出

工 作 所

宇土株 式 会

長 谷 川 為

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

電 話 (77) 4  1  4  8 ・7 3 2 2 ・9 9 2 9  

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三

電 話 (77) 9  0  4  4 番

組JII 

取締役社長

社

工 作 場

谷長

本

⑮ 

‘ -

支 庖阪大

式

社

株

コヨE

設建野水

⑥ 
取締役副社長 水 野 久

支 底 長 梅 津 正

大 阪 市北 区京融寺町120 電話大阪 (34) 2107 ・2816 ・(36) 3987

工 作 場 同 北 区 鶴 野 町 71 電 話 大 阪 (37) 1  9  2  1  

本 庖 京 都市下京区西七条市部町17 電 話 下 8052 ・8277

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

庖務工木入

株 式

会 社

Fご¥

ｾ＠
八

大阪市阿倍野区阿倍野筋 1 丁 目25番地

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎町 3 丁 目10番地

電 話 ⑪ 1626 ・5772 ・9256 ・89伺

良日木
取締役 社長

+  

本 社

倉庫 ・工作 場

株 式 会 社設建島矢

o
e
 

助

電 話 東 京 @代4181番

電 話 大 阪 @代5837番

也

岡 ・ 蒲

取締役社長 八 島 高

東京都千代田区内幸町一丁 目一番地

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地

常務取締役 仁 平 信

支 庖 長

支 庖 ・営 業 所 仙 台 ・ 富 山 ・ 福

本 社

大阪支庖

郡

7  



株 式

会 社 井 上

福 蔵

組

代表取締役 井 上

本 庖 大 阪 市 都 島 区東野田町二丁目 一五番地 電話@0530・2823・4038・4782

出 張 所 神 戸 市 生 田 区 中町二丁目七六番地 電 話 ④ 0 4 8  5  

r琴、

，..../ 

.  '" 

式

社

株

会

A  

E  
組西

.  .  

取締役社長 佐 藤 松
コ包

日

大阪市天王寺区上本町七丁目( 上六 ピノレ内) 電話 ⑪ 7 2 3 1 - 5

r等、

文 ｾｦＯ 鍵 仲 建 設 株 式 会 社

取締役社長 鍵 仲 定

本 社大阪市阿倍野区阪南町中一丁目九番地電話1 @0 2 6 1 - 2

営 業 所 大 津 市 膳 所 北 浦 町 一 四 一 一 番 地 電 話 大 津 6 5  1  4  

⑧ 
栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

唱

取締役社長 村 勇上

本 社大阪市西区北郷江通一丁目三一番地電話@ 代表 5801

工 作 所 大 阪 市 城 東 区 森 町 二 番 地 電 話 @0  5  6  9  

出 張 所 東 京 ・ 和 歌 山

⑩ 
株 式

坂 井 組メｾ 社

代表取締役 Jl I  崎 盛 治

本 居 大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 八 三 番 地 電 話@9331- 4

出 張 所 京都市上京区寺町今出川下ノレ扇町二六七 電話③ 3 9 2 8

8  



業 株 式 会 社大 洋 建 設 工

。
義

電話大阪⑪2672- 4 ・指80

電 話 和 歌 山 ② 3 2 2 5  

電 話 下 京 @0 4 7 0  

電 話 泉 大 津 1 6 7 5  

信口

大阪市天王寺区北河堀町五四番地

和 歌 山 市 南 材 木 町 三 丁 目 二番 地

京 都 市 下 京 区 揚 梅 通 烏 丸 西 入

泉 大 津 市 我 孫 子 六 九 番 地

戸木
取締役社長

庖

居

所

所

業

張

本

本

営

出

組末大

式

社

株

メ』

A  

Q  

• • 

.  
、-

男

電話⑮0555( 代表) ・6345- 6

末本

地番
一

神

町

・

和

京

良

大区

東

奈

南市

庖

所

阪

張

大

支

出

山取締役社長

戸

谷 川

取締役社長 長 谷 川 武 彦

本 社 大 阪 市 東 区 淡 路 町 五 丁 目 二 番 地 電 話@7臼6 - 9

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 美 土 代 町 二 二 電話@2351- 4

神戸出張所 神戸市葺合区雲井通七ノ四〈神戸新開会館五階} 電話 @ 4 8 4 7

姫 路 出 張 所 姫 路. 市 飾 磨 区 御 幸 八 五 番 地 電 話 飾 磨 0348

庖

貸室申込受付中

務

(地下 2階・地上 911'8. 昭和35年 5月唆工予定)

工長

東 京 長 谷 川 ピノレ

式

社

株

会
@  

株 式 会 社設動 建不

④ 
， 

勝

電話@ 4 7 7 1 - 7

電話@5711- 21・直 通0967

電話③ 9 6 0  5  

野

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 五 七 番 地

東京都中央区銀座東八丁目四番地( 燃料会館内

神 戸ー市 灘 区 大 和 町 一 丁 目 六 番 地

庄
取締役社長

本 社

東 京 支 居

神戸営業所

株 式 会 社建 設月望
⑬ 

良H

大阪市北区堂島上ーノ一 八 電話 ｾ Ｑ Ｔ ＭＵ ・沼 ＰＵ ・ ＷＸＸＳ ・ ＷＹＱＳ
豊 中 市 庄 内 東 町 2 丁目 37 電 話 @ 1  1  5 ・1 1 6 番

尼崎市神田北通 2 丁目 12 ( 阪神尼崎駅前〉 電話 @ 9 7 4 5 番

箕 面 市 百 楽 荘 電 話 桜 井 1 6 3 ノ 乙 番

太月望取締役社長

本 社

工作所

出張所

9  



ム

一文

一品

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

株式

会社

設 計 施 工
生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

媛

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

宿 大阪市西区江戸堀南通一丁目三七番地

電 話 大 阪 @ 代 表 5231 ・8231 番

東 京 ・名 古 屋

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

本

22 大 阪 城 口 研 究 所

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑤4倒 5(代表)

神戸市生 田区下山手通六ノー ・電話神戸@5892

平庸口城代表取締役

広

所

支

出強

.  .  

]  

"  

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 宿

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 ‘ 6 区

電 話 和 田 倉 @ 3761 ・3762・3763・3764

大阪市西区土佐姻通大同ピノレ714号

電 話 大 阪 @1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 95 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ピル522号 電 話 中 局 @1  7  6 6  

創 業

大正二年

1主

庖

庖

阪

幌

株式

会社

東 京

大

札

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其{ 也管工事

設 計 並 施 工

特 許Y M式ノレーフ ドレイン製造販売

( 1 日斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順慶町通一丁目四四番地

電話大阪⑧代表4496- 8 ・4993- 4番

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8番

金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

底本

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

高

名 古 屋 広

暖冷房 ・環境衛生 ・水道 ・電気・厨房 ・築炉

鋼 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 后

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

ー一一一- - - - 1 . 一一

支 眉

大阪市東区高麗橋三丁番壱番地 ・ 電話代表 ＲＶ 局 ｻ ｾ ｾｾｾ
l3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目 十 器 地

支 庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

業 大 阪工機

空 気 調 和 装 置 ・ 設 計 施 工

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

段 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐掘通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1 7 1 番

東京都港区芝田村町 6 丁目 電話⑬代表 7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代表 7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989・2255

神戸市生田区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ⑧ 代 表 4731

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

社材建

式

社

株

会

庖大

大阪市北区中ノ島二丁目( 新朝日 ピノレ 5 階)

電話大阪@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目 ー

支阪

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

語大阪@3 415

電話東京⑬5281

電話広島③7544

電話福岡②5389

株式

会社

大阪市大淀区中津南通 2 丁目51

東京事務所 東京都港区西芝浦3のl

広島出強所 広 島 市 空 鞘 町 99の1

編岡出張所 福岡市下呉服町2の9

祐徳ヒ・ノレ

本社及東京支宿

営 業 所

空気調知装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ヤ リ ヤ 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 漆 地

高砂熱学工業株式会社大阪支底

社

庖

場

本

支

エ

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピノレ 8 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

10 
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履房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

一 一 ー 特 命 叉 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

三 晃 商

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 137031@6793

東京都中央区宝町二丁目六{村幸ピ刈階〉⑧臼41

名古屋市中区新栄町二丁目ー ⑤1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 ④1158

4 与

' : 2x 
株式会社

本 社

出張所

社

社

営業所

所張

M

M

山

凶

山

本

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 広 東京都港区芝浜松町 2- 7 m ⑬ 7 3 4 1 - 5  

北海道出張所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ②2203・@ お74.5969

仙 台 出 張 所 仙台市元寺小路〈五械ピ J レ 〕 篭 ② 8061・③ 9261

名古屋出張所 名古屋市中区東陽町 6- 5 電 @1270 ・1484

広 島 出 張 所 広 島 市 大 手 町 8 - 155 電 ③ 7 9 4 9  

福 岡 出 張 所 福 岡 市 藁 研 町 3 電 0 0788・⑤ 0296

生

置

暖

温

.  .  

社株式会社

.d. .  

"z3; '  
株式会社

信

本

支

.  、

‘' 

神戸出頭所

東郵出強E時

三沢出彊所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 富 田 町 30 電話大阪@jjg邦弘。

本 社 東 京 都 千 代 国 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 @2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

⑨ 

京 都 市 中 京 区 両 替 町 通 リ姉小路上ノレ

匂 話 @ ( 代表)7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37( 天満橋北詰 )

電 話 ③ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広町包話7503・3伍 5

津 市 栄 町 2 ー 111 電 話 3 6 1 0

社本

大 阪 営 業 所
仙 台 支 庖

四日市営業所

津 営 業 所

名古屋出張所

社

蝿房・冷房・温湿度翻整・衛生設備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 裏 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピル 六 階

電 話 大 阪 @ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5

( 代) 9951- 9 ・田6 1 - 9

裏 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 @ 8 0 0 2 - 3

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

和

気

調

工

気

ι
電

施

気

生

暖 冷 房 ・ 換

給 排 水 ・ 衛

設 計

大

京• 

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

電 話 大 阪 @ ( 代) 5 1 7 1 - 3 ・3 6 4 3

東 京 都 千 代 悶 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 東 京 (866)7 6 8 3 ・7 7 1 6 ・2 5 9 4

下 関 市 大 和 町 33 大 和 ピ ル 23号室

電 話 ② 7 3  0  6  

日
-ｾ＠

本

東京支庖

出B 月時

下関出張所

アーマーコート 西日本代理J苫

近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

防水美装塗料… … アーマーコート

特殊防水ノミテ … … タイガー印コーキ ング ・

ハイドロ ν ーノレ

床面美装仕上材料… … フアノレベ トジ

美 装 吸 音 材 料 H ・H ・ラテ ックス，ボード

本 社 大 阪 市 北 医 茶 屋 町 33 T E I:. 大 阪 @筑J 03番

九州出彊所 久留米市: 原古賀町北134の1 T E L久留米7侃5香

北陸出頭所 石 川 県 総 任 町 字 布 市 町50 T E L 松 任 672番

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売 庖

プ ロ ッ ク

セ ン トラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 佐橋包停曽根崎新地西入) 電話大阪131274- 6

支后・ 東 京 ・神戸・姫路 ・徳 島 ・高 松
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暖冷房・水道・衛生設備

都 市 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

回 工 業 株 式 会

取締役社長 山 田 文 次

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

電 @ 代 2 6 1 3 ・ 2 0  6  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 ④ 1 7 7 8 ・4 3  8  6  

名古屋市中区梅ケ校町 2 の3 電 @1 7 6 5

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の 10 電i @2 3 4 6

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 電 ② 1 3 7 5

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 @ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 @ 2 1 7 7 - 8 番

神戸市生田区下山手通八丁目 三三 電 話 元 町 @ぬ35番

京 都 市 中 京 区 高 倉 通三条下ル 電 信 上 ③お69番

背 議 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 電 源 大 三 沢お番
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工
電 気 工 事 設 計 施 工

社

b =  

ヌL

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

電 話 ⑬ 1316 ・2536 ・4715 ・3573

名 古 屋 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

A

Q

E

 

株 式浅 海 電

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

話 ・大 阪 ⑧ 2 8  9  1ー 5 番

東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

電 話 @ 8  3  3  0 ・ 8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. 6.  

コヨE式株

. e= 

ヌL電藤エ

東京支社
東京営業所

営 業 所

a  .  

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

.  中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本 社 大 阪 市北区梅ケ校町二五番地

包話大阪ｾ 8131代表 - 4 @7263  

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・新 宮 ・ 御 坊

気 エ

計 ・ 施

陽 電 気 株 式 会

取締役社長 山 本 博 三

大 阪 市 北区 中之 島 三 丁 目 三 朝 日 ピル 7 階

宿 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大 代 表 )

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

電 話 大 阪 局 @5 2 0 1 番( 代表) - 3  

京 都 市 中 京 区 壬 生 桧 町 20

電話ｾ 3  4  8  1  

所業営

社

事

エ

電

設

朝

村今取締役社長
ネ土

営業所

本

出張所

. 6.  

ｾ＠

本 穏

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 @ 代 3 0  5  6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 若手 地

全国燃料会館 607号 室 電 話 東 京 ⑧7必4

北海道 ・名古屋 ・四 日市 ・福 山 ・福 岡

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

. e= 

ヌL

太

ト 電マ

山

ヤ

取締役社長

東京営業所

株式会社

ネ土

所張

本

出

電 動 機 自 動 操 作 用 配 電 盤 ・分 電 盤 ・受 電 盤

自 動 遠 方 操 作 盤 ・電動機単逆相運転防止装置

温 湿 度 自 動 装 置 監 視 盤 ・遠 方 監 視 自 動 装 置

各 種 ブ ロシトスイ ッチ ・スペースヒーター及び

クォー タヒー タ ー・ 其の他特殊電気機器設計製作

森 井 電 業 株 式 会 社

東 京 本 社 東 京 都 港 区 芝 三 岡 綱 町 一 番 地

電 話 三 回 (45) 9 6  1  1  - 5 番

工 場 東 京 都 港 区 麻 布 新 広 尾 町 一 丁 目 一 三 四 番 地

電 鑑 三 回 (45) 0  5  3  5 番

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 十 六 番 地

電 髭 大 阪 (44)9516- 8番 夜 間 専 用 (44) 50由香

名古屋出張所 名古屋市中村区長戸井町三丁目四十一番地

福 電 話 笹 島 (54) 6  8  6  5 ・9 4 9 5 番

同 出 張 所 福 岡 市 東 職 人 町 二 七 番 地

電 話 (4) 7  8  1  3 番 (5) 3 5  1  6 番

電 気 工 事 設 設 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 ( 堂 ピノレ 3 階)

電 話 ⑧ 7 0 7 7 - 9

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電 話 @ 5  1  4  8 ・6 6 4 6  

底 東 京 都 中 央 区 西 八 丁掲 4 丁 目10番地

( 後関ピル 3 階) 電 話 @5 5 9 0 - 2  

営業所 名 古 屋 市 中 林 区 泥 江 町 2 ノ 1

包 話 @ 7  1  4  6  

社

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

圏
株式会社

社

、

守

大

大 阪 市 北区絹笠町50番地 ( 堂ピル703号室〉

電 話 大 阪 ⑧ 2 1 3 8 代表 ・5 0 1 8

東京都中央区 日本橋箱崎町三丁目二番地

電 話 兜 町 @! 1478 ・1479 ・1470番

大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

井坪取締役社長

ネ土

庖

本

支

庫

本

倉

支

出張所

電気設備工事・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

諾 大 阪 ⑮ 代 表 4 0 3 5 ⑪3 5 1 5

東 京 都 ず新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 淀 橋 @ 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

A

令

官

明

式

正

株

本

b =  

ヌL

中

電

取締役社長

本中社
A

-

2

 

式株

. e= 

ヌL
電東j工

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

謡 大 阪 @ 5  1  4  3・5 3  7  3  

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目 一 一 三

話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

社本

社

本

支

機鑓工場

資材倉庫
出張所
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|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

大 阪 出 張 所

商 会

ゆ

タ ア 工 業 株 式

鈴 木 シ ヤ

電 話 @ ∞98 ・5837 ・8

会 社

タ

ヤν  木鈴

ア株 式 会 社

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

CONTRACTOR PAI NTI NG 
• 
-

取 締 役 社 長 官 国 債 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  

電 話 @ 7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ⑥ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 9  6  8  向 島 西 1 9  

社本

負

塗 装 庖

請事工装

林

塗

株式

会社

-
.  

‘・

.  

場工

リ グ ノ イ ド 床 ・ 床 材 料

TEL. 大阪 @ 1756- 7 ・東 京 @1335 

製 造 ・ 販 売 ・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

腐 大阪市西区南郷江上通一丁目三一

包 話 大 阪 @ 3 4 2 6 - 7

本

a ・、 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 採 式 会 批

大阪市浪速区西円子町一0 一七暑地湊町駅貨拘入き門前

電話 (53) 4  8  9 0  (54)  0 8 0 8 - 9  

標準セメント防水材・特許ニッポン

特許ニッポシ防水液・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニッポシ

施 工 指 導 並 ニ 責 任 模 範 施 工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメシト防水材特許権実

施工場

i大阪営難所) 北区芝田町六 八 電 話 大 阪抑 16

本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

神戸③2723

i '  

に

瓦

庖

L

L

風

に

な

併

日

制

台

聾

雅

商

駒

山

一月

耐

酎

優

繭

ド

淵

}

v

は

.

木

一
一

川

色

両

州

岨

a【

2

.

摘

d
'
'業

斗

リ

河

川

純

身

訓

"

'

球

主

剤

@

.
ι

仁

詩

・

4

F

色

a

怜

同

l

幅

安

士

肺

褐

司

剛

4

4

4

j

1

刻

電

・亦，，

-

v

h

合

会

各種陶管・大正便所 ・S.P. 石締パイプ・モルタ

! " 製敷プロック・腰掛プロック・スペンサー

セメント煉瓦・流司洗濯槽・塵芥箱・空気抜・ ヒューム管

各種セメント製品・コンクリート製品製造・販売

三 舟 建 枚 宿 曾⑨ 
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大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

話 @2  4  2  0 番



園

東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番 地 ( 衆構 ビノレ 3 階)

電 話 ⑧ 9 1 5 4 - 7

名古屋市中区大池町 24 (丸善 ピノレ) @3帥 8・4593

広 島 ・福 岡 ・ 富 山 ・札 幌

本社及工場

大 阪 支 庖

ァu
a
 

ユ

、ン
ツサ

ム

ス

ウ

レ

一

戸

ン

ル

テ

ア

ス

タツシ ヤ}J， チス

• 
ー.

.  ."  

ザ

名古屋支底

代 理 庖

居申空T12事1在日??
.  ＭｾＮ圃

大阪ガス会社指定

田 中 風 呂 猿 健 成
大阪市浪速区元町1丁 目742 但 ν 賑 橋 電 停 前 電話1@5313 ・8128

陶管・錬' ff. .eュームを

ベンft- Ij ー'1.滅寸し

曾

τ

日

商

時

仰

い

幸

官

一

一

一

加

問

特 許

⑩.  

白 蟻

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28 電話奈良 4 09 8

( 近日移転先)

奈良市登大路二番町( 博物館前) 電話 茶良4 ω8

出張 所 奈 良市春 日町尾 間 組 内 電 話6011 ・印12

本 郡 高 知 県 眉 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9  

防 所予瀧殺式平松

FUTABAYA DECORATORS， LTD.  

建 築 物 船 舶等造作工事

家具・建具 ・室内装飾工事

内 外 織 物 ・敷 物類一式

モデ‘ ルルー ムへど うそ

すで錫ィ慨lこ統Lょう t 紛 t "(1'、ます

設 計施 工

;話器踊 姻?加

工場文阪市イ主舌区西加賀屋町4丁目81 電話 住吉 (67)51 09

⑨ニ暫警官 ;F芸品土

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六電停西北 2 丁)

電話 ・大阪 @ 3321- 3 ・
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京都市東山区今熊野池田町九 @ お55
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衛生瞬

販 売 と 施 工

奉 仕 感 謝 の 1苫

: 愛川 j 拳家事長

本

九州
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混 合 石 膏 プ ラ ス タ ー

純 石 膏 プ ラ ス タ ー

キ ー ン ス セ メ ン 卜

各 種 焼 石 膏

(.llj;! ｩ 各市事 Ｑ Ｑ 屋 ｾｉ ｓ 4 ー 7 7  

1  包括舵路134 ・1220

工 場j 姫 路 市 御 園 野 町 国 分 寺 4 7 4

場 1 電話御者 3 2 4  

/Jl 距 路 市 四 郷 町 見 聖 子

1瀬 戸 市 首 場 回IJ 1  1  3  

T E L 姫路 1220 ・134

T E L  @i 3161- 2  

T E L  @ 0 3 9 6  

T E L ① 4 6 7  5  

T E L  0 8 3 5 8  

姫路市神屋町 4- 77

j良速区北日東町 145

新宿区東大久保 1- 340

名 古屋市東区駿 河町1- 18

福岡市下名 島町29

本 社

大 阪 営 * 所

東 京 営 業 所

名古屋営業所

福 岡 営 業 所

回目圃

固[画園

園田園

日日目

ｾ＠

‘  

a

泳

』
，n ・a=J ¥

⑨本考-FF3F町挙前?舎内烹全F35

扉

押 上 式

捲 上 式

横 引 式

株高会社繍. ，総城建ね総

曹 業 聞 大 阪 市 嫌 東 区 野 江 酋 之 町二 丁 目 ー 電 話 大 阪匝栂5踊

大 阪 市 車 措 川 区 野 中 北 通ニ T 目三 五 電 話 三 国叫 拐

大 阪 市 雄 車 区 野 江 西 之 町 二 丁 目 ニ 電 話 措 置 @掴2日

名 古 鹿 市 中 区 東 岨 町 七 丁 目 ニ 電 話 名 古血 包咽372

広 馳 市 小 網 町 三 丸 電話 広 島 問1250

帽 岡 市 上 州 崎 町 二 五 電 話 掴 岡 山 嗣26

ス チ ー ル シ ヤ ッ タ

ラ イ ト シ ヤ ッ タ

軽 便 シ ヤ ッ タ

特 殊 機 械

館 一 工 場

開 ニ 工 場

私 古 贋 出 彊 聞

広 島 出 費 用

禍 岡 出 韓 両

/ ( / ( / (  

{ 均 タ ロ グi盆 星乞 御一 報 ]
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• 
-

九・

-e  

跡調択の年限仕様

(A) ｦｩｩ 定 ｾｾｉｩ ・問水 ｼ

地区

近

• 
順不、問J  

• 
海

ｾｴ＠

陸

中

園

四

国

九

州

-・・・""""""'"孟亘三r ・・・・

冨冨冨墨書 富 冨

E  

組 合 員 名 住 所 電 話

( 株) 久 保 商 庖 大阪市北区: A砂町5 大阪 ｾ ＰＷＭＸ ・ Ｔ お ＶＭ Ｗ

( 鎌 ) 木 下 謹 三 商 庖 大阪市西区江戸姻南通5/ 35 大 阪@5408・5486

( 株) I珂 正 社 大阪市北区樋ノ上町45 大阪 ｾ ＱＵＷＭＹ

( 株 ) 井 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸掲下通1ノ7 大 阪 @邸31 - 5

( 抹〕大 和 高 会 大阪市南区高津町4番丁73 大 阪@ 1588・1905・飴87

( 株 ) 石 田 建 材 庖 大阪市東淀川区元今里北通り 1 ノ31 大 阪@3340・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区畑町1ノ51 大 阪 Ｎ ｾＳＴＳＴ ＭＶ

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大 阪@6 555- 7

日本漉背工業( 株) 大阪支信 大阪市北区富岡町40 大 阪@5 4製 ト8

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町1丁目 神 戸 ⑤2140・2697

( 株 ) 中 出 商 会 神戸市兵庫区上沢通6/ 9 神 戸 ⑤4630

タ テ パ ヤ V 商 后 京都市下京区四条大宮南入学校前 京都8 < <68

田島応用 化 工( 株) 大阪出張所 大阪市西区京町姻上通1ノ14 大 阪@5951(代)

( 資 ) 岡 田 建 材 庖 名古屋市西区西菊井町2ノ12 名古屋@2057・0121

( 株) 名 ij! 商 会 名古屋市中区宮出町41ノ2 名古屋 ｾ Ｑ ＳＲＹ ・ Ｒ Ｘ Ｑ Ｗ ・ ＲＱＰＶ

高 梼 主主 材 底 名古屋市中区材木町1ノ12 名古屋@3295

北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側町8 金 沢②4552- 3

北 川 工 業 ( 抹 ) 富 山 営 業 所 富山市奥田新町28 富 山 ②2218 ③1014

島 エ 務 1;5 高岡市大坪畑町2丁目32ノ3 高 岡 2463

小 島 工 著書 庖 富 山 営 業 所 富山市神通町3区l(即日 富 山 8221

背 盛 建 材 株 式 会 社 広島市鉄砲町108 広 島 ②2281- 4

青 盛 建 材 ( 綜 ) 岡 山 営 業 所 岡山市東田町3 岡 山 ②7911・8169

( 有 ) 小 野 甚 商 活 岡山市内山下30ノ10 岡 山②4272

(株 ) 浜 原 重 量 商 応 尾道市若宮町 尾 道 27印

( 株) 浜 原 箆 商 底 防府支庖 防府市大林寺 防 府 1伺 7

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高松市天神的220

高 松 ③4 m l  

正 和 商 事 株 式 会 社 松山市l 番町21 松 山 525・1159・2159

青 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 福岡市万行寺前町14

暁 建 材 工 業 株 式 会 社 福岡市業院町65 岡04326

高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大黒町45 崎②仮28

建殴省阪建 22 号限可
出資金 600 万

量 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 ー の 一 四

東 京 連 絡 所 東 京 都足立区小台町六三三 (田 島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 総 ・中 国 ・四 国 ・九州

T E L  @ 代 表 5951

T E L  @ 代 表 11 81
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年新賀護

( わろ はl眠)

大阪市東成区東今里町四丁目

40 

• 

建 材 信 和 会

業 株 式 会 社

岩 元

e  

昔からの建材底ゆるがぬ信用

工7G 岩
ト

置

↓

料

イ

タ

，

装

一

材

-

フ

レ

イ

風

汁

築

カ

通

い

建

ス

式

式
一

見

-

元

岩

岩

0 6 1 8 - 1  ⑧ 題雄貴島長ネ土他のそ

大阪市西区新町北通一丁目 53

2  7  2  @  霞電

社

メ』

ｾ＠

績

材 株 式

場井

工

長社

新日
③ 印 J レーフイ シ グ・フェ ル ト

g 印 砂 付 ル ー フ イ シ グ

印 石 綿 ク エ Jレドループイシグ

陣屋根・地下室防水及耐・エ事 責 任 施 工

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 - 32

東 洋 陶 器 去を 大阪営業所

中 松

衛 生 陶 器 ・ 同 附 属 器 具 .  
、

電 話 @ 4518- 9 ・14 24 明通長所売販造製

.  .  大 阪 市 天 王寺区大道三丁目

125 

電 話

社

メ合』

ｾ＠東 洋 洋 瓦 株 式
瓦

瓦

瓦

型

ユ

器

S

V

陶

工

.

施

ツ

瓦

・

瓦

任

チ

ニ

型

責

y

パ

;

売

レ

t

.
，

阪

フ

;

日

進

洋

洋

洋

製

東

京

東

3 0 1 6 - 8  @  友木青長社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1

研 究 所口大 阪 城
株 式

会 社

暖 冷 房 ・給 排 水 ・換 気 ・衛 生

汚 水 浄 化 装 置 ・ 大 正 便 所

段 計 ・ 施 工 1 5 1 5 - 1  @  信電平庸口城長社

大阪市西区立売掘北通一丁目

24 

電

庖商弥野
株 式

会 社接

物

圧

金

ス

築

ガ

建
⑧ 1  443 ・5066

ｾ＠ 1212 ・1661信蔵甚野長本土

大 阪 市 北 区 木 幡 町 56

奥 村 重 兵 衛 商 庖
株 式

会 社

骨

ス

ス

プ

式 軽 量 鉄

式 リ プ ラ

式 メ タ ノレ ラ

式 ク 9 ッ

進

進

進

進

口

H

口

H

ロ
H

ロ
H

4 1 3 1 - 4  @  信電奥 村 重 兵 衛長社

大 阪 市 北 区 堂 島 上一丁目 24

社
A  

-:I5主河 津 装 飾 株 式
室 内 装 飾 設 計 施 工

窓掛・リノ リュ ーム ・アスタイ ル

オ 9 エγ タルクロス ・ニフポ γ クロス

カ ラ ー ク ロ Z 製 造 発 売 元 1 3 5 1 - 3  @  信電河 津 喜 之 助長社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 80式

社業 芸

彦

工学
レ

し，
a

4

a

 

酸耐
事耐 酸 防 水 ヱ

ポリエステ J レレヂシライニング

エポキν レ デ シ ラ イ ニ シ グ

耐 酸 塗 料 電 話 @ 0118- 9 ・41 61 邦井松長社

ｾ＠

、

大 阪 市 南 区 鰻 谷 伸 之 町25

5 8 1 5 - 1  @  霞電

玉 置 産 業 株 式 会 社

玉 置 孝 太 郎長社

石 灰 ・ セ メ γ ト ? 壁 材 料

大 阪 窯 業 セメ :n ( 株)

大 阪生コシ ク 9 ー パ 株j 代 理 屈

コガネ ラ イ ト ( 蛭石) 製 造 販 売

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 78株 式

会 社
業工装塗林竹

事工装塗般

@  6 4 3 1 - 3  軍• 昭林竹長社業負請

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 7

社

側

会

問

政

式

日

経

建

株

因

子硝田村
各 種 板 硝 子 ・鏡 販 売 ・施 工

各 務 ク 9 ス タ ノレK K 代 理 庖

ガ ラ ス プ ロ ッ ク・プ P ズ ム

製 造 ・販 売 ・設 計 ・施 工 電 信 @ 4  5  8  0 ・3 3  6  1  村長社

大阪市東淀川区新高南通一丁

目'14
クトンケ

株 式

会 社

船

一

仰

げ

物

F

E

塗

円

具

具

・

周

密

グ

ム

J

下

μ

f
ク

除

吋

ト

バ

バ

ペ

掃

山

U

P

M

ケ

負

ク

ク

ル

f

ト

ト

イ

l

y

y

オ

掃

ケ

ケ

ア

f

出

体

ロ

河

艶

液

ブ

床

電 信 ⑧ 0864- 6・1416・1858市清木鈴長社

大阪市南区安堂寺橋通二丁目

3  
社本垣日

株 式

会 社

物金金 物 ・ 建 具

V ュ 金 物

製 造 販 売

築

ツ

建

ナ

5 0 9 1 - 6  @  醤• 垣 太 市 郎日長本土

大阪市西区阿波向中一丁目 5

J レイタ田平
株 式

会 社

ｾ＠ 1  0  0  3  

代 表 @ 8  1  3  1  
領電

田 伊 三 郎平長ネ土

式事工ノレイ

18 
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電 話 ⑮ 6 5 0 1 - 2 番

雄

大 阪市北 区神山町26 ( 富国信 用ピル 2 階 )

支 部 長 福 田 好

部支西関
司‘

"  

西

日

本

規

格

サ

ッ

シ

株

式

会

社

朝

日

建

材

工

業

株

式

会

社

銀

旭

銀

麻

村

サ

ッ

シ

ュ

工

業

株

式

会

社

工

線

会

式

業

崎

建

材

繰

式

会

社

岩

栄

鍋

栄

社

機

株

式

住

鉄

業

株

式

大

阪

営

工

株

式

社

大

阪

建

材

工

業

株

式

会

社

株

式

会

社

鉄

尼

会
工

会 業 会

大

阪 進 進

大

阪

エ

工

業

検

式

会

社

大

阪

理

研

加

地

シ

ャ

ッ

タ

ー

工

業

株

式

会

社

川

鉄

商

事

株

式

会

社

魚

崎

工

場

繰

式

会

社

関

西

鋼

業

製

作

所

業

(

株

)

大

阪

支

腐

鍋

機

(

株

)

大

阪

支

腐

谷

鍋

機

株

式

会

社

中

国

理

研

サ

ッ

シ

ユ

株

式

会

社

東

京

鋼

板

工

業

(

株

)

大

阪

支

庖

本

鉄

'堅

工

昭

和
山

凶

中

工

浪

遼

建

日

本

建

株

式

会

社

材

工

業

株

式

会

社

鉄

(

株

)

大

阪

営

業

所

製

作

汎

建

不

I! 

理

研

作

所

腐

鋼

機

(

株

)

大

阪

営

業

所

大

阪

支

- .  

社社所所 社所所所
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燃 え な い 家 を 造 り ま し ょ う

わ が国 で は. 毎 年 火 災 の た め に 400億 円 に 近 い 莫 大 な 損失 仁 大 き な

不- yJ を生 じ て い ま す 。

干ムi 童は， 一 白色 早 〈 こ の よ う な こ と か ら 解 放 さ れ な げ れ ば な り ま せ ん

そ の た め に は 燃 え な い 建築 材 料 が 必 要 で す 。

当 社 で は. こ の 要望置に応 え る た め に， 段 通 の 建 築 材 料' と し て . す で に

欧 米 で 大 量 に 使 用 き れ て い る 「料 足形 鋼 」 を. 当 事土川 崎 縦 鋼所 の 新 鋭J i

仰 で生 産 し て お り ま す 。

ニ の 「般 公形 鋼 」 は. 軽 〈て 丈 夫 な 「 樽 鋼板 」 を 冷l問 成型 して. 各 組

の 形鋼 を 大Z誌に生 産 す る も の で 価 絡 も 低 廉 で す二

日本建鉄の

711ミZ

- ス チ ー ル

サ ッ シ

ド ア

シ ャ ッ タ ー

・エア カ ー テ ン

伝 統 の 技 術 を誇 り、 品 質第 一 、

誠 実 泰f士 を モ ッ トー と す る 日 本

総 鉄 の 製 品 を 御 採用 下 さ い 。

Bilt 建銀株式曾紅

• 町‘

• j ・

-.‘ 
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。毒 気 工 事 + 工 木 工 事

き妥言t+施 工

［Ｒ 数遷 ｓｨｺ 李総ｾｾ託
取締役社長 佐 藤 太

本 庖 大 阪 市 北 区 南 扇 町 十 二 番 地

電 話 大 阪 ⑧ 7 1 7 1 - 8 呑

支 庖 大阪北・大阪南・京都・神戸・姫路・奈良・和歌山・滋賀

支 社 名 古 屋 ・ 広 島 ・東 京

21  
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! ? ザノ|く婁? E .JC:tt-

日窓セメント株式会お

関 西 事 務 所 大 阪 市 北 区 梅 田 町47番 地 新 阪 神 ピ)1.- 6 階 電話大阪 (36) 3351"崎

本 社 東 京 都 千 代 田 区大手町 2 丁目 9 番地

事 務 所 北 海 道 ・ 東 京 ・ 関 西 ・ 九 州

出 張 所 仙 台 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・ 高 知

包 装 所 ｾｉＡ路・函館 ・ 青 森 ・ 下板橋 ・ 横浜 ・ 新潟 ・ 名古屋 ・ 小倉

ヨＭｾヨＭセメント
| 大阪窯業セメント株式会社|

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 丁 目 2 5 新 大 ピ ル 内

東 京 支 唐 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 郵 船 ピ ル 内

名 古屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 住 友銀 行 名 古 屋 駅 前 支 底 ピ ル 内

工 場 大 阪 ・ 伊 吹

， 
.  

“  



‘  

... • 

建築め美装化

自白ボルトランドセメント

用 途

建築の内外面の仕上塗

装 飾 用 ・採 光 用

標 識 用 ・各種加工品

本 部 東 京 丸 ノ 内 1 ノ 1 ・鉄 鋼 ピ ノレ

大 阪 支 底 大 阪 梅 聞 ・ 第 一 生 命 ピ ノレ

宇都セメツト φ

........圃一--._.....
字郁普通セメント 』ザ

一

宇都超高紐セメント
線し

字書E中庸熱セメント

だ

(; 1合セメント ) 宇都ポゾランセメント

説明

(セメント ;1利材 Fl y Ash) 宇都ポゾラン
送.  急

し

ま

す

セメント ・石炭・化，肥料・カプロラクタム・償被

@  宇 都 興 産

山口県宇都市 ・資本金 9 2 . 2 5 -1意向

23 
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ぷぬrJJa

県 孟 の

東 芝 商 事 株 式 会 社 大 阪 支 底

大阪市北区堂島浜通 1一15 (T E L 36- 1101 )  

建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 . ノ

剣勝

.  ドライJII' ぺ外Z誌

、，

ド ラ イ ブ イ ッ 卜 ・ド ラ イ ブ ピ ン

ドラ イブリ ベ ッター・ ドラ イブ リ ベ ッ ト

製 造 元

日 旗 ド ラτ 7...... ・・，ト株式会話

東 京 ・大阪・名古屋
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T E L  大 阪 市 北 区 絹 笠岡Tl l
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寧田タイル

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1 T 日

電 話 ( 53 ) 代 表 1003 ・ 代 ( 54) 8731

夜 間 尊 用 電 話 ( 54 )  8  7  3  2  

京 都 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 岡 山 ・ 芦 屋

私絡しの陸 t主ヒ最高( / ) 枝徐f EEf三J β

大阪支庖 大阪市西区阿波鹿中通 1丁目48番地

電 話 新 町 @i 4 3 2 ・12-4 7 ・6 7 0 6 番

東京支庖 東京都中央区日本橋浜町 2 丁 目47客地

電 話 兜 町 ( @ 7  3 0 9 番

25 
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磐城セメント株式舎泊

取締役社長 粛 藤 次 郎

本 社 栃 木 県 安 蘇 郡 葛 生 町

東 京 都 台 東 区 北 稲 荷 町 1 3  電話浅草@8121- 9

大阪市東区北浜 4 丁目 2 6  新日本汽船ピ ノレ 電話北浜⑧7246- 9

青森 ・仙台 ・金沢 ・名 古 屋 ・小倉

東 京 支 社

大阪営業所

出 張 所

住宅や家具につく自アリや害虫を退治します、そのよ 「アリノン」は

くされ・かびにも特効があります。

国

協議

ＸＷ ＱｊＨｾ＠ ｬＧ ・ ｊ ＮＮｉｾ -
.‘  

山宗化学株式会祉 殺 JL践芦め玉虫Yゐ 誌 が品主繍 務・総 務

専売特許 ク カ 式 化 学 防 水 工 事 グラクチング防水工事

グ ナ イ ト 工 事 ア ス フ ァ ノ レ ト 防 水 工 事

専売特 許 薬液注入土壌硬化工事

株 式 会 社 大 阪 防 水 建 設 社

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 餌 差 回T 4 2 番 地 電 話 南 ⑮ 2595 番

出 張 所 名 古 屋 市 中 区 和 泉 町 一 丁 目 九 番 地 電話 本 局 @5075 *  

H  神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 四 三 九 番 地 電話元町 @ 6930 *  

H  東京都渋谷区千駄ヶ谷二丁目四八0*地 包括白山 ⑩ 2432 番

， 26 
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大阪生コンクリー ト株式会社

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 ー ノ 二 五 ( 新 大 ピ ノ レ 内 )

T E  L  (36) 代 表 1 2 3 1  

エ 場 大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 一 丁 目 一 二 三

T  E  L  (47) 代 表 4 4 5 6  

優秀技術き誇るノ

責 任 ・ 設 計 ・ 製 作

麻村サ‘ νシュ主業株式会紅

27 
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様 式 番 低 木 ニ 製

本 社 : 川 崎 市 中 丸 子 1 3  5 書 池

東 京 事 容 所 : 東 京 郡 中 央 区 銀 座 西 6 - 5 暑 地

大 医 支 庖 : 大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 町 中 3-4書 地

雷 黛 所 : 福 岡 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 仙 台 ・ 札 幌

ン ド レ J レ

信買帯

電 72 - 4261 ( 代}

電 57一 時 26(代)

電 47- 1 ・5 4  

工 場 ・ 川 崎 ・大 阪

アルミが餓ぴ健いとい

う$ は. A I 白 磁 化 抽

(A I ，O ，) がアルミニ

ウムの般化を防ぐ役目

をするからです. この

安定忽雌化皮臓をつ〈

るために. アル ミニウ

ムは最初の l 年位は嵐

貴が進行しますが. ぞ

れ以後は雌化度臓に保

健 さ れ て . 非 常 に 侵 食

が緩慢に忽り. 晶年月

の使用に耐えるように

忽ります 。 この値化度

臓 を 人 工 的 に 鱒 え た の

がアルミライトです 。

当社の制品はすべてア

ルミライト仕上で. い

つまでも糞蝿忽光沢を

保 ち ま す .

.  .， 

.  "" 
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.  

.  
-



‘  

.  

叫 .

、

• 
-

広
a:. 
CI  目 次 (哨)1頃) 建 築 と 社 会 昭 和35年 Vol. .41 No. 1 

ア 浅海電気kk ・H ・H ・H ・H ・.... ... .. ..12

kk 朝日工業社. . . ・ H ・..…...・ H ・.. 11

朝日石綿工業kk ・・H ・H ・-… … 表4

石神産業kk .… ... .・ H ・....・ H ・-… 33

伊奈製陶kk ・H ・H ・. .... ・H ・. . …中挟
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ササシエス石膏kk ・H ・H ・. ....・ H ・..16
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敷島金物kk ・H ・H ・. . 目次対抗面裏
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二葉屋装備工業kk. …....・ H ・... 14
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平和工業kk ・H ・H ・-…. .. ・H ・. .. … 33

登箆 セメ ジ トkk. . .. ・H ・. ....・ H ・. 30

マ 松平式白簸殺滅予防所 ・H ・H ・.. 14

kk 水島商底… . ...・ H ・. ... ・H ・. .... 32

7.1<.谷ペ イン トkk ・H ・H ・...・ H ・- 本文

kk 三高製作所… ....・ H ・.... .・H ・.31

kk 三谷製作所…. . . . . ・ H ・.. …・前 付

三井金属工業kk .…・・目次対抗面

三舟建材商会・・ H ・H ・-… ・・ H ・H ・.13

kk 室谷商庖…. . . ・H ・.... ..・ H ・. ... 15

明正社・・ H ・H ・-… ... .・H ・... ，…… 32

森井電業kk …. ...・ H ・-… ... .・ H ・.12

ヤ 山 田 工業kk … ... ・H ・.....・ H ・-・ 2 ・・11

山宗化学kk …. . . ・H ・.. ..・ H ・- … 26

kk ヤマ ト電気商会... ・H ・... ・H ・.12
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内 外 式

パーチカル( 電動式) ベンチレーター

自然換気の15倍 ・従来のものより 5 割も効率大

工 場・発電所・病院・ボイラ 一室・倉庫 ・料理屈等

特 lζ 熱及び臭気の発生する所 iζ 最適です

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト ・ 波 型 硝 子 完 全 葺

内外式ベンチレーターコンチニアス並ニ筒型

設 計 施 工

芸 言 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐姻船町23 ( 大阪商工ピノレ) T  E  L  (44) 3983 ・

40年の伝統と経験を誇る
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営 業 所 大 阪 市 東 区 横 掘 6- 49

匂 話 ⑧ 3 7 3 1 ・3 9  6 0  

工 場 大 阪 市 浪 速 区 銭hWJ sI J 1  
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凪

オペレーター

防' 寸 lンガー

骨

d

v

開・Ｎシヤ ｉｾ Ｇ￬Ｍ
際主主ｾ苅ヨ調

本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

電 話 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代 表 )

ー.

ス チ J レ サ
ン1、

ツ ユ

も ‘

伝 統 に ス チ J レ シャツタ

.  

輝 く ス チ )v ド ア

優 秀 な
新 規 製 品

J 品
完 全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

株 式 会 社

汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  電話 此 花 ⑬ 2 9  0  3 ・4 4  6  1  

株式会社

綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄 筋 コンク リート 造建築

の設計監理

2. ダイ ヤモン ドト ラス ・ジグザグ トラ

ス ・平 行 トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐夙木材接合金具の製造販売

P A T. Q式 ( 織本式) ヂペル及グランプ 《

、、 広明ぷ

地質部 ボー リソグ ・建築物基礎工 ¥1  V  

事の為の土質調査

、

ｾ＠ .  

織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々算事務所・織本特殊構造研究所・合体)

東京都中央区日本紙かきがら 町 3 の 2 電 話 刷 6443 ・7007 ・7062
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定、 t互の

ヲ吻ヂヌトシ♂

: EIW1- ' I ヲト

最も進んだゴム のクッシ ョン

T  E  L  (34)  8157 ・8158 ・8159

ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M3 8 番 責 任 施 工

米国パプコ. コンパウンドアスフアルト販売

内外Z 業株式会社

脇 山 静 夫

経 験 と ⑥ 技 術

y. c. コンべス( リりイド)

大 阪 ヨ シ ペ ス 建 材 枇

'
'
x
 

園

A

A

M

一闘

W

近代建築の玄関に美しい

デザインのマット

ｾ＠

h

J

 

近 代 的 お そ う じ 百 貨

信用と 品質を誇 る庖

OS瓜 A ミ' I ' ! J ' ｾ＠ ｾ＠ KYOT O 

ユ ー ピ 金 属 マ ッ ト・ユ ー ピ ゴ ム マ ッ ト

ユ ー ピ 鉄 マ ッ ト ・ラ イ ン ゴ ム マ ッ ト

カラ ー ラインマ ッ ト・ニューラ インマ ッ ト

ホ ー ム ・ ソ フ ト ・ モ ッ プ

ダ ス ト パ ッ ク 1型 2型 発 売 元

#. 

株式会社

水 島 商 庖

大 阪 庖 六阪市西区北郷江上通一丁目 ・T E L I@3514 ・8246

京 都 庖 京 都 市 中京区鋪薬師烏丸西入・ T E L② 5363 ・0214

工 作 所 京 都市 右 京 区西院松井町八・ T E L 8 1 6 9 7
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.. .  

v. 

三，

'  

置園田園田ｾー説 ｅ 室冨
田園・・・園田園田・ーーーーー一

5 0 0 0間 以 前)

6 0 0 0湘 剤 鶴• 
- ー のげが息〈、経済的である

乾燥が早〈、密着性か慢れ、 V J V  U 尻 く亘制イシb

G函ゆ

妙シヂlRメタル

谷樋Ｎ屋根 ｉｾ 是非どうぞ

スタンダードーメタルの大島化学

ヱ パ ー ブ ラ イ ト の 大 島 化 学

( ア ル ミ 箔 ル ー フ イ ン ダ )

オ ー シ マ ラ イ ト の 大 島 化 学

{ ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 積 層 領 )

大 島 応 用 化 挙 工 業 塗 惹

空主土杢III 木型空市減東区野江東ノ町 4 T 目 電 話 機 東 ⑮ 3679 ・“ 81 ・8471

竺ニエヲ ヲ5阪 空 城 京 区 古 市 中 通 2 T 目 電 話 雄 東 ⑧ 8 8 1 3  

島 制 所 開 股〕 2. 2 2 J 市三(J L J .A J A 75EL U出品・1J 2:

窓掛、椴帳、日 除、壁紙 室 内 装 飾 紙 鹿 、舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの手イロシ鍛通と繊艶発売元

亀 井 株 式 曾 社

大阪市東区南久宝寺 町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (25) 1  35 3  ｾ＠ 5番

ｅ 霊 ｈ ｩＺ］ｾ・

大阪工渇 大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁目 電1@5750 ・8444

東京工期園 東 京 都e 太 田 区 椛 谷 町 4 丁目 電⑬0160 ・1733

ト イ レ の 脱 臭 に

S ME L L  CONDI TI ONER 

電 気 脱 臭 器 S. メ ル コ ン

聖書海 策 の 宮 ホ テ ル 全 霊 装 備

総 発 売 元 石 神 産 業 株 式
ｾ恥
:ax 

大阪市東区今橋一ノーo ( 朝日生命 ピル) 電 話 大 阪 @ 5 1 1 0  

社
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岩 元 式

スカイライト噌刊ンチレーチI

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門廓鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

社
会

問

引

式

四

川

株

駒

山

業

献

⑧

;

市

話

コ

九

電

一

冗

柑

岩

‘  

党け液製煤汚ス t

咳笠霊敷 島

製造元大日本硝子工業雲霊

ポリエステ/ レ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

大 阪 支 広 大阪市北区玉江町2- 4 ( 三菱倉庫ピノレ) 電話土佐掘@3389 ・1389

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 3- 6 電 話 ⑧ 6 9 2 6 - 8

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防 水 工 事 懸

議 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイノレ工事懇

議 耐酸モノレタノレ工事 T 各 種 床 工 事 選

大阪耐酸乏業J i R ，
を

・‘

。
大 阪 市北 区 浮 田 町82番地 電 話 大 阪@1333番 ‘ぷ

竜L

|ヒ yι コシ|
ニマホ。1m

レディ・ミクスト

実 先 月 支 虫 豆 I. : : J 壁塗材. ノ

③ 自 室 蛭 眉 株 式 会 祉

大阪市東区高麗橋 3 - 7  T E L  (23)  1601 ・1704 ・5627 ・5628 淀川工湯・大阪市東連川区豊里菅原町119 T EL  (38)  3101 
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第 二 工 場

浪速建枚Z業様式会社

浪建式

スチサしサ ｉｾ シュ・ド Ｗ ー
シャ，リヲー・ it ベレーター

lトカライジル処理I揚鍋

一製造販売ー

臨調l

駐留l

字社・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 才 町 一 丁 目 九 番 地 電 話 大 阪 ⑧1171- 3番

第 二 工樋 ・大 阪 市 城 東 区 茨 回 繍 堤 町 四 一 番 地 電 話 大 阪 @ 暗153 ・飽24番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽館ピル六号館 6(11号 室 電 話 東 京 ⑧ 4611番

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ン ピ ル 内 ) 電 話 福 岡 ⑥ 制白書

出 強 所 ・大 分 布 鴬 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6番

日 間 州

全国線代理庖 |  

ｱｾ］ 吉野 - 新じい建築資材

、 - E函31 百三ヨ・E 量ヨ・

音 響 材 料 アズマ! 城崎・ジヤバ

ゴールデン・ヤマハアコヌ

ー. • 

創 難 明 治 24 年

貿易・木材・建材 ③ 田柄商曹連材部

ハードボード

インh レーション

高 級 合 板

装 飾 板

三持ボード・了 ｾ ｊｾ 子〉ボード

イワ7ラホモゲン・ヤマ八木- F-

プーMンインシュレーショ〉ボード

テ ッ ク ス 各 種

ヤマ八合板・ランJ¥"_ コ7

Ｗ ラィロン・コ ｾ ｊｾ 九ザン ｆ ヰヲチ

本 唐 神 戸 市 全 国 区 京 町 7 2 ( クレ セ ント ピル) 電 話 代 表 神 戸 ⑨ 電車 8 1  

支 底 東 京 都 中 央 区 八 量 洲 一 丁 目 ー 西 河 岸 績 西 結 電 話 東 京 @ 局 61st ・61112
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計股

本日 K.  K.  

大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 丁 目 天 六 阪 急 ピ ル

電 話 大 阪 (35) 3  8  1  2， 4  9  8  7， 9  3  3  9， 7  0  7  1  
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大阪市南区安堂寺橘通四ノ五五
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日本J¥- ド河;-f . : t . 様式曾社

名 古 座 市 港 区 抑 止 町

東 京 出 張 所 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 4 肉 5

大阪出暗所大阪市西区南堀江大通ｾ 1 町 19( 三 友 ピ ル }
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島

4  

-

- 御 申 重 量 次 第

カ タ ロ グ 峨 量

- 黄 綬 褒 章 受 賞

特 許 奥 山 式 熱 工 法 ・ 冷 工 法 綜 合 防 水 層

拘 ＮｾｉＧ ←踊崩事
コ ー パ ー タ イ ト

| 製造元| 奥山化工業株式曾粧

東京都中央区銀座西 8の3 ・T E L 銀座 (57) 2 7 0 3- 4 ・2 3 7 0 ・4 0 6 4 ・0 2 6 4

Ｏ 鍋 ｴｴｾ 替

ｾｩ ｴＺＺＺ回忌壁
( カタ ログのお申込みは全固有名建材底へ) * 純和壁の最高級…・

日 本 皇 室

* 日本座敷に優美な・

株式会社新奥建材工業所 盆寵_ . . I : 雪量

* 近代文化建築の塗壁材・・ …

f d;臨時九日E(九月間 的 可 Y 堕
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建 築 備 の 接 着 剤 に ほ

@  

木 工 用

テ ッ ク ス 問

オぞーー ドr r J

セメ ン トモル タ ル

補 強 用

宕ウザ用

見 本 カ タ ロ グ 進 呈

，目、

ポ ン ド C H2

埼玉ンド K

ポ ン ド C Z

埼玉ンド E

、
44 

ハ ー ド ボ ー ド 用

化 粧 板 用

ビ ニ タ イ ル 回

サ ラ ン 同

木 材 構 造 用

ド

ポ ン ド CV2000

埼玉ンド Gs  

ボ ン ド G100
そ の 他

1 7 0 種ボ ン ド K R

製 造 元 25 小 西 儀 助 商 庖 ボ ン ド 工 場

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 丁 目 6 番 地 電 話 ( 23) 2047， 2057 ( 代表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 丁目 1 番 地 篭 話 ( 24 )  5  5  2  4 - 8" 

分室・東京都中央区日本橋本町 1 丁目 7 番 地 電 話 ( 24) 2191- 4 ， 2541  

名 也 屋 市 西 区 菊 井 通 り 8 丁 目 1 7 番 地 電 話 ( 55 ) 0 6 5 8 ， 1 0 5 8  

工 場 大 阪 ・ 東 京

営

機

所

近 代 建 築 に

アルミサッシ・ドア一

二重焼付塗装による完壁の防錆

スチーノレサッ乙/

スチーノレドアー

スチーノレ ν ャ ッ タ ー

オ ペ レ ー タ ー

〔オートメー ν ョシ新防鏑処理工場完成〕

l1i:、
よ冨. ，. 聖 e  

、J

f  

新 装 な っ た ア ル ミ サ ッV 工 場

大 阪 達 材 エ 業 株 式 舎 社

営 業 所

工 事 部

本 社 工 場

経理部分室

泉 尾 工 場

出 強 所

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 二 十 一 番 地

同 所

堺 市 松 屋 一 丁 目 六 番 地

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 六 番 地

大阪市大正区泉尾浜通四目丁六十一番地

名 古 屋 ・ 金 沢

7 5 - 8 3 6 ( 代) - 9  

75 - 7 1 2 7 ・7 0 4 7

堺2 - 3 3 2 3 ( 代) - 7  

75 - 8  3  0  

55 ー 2 2 3

38 



2dイオZ 銅答

， 

1 . 組立や解体が簡単で速くできます 。

2  強くて綜〈、安全p( t 実な足場がでb きます

ＳＮ 腐 ｾｪＡ せず氷年使用できる為、木材足均より経済的です。

4.  C'JcJ品が凝然としてス 7 ートで、行Ilrhの美観を ul じません。

住 友 金 属 工 業 株 式 会 枇

日本建築協会優良謹明

ヲ方- yィ1- 0雪

セ 〆 ン ト 増 強 防 水 脅'1

日本セ〆、ト防 K剤製= 盟所
，......， r-- ISh 7K刑事是スe fJr

ネ1: )1<)，1，: 以， ｩｾ 塚ｩｉｩ高台 ｬ 二の池北 ＲＸ 1  屯 ｉ［ｉｾＧ＠ • ｩＮｾ＠ 土日 2  1  5  3  

1済 大阪 Ili*l><: 船 越 町 2 - 31( 船越ピノレ) .  

1豆諸⑧2626(U' ( . I!lI) ・9231 ( ピル代表〕

;t，A'J.il. @ 1 3 3 1 ・仙 台 ③ 0 7 2 1 ・札 幌 ⑤ 7 1 7 1  

*  };[ @  0  8  7  4 ・安 帳 工 * "II ii 1湖 ③ 5 7  6  5  

高 松 ② 8 6  9  7 ・12 ノk 建 材 jム 烏 @ 3  5  6  7  

-・・3・'ι ー

長 株式呑社

マ 本

大 阪 述 絡

出 張 所 氾 話

ウォータイト式防水工事 ク ォ ー タ イ ト 工 業

代 行 桁 I l ! 活 大 - = L  ＧＭｾ＠
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本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 丁 目 祖 番 地 電 話 ( 大阪) 03' 訓''! SS65- 8 番

車 京 工 場 川 崎 市 軒 丸 子 車 3 丁 目 1 1  5  9 番 地 電 話 中 国 間 ( 0 4 7) 日 2 5 - 7 帯

九 州 工 場 樋 岡 市 祖 国 町 1 2  6  8 番 地 電 品 ② 4 6  4  7  ｾ除

名 古 屋 支 直 名 古 厘 市 中 区 官 出 町 2 3 番 地 電 館 中 @4 8 1 1 畠

高桂歯車所高訟i " t 1 J t ノ肉 1 0 暑 地 ( 井筒ピル肉、 電 話 ② 4  0  0  8 冊

岡 山 富 車 問 岡 山 市 内 山 ト 3 0 ノ 7 番 地 電 話 ② 7 2  1  9 晶

高 知 曾 揖 断 腐 知 市 画 紺 贋 町 1 0 番 地 電 話 ② 7 3 ‘ 9 昏

神 戸 遭 帽 . 務 所 神 戸 市 生 田 区 中 山 手 通 3 丁 目 同 番 地 電 話 ② 2  6  5  0 晶

式
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理 研 興 . 犠 式 会 社 小 樽 命 色 向 町 " ・ $ . " ｾｉＮ｜ ｉ Ｚｚ 隅担濁路Ｑ＾Ｂ・
= 1 4 燈 村 敏 式 会 全1 . . . 中央区A.例 3./ 1 ( a ; ; ・ピル" . ) ‘ " " 聞 " - 6・

栄 進 鉱 工 開 ? ( I ， * ， 制 J < . 同 耐 小 体 3 ‘ 0 0 ・1 . ¥ iOs_ 9 5 5 ・

佐 野 圃 H 機 式 会 社 禰 . . . . 江 尻 竹 下 町 8 ・ 飴 1213・28 ‘ . " ・

石 本 金 属 繰 式 会 批 舗 剣 術 省 町 五 ・ 町 . ， ・ ‘ 1 . &(2)3 1 8 1 - 5 .

綱 田 高 信 富 山 . ， ・ a 花 町 8 ・ 旭 電 魁 代a ・5 ・ 1市舛 9

邑 田 傘 属 工 議 銚 式 会 全 土 広 島 南 側 ・ 町 ， 5 ・I . "・1 8 2 1 1 - ・ .

然 史 盆 ' ‘ 線 式 会 社 鐙 江 市 ・ 同 d 町 駅 綱 ロ h・ ・1 &&3 2 2 ・ 5 4 5 2 ・

三l I ! " ' . 像 式 会 社 編 岡 市 下 甑 口 町 2 3 . .  tI&.¥ 131 01“ m・6 4 7 .

多 小 倉 出 費 用 小 ・ 市 間 宮 町 町 7 : Z. l 1 ・ & & (5) 3 6 7 3 .  

.  ! 是 鱒 出 週 間 働 崎 市 手 島 町 I "  9  tI I A ほI 0 8  9  O a  

大石1 I i ! . 縁式会 u .̂. I何 通 町 2 0  T  U 電 臥1 6 1 1 1 9 5、..
中 村 金 抽 検 式 会 批 鹿 ， 昭 島 市 区 町 5 7 0 . " ‘ 以代i f I I : 6 6 5 0 - 3 .

φ  闘 志 支 臨 錦 亭 市 鮒 8・ 町 I .1 3  0 ・1 . . 山 1231. 468嶋.

問 中 鉄 工 検 式 会 社 丸 ‘ 市 銀 扇 町 2 ・ 2 ・1. ¥3 2 9  .  1 2 2  I ・
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建 築 と 社 会制第 4 1  

朝日石綿工業株式会社

大阪市北区神山町四六

東京銀座七営業所- 東京検浜. 名古屋岡山九、川北海道

電 話 犬 阪 ⑧ 2333話語
大阪営業所

社本

山梨名古屋大隊岡山門司宮城東京横浜場エ

宮

冗

縮

刷

部

金

百

八

+

円

(
送

料

共

)

i  

@  4 4 6 8  

合 資 会 社 岡 田 建 材 庖

名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町 2 ノ 1 2 電 話 ⑬ 0 1 2 1 ・2 0 5 7

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 鹿 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2 電 路@ 1329・2106・2811

テ パ ヤ シ 商 庖

京 都 市 下 京 区 大 宮 泊 四 条 下 ル 電 結

タ
株 式 会 社 木 下 謹 三 商 唐

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 開 通 5 ノ 3 5 電 話 ⑩ 5 4  0  8  

庖

5 電 話 @ 0 2 0 7 - 8  

商

砂 町
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久
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株式会社

大 阪

キ士

電 話 ⑫ 6 1 7 6 - 9

電! 1Q) 2 2 0 1 ・2 3 6 0

日 東 物 産 株 式 会

本 社 ・名 古 風 中 区 東 瓦 町 3 9  

舷 阜 出積所・桔 串 市 竹 鹿 町 2 7  

⑧ 1  2  7  8  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大 阪 市 南 区 長 編 偏 筋 2 ノ20 011傾姻旬悼附) ⑮ 0471 - 2' 0311  

⑫ 7  6  0  4 、

草 創 嘗県 所 京都市中京区河原町商川下ル 電 話 ③ 3  2  9  9  

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 2 ノ 3 6 電 話

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 間 織 江 上 過 1 ノ 3 5 電 時

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社・ 広 品 市 鉄 砲 町 1 0  8 電 結 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山・ 岡山市東岡町 Ｓ 柄ＱＡ ｾ ＷＹＱＱ ・ ＸＱ ＶＹ

福 岡 ・倒 岡 市 万 行 寺 川 町 1 4 電 話 ③ 1 2 2 5 - 6

@  3 2 8 6  

和

⑤ 2 6 9  7  

御 入 会 の 御 申 込 は …

「建 築 と 社 会 」 発 行所 社 団 法人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37

関西三星タイル会員

電 E舌北 浜 ⑮ 9 6 4 8 f 9 6 4 9 ・9640

振 笹 口 座 大 阪 3 9  9 7 5 番

井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 電 話

石


